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テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

　天才で遊ぼう

あとがき







本作の主なる登場人物の紹介　四姉妹（－１）編





ティラ・イモータルヌーン（長女　秘密♡）




（これからのお楽しみ）







ティセ・グロリアスドーン（次女　十五歳）




属性：愛玩鳥類と間違えてはいけません

好きな食べ物：オレンジマーマレード

好きな飲み物：アールグレイの紅茶

見てると和むもの：小動物

特技：ぱたぱた

性格：何を考えているのかよく分からない。

　　　もしかしたら何も考えてないのかも知れない

何かひと言：素晴らしいと思います。







ティル・アウグストダスク（三女　十三歳）




属性：犬っぽいが犬ではありません

好きな食べ物：メイプルシロップ

好きな飲み物：ホットミルク

見てると和むもの：お花

特技：ダッシュ攻撃

性格：少なくとも頭は悪いです

何かひと言：よく分かんない。







ティオ・トランクルナイト（四女　十一歳）




属性：猫じゃないもん!

好きな食べ物：チョコレート

好きな飲み物：チョコレートドリンク、ココア

見てると和むもの：観賞魚

特技：諸国漫遊

性格：バリバリ反抗期

何かひと言：うるさいわね、馬鹿。











ドリ取り占いの遊び方







●サイコロを用意します。

●正六面体の美しさをしばし観賞します。ドリルには敵いませんが、正六面体も充分に美しいものです。

●振ります。おもむろに。

●サイコロの目のページを参照します。



　1＝こちら

　2＝こちら

　3＝こちら

　4＝こちら

　5＝こちら

　6＝こちら





「項目の読み方」



　大吉　[image: ][image: ][image: ][image: ]　：良いことがありそうです。

　中吉　[image: ][image: ][image: ]　　：中くらいの幸せ。

　小吉　[image: ][image: ]　　　：小さな幸せ。

　凶　　[image: ]　　　　：気にしない。

　大凶　　　　　　：ご愁傷さまです。

　ドリル[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]：素晴らしいですね。





「ティセさまのお言葉」



本作品のメインヒロインであるティセ子さん（公式愛称）がコメントしてくださいます。なんとなく有り難いような気がします。

ティセ子さん以外の人もコメントしてますが仕様です。




註：科学的根拠はありません。
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《ＰＨＡＳＥ―０３：００　アーネチカ～Anechka～》







「青い空!!」

　頭上に広がるのは、まさに抜ぬけるような青い空。

「白い雲!!」

　さらには真夏らしく地平線付近からは見事な入道雲が浮うかび上がっている。

「そして……！」

　少女は目の前を指さした。

「狭せまい公営プール!!」

　目の前に広がるのは足立区は北きた綾あや瀬せ、北綾グラウンドの一角にある公営区民プール『すいみんぐランド』だ。夏真っ盛りという事もあり、狭い公営プールもそれなりに人で混み合っている。近くの小中学生とその付き添そいに来ている親がほとんどだが、早くも夏休みの活動資金が乏とぼしくなり、海やレジャープールに行けない高校生グループもいる。

　プールサイドに仁王立ちになり、空を、雲を、そして狭い公営プールを指さして何やら一人で盛り上がっている少女を呆あつ気けにとられて見つめるのは、そんな貧びん乏ぼう高校生グループの一人。大おお空ぞら広こう大だいである。

「あ～～んど！」

　少女はぽかんとした顔の広大に構わず、そのすぐ間近でばしゃばしゃと水を蹴け立たてている張本人へと、指を向ける。

「水浴びするセキセイインコ！」

　その言葉と共に指さされた当の本人は、泳ぎの練習を止めて水から顔を上げた。そしてまず広大の方へ顔を向けると言う。

「五メートルは泳げたような気がします」

　そう言うのはティセ・グロリアスドーン。海に行ってもさしたる成果が無かった為ため、ここしばらくは公営プールで水泳の特訓中なのである。

「いや、五メートルというか……。二・五メートルくらい？」

「最初にプールの底を蹴けった勢いで一・五メートルくらいは移動してるから、実質五〇センチくらいかしらね？」

　二人の横で一いつ緒しよに来ていた恵けい子こもそう言った。

「でも最初は水にも入れなかったのですから、大した進歩だと思いますわ」

　やはり広大やティセたちと一緒にプールに入っていたアイシャはそう言うと、プールサイドに仁王立ちになっていたその少女へと頭を巡めぐらせる。

「ところで……。そちらの失礼な方は、一体どなたですの？」

　アイシャだけではない。プールサイドに立ったその少女は、公営プールの客全員の注目を集めていると言っても過言ではない。

　なにしろ格好が異様だ。

　今となってはギャルゲーかその手のマンガ、アニメくらいでしか見かけなくなったような旧式スクール水着。それを身につけているだけでも目立つというのに、その上から化学の実験で着るような白衣を羽織っているのである。しかもその白衣はかなり大きく、裾すそを引きずっている状態だ。

　前が開いた白衣の下から見えるスクール水着の胸には、ご丁てい寧ねいな事に名札が付けられている。ぎこちないひらがなで書かれた名前は『あーちゃん』。

　メノウアガツト色の髪かみを片方の頭の横でまとめた、いわゆる片ポニーテール。口元には何やら意味不明の不敵な笑みを浮かべ、両手を腰こしに当ててプールサイドに仁王立ちになっているその少女。歳としの頃ころ合いは中学生程度、十三・四歳さいという感じか。

　髪の色に加え少しエキゾチックな顔立ちから察して外国人かも知れない。

「ティセさまを、愛あい玩がん鳥類扱あつかいするという事は、ラヴィーの関係者ですか？」

　そう尋たずねるアイシャに、あーちゃんの名札を付けたスク水白衣の少女は首を傾かしげる。

「残念ながら、生あい憎にくとそんな名前の知り合いは居ないわ。第一、見てご覧なさい！」

　再び水泳の練習に戻もどり、水を蹴立て始めたティセを指さし、あーちゃんは言った。

「黄色くてちっちゃくて、水をばしゃばしゃさせている！　これはもう誰がどう見ても、水浴び中のセキセイインコもしくはカナリア以外のなにものでもないわ！」

　そしてあーちゃんは広大に水を向ける。

「ね、そうでしょ。そこの少年！」

「そうでしょって言われても……」

　自分より年下と見えるあーちゃんに少年呼ばわりされた広大は、水泳の練習をしているティセへと視線を向ける。ばしゃばしゃと波立つ水の下で揺ゆらめく金色の髪の毛。確かに言われてみれば、そんな感じがしないでもない。

　そんな事はない……、そう答えかけた広大はこみ上げる笑いに負けて吹ふき出してしまう。

「広大！」

　声を荒あらげるアイシャに気付いたのか、ティセは泳ぎの練習を止めて周囲を見回す。

「お、水浴びは終わったか。セキセイインコ？」

　その言葉にティセは少し眉まゆをひそめ、プールの中をあーちゃんの方へ向かって歩み寄る。そしてプールサイドに近づくなり、両手を激しくばたつかせて、怒いかりの意を表すと同時に、あーちゃんにプールの水をかけ始めたのだ。

「うぉ、何をするセキセイインコもしくはカナリア！」

「ティセ」

　眉をひそめたまま手を止めて、ティセはそう言った。しかしあーちゃんはティセの名前よりも水をかけられた白衣を気にしているようだ。

「うわ、濡ぬれてしまったじゃないか。これじゃ白衣が透すけてしまうぞ！」

「いや、透けたって下は水着じゃないか」

　呆あきれてそう言う広大に、あーちゃんは何か大発見でもしたかのように、ハッとして真顔になって尋ねる。

「なぁ、少年。スク水濡ぬれ透け白衣というのは、なかなか新しい萌もえ要素ではないか？　どうだ、萌えるか？　少年!!」

　そう言うなりあーちゃんは濡れた白衣の前をがばっと広げる。もっとも広げたところでその下にはスクール水着。そして年としの頃から言うといささか貧弱なバストという事もあり、一部の趣しゆ味みの持ち主を除きあまり有り難みのない光景だ。そして広大はその一部の趣味の持ち主には入っていなかった。

「はぁ……」

　生返事の広大に代わり鋭するどい声が飛ぶ。

「目の付け所は悪くないわね。でもあなたはスク水濡れ透け白衣の真の萌ちえか力らに気付いていないわ!!」

　恵子である。

「……おい、恵子。相手にするの、止めた方がいいぞ」

　広大が小声でそう注意するが、何やらすっかりノリノリの恵子は耳を貸さずにまくし立てる。

「濡れ透けの極意は、恥はじらいにあるのよ！　濡れちゃって透けちゃって、いやぁ～～ん♡　と恥ずかしがる、その反応に萌えがあるの！　そもそも萌えの極意は、恥じらいにあるの!!」

　恵子のその指し摘てきに、あーちゃんは大ショックを受けたようで、大げさな態度で驚おどろき、そしてプールサイドによろめき倒たおれてみせる。

「恥じらい、そうか。恥じらいか……！　確かに、恥はじも萌えも日本の文化！　それがこんな所で繋つながっていたとは。やはり実際に日本に来てみないと分からない事もあるのだな！」
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　……やっぱり、外国人か。するとこのあーちゃんもＵＮｂＡＲか、ｂｉｏクラフトの関係者なのか？　その言葉に広大は考えを巡めぐらせるが、一方でこうも思う。

　それにしては、馬ば鹿かすぎる……。

「君の指摘に感謝するぞ、おっぱい要員！」

　公衆の面前で胸を指さしてそう言われるのは、さすがに恵子としても抵てい抗こうがある。

「ちょ、ちょっと……。何よ、そのおっぱい要員というのは？」

「なに、おっぱい要員ではないのか？　するとまさかぽろり要員か？」

「いや、ぽろり要員はむしろこっち」

「恵子！」

　ひょいと恵子に指さされたアイシャは頬ほおを赤くして声を上げた。

「よし、理論が分かれば早速実行だ。おい、少年。これから私がスク水濡れ透け白衣で、力の限り恥じらってみせるから、萌えたかどうかを客観的に報告して欲しい!!」

「いや、だからどうしてそう言う話になるんだ？」

　そもそもスク水だろうが、白衣だろうが、濡れていようが透けていようが、まず着ている本人が問題じゃないかとか、あるいは一体お前は誰なんだとか。とにかく広大には聞きたい事があるのだが、あーちゃんのこのテンションでは素直に答えてくれるとは到とう底てい、思えない。

「よし、セキセイインコもしくはカナリア！　この私に思う存分、水をかけるがいいわ！　さぁ、かけなさい。あたかも熱帯を潤うるおすスコールのように……、っていない？」

　あーちゃんの言う通りだ。いつの間にかティセの姿がプールの中から消えている。広大が頭を巡らせると、ティセはすでにプールから上がり、タオルを肩かたから掛かけて更こう衣い室しつの方へ向かいかけていた所だった。広大たちの視線に気付いたのか、ティセはプールの方へ振ふり返ると、身を乗り出し、片手を差さし伸のべるようにするいつもの仕草で言った。

「帰りにはアイスを食べて行きたいと思います」

　そしてティセはさっさと更衣室に向かって行ってしまう。

「……ひょっとして、ティセ。怒おこってる？」

　広大がそう尋たずねるが、アイシャは素知らぬ顔で、プールサイドの時計に目をやる。

「そういえばもう三時回りましたわね」

　四時には帰ると広ひろ海みには言ってある。北綾グラウンドは広大の家から歩いて行ける距きよ離り。着き替がえを含ふくめても一時間もあれば余よ裕ゆうだ。

「そろそろ帰ろっか」

　恵子もアイシャにうなずいて言った。水泳の練習に来ているティセ本人がプールから上がってしまったのだ。これ以上、広大たちも水に浸つかっている理由もない。

「そうだな」

　広大も肯うなずき、プールから上がろうとする。

「おい、こら。ちょっと待ちたまえ、少年。私はまだ……」

　慌あわてて追いかけるあーちゃんだが、広大たちはもう相手にしない。

「あ～～、明日は登校日か。気が重いわねえ」

「何を言ってるんですか。午前中だけで、別に授業があるわけでもないでしょう？」

「まぁうちは夏休みの登校日少ないらしいからな。小学校の頃ころの友達が通ってる学校は、週一で登校日が有るらしいぜ」

「を～～ぃ……」

　あーちゃんがそう声を掛けても答えはない。いつの間にか頭上を飛び回り始めていた数機のヘリが立てるエンジン音にかき消されたというわけでもあるまい。

　そのうち広大は男子更衣室へ、恵子とアイシャは、待っていたティセと一いつ緒しよに女子更衣室へ入っていってしまった。

「ま、いっか。どうせ、すぐに会うだろうし……」

　アガット色の髪かみをかき上げ、一時ぼやいてみせたあーちゃんだが、すぐに気を取り直してプールへ向き直る。

「さぁて、泳ぐか～～!!」

　そして勢いよく白衣を脱ぬぎ捨すてた。




「ヒュージン」

　そう呼びかけられた長身の男性は振り返る。

「あの、シギイワート主任がいないようですが？」

「あぁ、あーちゃん主任なら、上のプールに行ってるよ」

　ひょろりとした長身に白衣を羽織ったその男性はそう答えた。眼鏡をかけておりかなりの猫ねこ背ぜだ。背筋をしゃんと伸ばせば一九〇センチはあるかも知れない。

「プールですか？　いえ、まぁ最近、暑いですから水遊びしたいのも分かりますが……」

　そういうとヒュージンに話しかけた作業服姿の男性は周囲を見回す。どうやら何かの工事が行われているようだ。充じゆう分ぶんに照明はされているものの、陽光は入ってきていない。またエアコンも利いてはいるのだが、全体を冷やすには充分ではないようだ。

　プールと聞いて余計に暑さを覚えたのか、男は作業服の襟えり元もとを少しゆるめてみせる。一方、ヒュージンは白衣の下に着たワイシャツのボタンもしっかりと留めてある。しかし不思議な事に、なぜかヒュージンの身なりからは、どことなくずぼらな印象を受ける。白衣が薄うす汚よごれているせいなのか、あるいは猫背のうえ口元には常にだらしない笑みを浮うかべたままだからなのだろうか。いずれにせよ今ひとつ締まらない印象なのは否めない。

「いやいや、単なる水遊びじゃありませんよ。例の貴族パトリシヤン、そのホロン体がここのところ上のプールに来ているそうでしてね。あーちゃん主任は様子を見に行ったみたいだね」

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　向こうに悟さとられると困った事になるのでは」

「まぁ、どうせ近いうちに会う事になるんだから。問題はないでしょ」

　ヒュージンはあっけらかんとしてそう答えたが、作業服姿の男はそれでも心配そうだ。

「マスコミにも情報が流れていて、取材が押おし寄よせているといいますからね。主任は顔が知られていますし。まぁ、それよりもこちらとしては施し設せつの、じゃなくてセットの配置がこれでいいか確認していただきたいんですがね」

　作業服姿の男はそう言うと肩をすくめて付け加える。

「何しろあーちゃん司令は好みがうるさいですから。後から直すように言われても困りますし」

「あぁ、そうだね。まったく困ったもんだよ、アーネチカにも」

　そう言ってヒュージンも笑う。

「それじゃ僕が連れて来るとするよ。ちょっと待っててくれ」




　北綾グラウンドの周囲には、今時、東京では珍めずらしくなってきた個人経営のパン屋兼けん駄だ菓が子し屋やがある。グラウンド内にある野球場やテニスコート、そしてプールの利用客がよく利用しているのだ。広大たちもプールを出ると、そこでアイスクリームを買い、帰き途とに就ついた所だった。

「そういえば、あそこ何の工事してるんだろうな」

　広大がそう言うのは、北綾グラウンドの一角。野球場とテニスコートの間にある、かなり広い区域で行われている工事の事だ。周囲に張はり巡めぐらされたフェンスの上からは、何やら妙みようなデザインの建築物が覗のぞいている。それは派手な塗と装そうがされた幾き何か学がく的てきな建物で、ＳＦ映画や特とく撮さつ番組に出てきそうなデザインだ。

「なんか映画のセットだって噂うわさよ。ネットでも話題になってるし、さっき店のおばさんからも聞いたわ。なんでもセット組むのが遅おくれていて、一週間程度で突とつ貫かん撮さつ影えいしなきゃならないんだって」

「ふ～～ん、公共のグラウンドで映画撮さつ影えいねえ」

「おばさんが言っていたけど、昔、水元公園でも映画のセットが組まれたんだって。その時と同じようなものでしょ」

　水元公園とは足立区の隣となり、葛かつ飾しか区くにある公園である。恵子の言う通り、以前そこで時代劇映画の大型セットが組まれた事があるのだ。恵子がそう教えてくれたものの、広大はそれ以上はさしたる興味を持たなかった。

　一方あーちゃんの出現でいささか気分を害していたティセだったが、オレンジのアイスバーを買ってすっかり機き嫌げんを直したようだ。

「プールの帰りに食べるアイスは素晴らしいものですね」

　何やらすっかり普ふ通つうの高校生のような事を言っている。

「そうだな」

　アイスチョコモナカをかじる広大はティセに肯うなずくが他にも気になる事がある。眼鏡を直して、上空を見上げる広大の視線を追った恵子とアイシャも、それには気付いていた。

「今日、誰か有名人の出入りでもあったのかしら？」

　ソーダ味のアイスバーをかじりながら、恵子は空を見上げて言った。その先には数機のヘリコプター。先程から忙せわしなく上空を旋せん回かいしている。綾瀬のすぐ近く葛飾区小こ菅すげには東京拘こう置ち所しよがあり、世間で話題になった事件の容疑者が出入りする際には、取材のヘリが押し寄せる事が珍しくない。

「それにしては二、三日前からずっとだぜ」

　広大は首を傾かしげる。

「そうですわね。ＴＶや新聞でもそれらしいニュースは取り上げていませんし……」

　小豆抹まつ茶ちやバーを手にしたアイシャが首を傾げた。確かにアイシャの言う通り、ＴＶ、新聞、インターネットでも大物容疑者が東京拘置所に出入りしたというニュースは流れていない。それにヘリが飛んでいるのは、東京拘置所上空というわけでもない。

　足立区綾瀬を中心としてかなり広い範はん囲いを飛び回っているらしいのだ。

「拘置所じゃないのかな？」

　広大の言葉に恵子は何か思い出したようだ。ハッとして言った。

「あ、そういえば何か事件でもあったんじゃないの？　綾瀬や北綾瀬の駅前でＴＶが取材に来ていたって、友達からメールあったわよ」

「ＴＶ局か」

「うん、それも外国のＴＶ局らしいんだって。レポーターが外国人だったんだってさ」

　恵子は何でもないように言うが、広大は引っかかるところがある。

「さっきのあーちゃんて子、外国人らしいよなあ。また誰かが何か企たくらんでいるんじゃないのか？」

「注意しておいた方がいいですわね」

　アイシャも肯きそう答えた。

「映画の関係者じゃないの？　タレントっていうほど美人じゃなかったけど。エキストラかも知れないし」

「明日、登校日だし、念ねんの為ため、王子さま先生に報告しておくかな。まぁ、向こうから何か言ってくるかも知れないけど。ティセも一応……」

　そう言いかけた広大がティセへと視線を戻もどそうとした時だ。すぐ横を歩きながらオレンジのアイスバーを食べていたティセの姿が見えない。

「ティセ？」

「ティセさま!?」

　広大たちが慌あわてて見回すと、ティセは少し後ろにいた。北綾グラウンドから広大の家まで、徒歩で帰るには途と中ちゆうで公団住宅の敷しき地ちを抜ぬけていく事になる。公団住宅の敷地には生いけ垣がきと芝しば生ふが植えられており、職員たちが伸のびすぎた芝や枝、雑草を刈かろうと、ちょうど電動ノコギリを準備していた所のようだ。

　ティセは何を考えているのか、その電動ノコギリをじーっと無言のまま見つめているのである。無言で電動ノコギリを見つめる金きん髪ぱつ碧へき眼がん、オレンジのアイスバーを手にした少女に、公団住宅の職員もいささか当とう惑わく気味だ。

「あの、お嬢じようちゃん。危ないよ」

　そう言われてもティセの耳に入っている様子はない。ただチェーンソー式の電動ノコギリを見つめるだけ。

「どうした、ティセ？」

　広大が歩み寄ると、ティセは眉まゆをひそめてチェーンソーを見つめている事が分かる。余り感情を表に出す事のないティセだが、こういう表情をする時はかなりの不快感を持っていると見てよい。広大の声にも気付いていないようだ。

　そしてティセはやにわに両手を激しくぱたぱたさせ始めたのだ。突とつ然ぜんの奇き妙みような動作に、職員たちも驚おどろいて数歩、後退ったほどだ。

「おい、ティセ。落ち着け、落ち着け。威い嚇かくするんじゃない」

　そう言う広大の手が肩かたにかかって、ようやくティセは我に返ったようだ。両手をぱたんと下ろすと広大の方を見上げる。そしてしばし小首を傾げ何事か考え込む。そこで手にしたオレンジのアイスバーの存在を思い出したようで、それを口元に運びながらようやく答えた。

「落ち着きました」

　そして広大に促うながされて恵子とアイシャの所へと戻る。職員たちは怪け訝げんな顔でティセを見送っていたが、苦笑しながら剪せん定てい作業に取りかかった。

　モーターの動作音を立て、回り始めるチェーンソーを肩ごしに一いち瞥べつしたティセは、広大の方に顔を向け、空いた手を差さし伸べるようにして言う。

「チェーンソーは敵です」

「敵か」

　さして深く考えもせずに広大は鸚おう鵡む返しにそう答えた。

「そうです。敵です。チェーンソーは具体的に敵です」

　ティセはそう言うと溶とけかけたオレンジのアイスバーをまた口元に運んだ。




「あ、あのお客さん。プールに入らなくても、着がえていただきませんと……」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。すぐ済むから」

　追いかけてきた公営プールの職員にヒュージンはそう答えた。しかし職員はまだ食い下がる。

「一応、こちらにも規則というものがありますので……」

「意外と堅かたい事言うねえ、君」
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　そう言うとヒュージンは白衣の下に着ているワイシャツのポケットから、そのカードを出した。どうやら何かのＩＤカードのようだ。それを確認した職員は、ハッとして引き下がり慌てて頭を下げる。

「これは失礼しました」

「いや、謝る程の事じゃないから。それじゃ、少しお邪じや魔まさせてもらいますよ」

　そう言うとヒュージンは白衣のまま、男子用更こう衣い室しつから出ると、プールサイドに立つ。

「お～～い、アーネチカ」

　どうにも締しまらない口調でそう声を掛かける。当のアーネチカは狭せまいと文句を言った公営プールで、ばしゃばしゃと水を蹴け立たてて犬かきで泳いでいるところだ。

「お、どうしたヒュージン。それに私の事はあーちゃんと呼べと言ってるだろう！」

「すまんね。アーネチカ。だけど僕らはそう言うのは苦手だと言ってるだろう？」

　プールサイドにしゃがみ込むヒュージンへと泳ぎ寄りながら、あーちゃんことアーネチカ・シギイワートは反論する。

「あーちゃんは愛あい称しようだ、敬けい称しようではないぞ」

「まぁそれはそうだけどね。まぁ僕らの中でも、愛称は問題ないという個体もいるみたいだし……」

　そして少し声を潜ひそめてヒュージンは尋たずねる。

「それでどうだった？　女王クイーン陛下とは謁えつ見けんできたかい」

「おお、会えた会えた！　報告書で見た通り、なんかセキセイインコというかカナリアというか、愛あい玩がん鳥類ぽかったぞ!!」

「ははは、そりゃ結構」

　ヒュージンは笑いながら、親指を立て頭上へ向ける。

「だけどあそこの連中をけしかけた奴やつらも活発に動いてるみたいだよ。僕らも急がないといけないな」

「うむ、そうだな」

　アーネチカはプールから上がると、濡ぬれたスクール水着の上に放り出しておいた白衣をまとう。

「公共の金で秘密基地と地下研究所を建設！　科学者としてこれに勝まさるものがあるだろうか。いや、ない!!　これぞ、まさに科学者冥みよう利りにつきるというものさね!!　はははは！」

　白衣の裾すそを引きずりながら更衣室へ向かうアーネチカに、ヒュージンはわざとらしく大きな声を上げて言った。

「僕は先にセットの方で待ってるよ。近いうちに撮さつ影えいに入らなければならないからね」

　そう言っておけばプールに残ってる利用客たちも、アーネチカとヒュージンは映画撮影関係者で、今の会話もその内容に関するものと納得してくれるだろう。問題はヒュージンはともかく、アーネチカがどうみても科学者というキャラクターではない事だろうか。

　しかし事実は映画よりも奇きなり。

　アーネチカ・シギイワートは本物の科学者なのである。それも現在の人類社会屈くつ指しの天才と言われるほどなのだ。
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《ＰＨＡＳＥ―０３：０１　天才～Genius～》







　目に見えぬ巨きよ人じんの腕うでに掴つかまれたように大おお鎌がまが宙を斬きる。次の瞬しゆん間かん、そのｂｉｏクラフトは真ん中から一刀両断に切きり裂さかれ、見る間に光の粒りゆう子しとなって真空へと消えていった。

　しかし大鎌の姿をしたｂｉｏクラフト『トランクルナイト』の制御コントロールデッキに立つ彼女は不満だった。

「また偽にせ物もの……」

　そうつぶやく。外部の光景を立体的に映し出すモニターでは、一見したところポーン級と見えるｂｉｏクラフトが消えていく光景が映し出されていた。しかしｂｉｏクラフトに特有の装備である、船首の巨きよ大だいなドリルだけが後に残ったのだ。つまりドリルは偽物。そしてそれを装備していたｂｉｏクラフトも同様に偽物という事になる。

「これで三隻せき目」

　接続シートに着いたティオもさすがに嘆たん息そくする。

「偶ぐう然ぜんとは思えないわね、桜さくら子こ。誰かが裏で糸を引いているんじゃないの？」

「そうね。何か策を考えないと」

　逢おう瀬せ桜子は胸中の苛いら立だちを隠かくしてそう答えた。

　ティオと桜子は、まだ不良ｂｉｏパートナー狩がりを続けていた。しかしこのところ、どうも雲行きが怪あやしくなってきたのだ。

　これまではテレビや新聞、インターネットで公表されているニュースから、行動に問題のあるｂｉｏパートナーを見つけ出し、その立ち回り先を調べていたのだが、最近、思うように情報が入手できなくなってきたのだ。桜子とティオのやっている事が知しれ渡わたるようになり、後ろ暗い所のあるｂｉｏパートナーたちが、自らの個人情報の流出に注意するようになってきたらしい。初夏の頃ころ、人類との共生に反対するｂｉｏクラフトの一派アミークスに所属する『サーフェスクラウド』が、桜子たちを騙かたった事も影えい響きようしてるのだろう。

　それだけではない。

　この数週間というもの、ようやく尻尾しつぽを掴つかんだと思ったｂｉｏパートナーと、その契けい約やくｂｉｏクラフトを追いかけてみたら、偽物という事が相次いでいたのだ。

　それが今回で三回目。補助オーグメントクラフトにドリルを取り付けて、ｂｉｏクラフトに偽ぎ装そうさせるなど、そうたやすくできるはずもない。裏にはアミークスなり、地球人類の共生反対派ＨＥＬＬＯなりが潜ひそんでいると見てよい。

　一人、いやティオとの二人でやるのはこの辺が限界だろうか……。

　桜子はティオに悟さとられぬように唇くちびるを噛かむ。挑ちよう発はつ的てきな行動を取れば、向こうから来る。そうしたら返り討ちにしてやればいい。そう考えていた桜子だが、生あい憎にくと大人はそう簡単に挑発には乗ってくれないというわけなのか。

　今のまま一人で行動しているのは良くないと思う。

　そんな言葉が桜子の脳裏に浮うかび上がる。誰の言葉だろうと考え、広こう大だいのものと思い出した途と端たん、桜子は長い髪かみを振ふりその記き憶おくを意識から追い出した。

　ティオは振り返りそんな桜子を不思議そうに見ていたが、突とつ然ぜん、何か気付いたように前へ向き直る。

「何か、近づいてきているわ」

　ここは北アフリカ。リビアとチャドの国境付近にあるチベスチ高原の辺り。時刻はまもなく正午。北アフリカの強い陽射しに照らし出された大鎌が、大地にくっきりと濃こい影かげを落とすさまは超現実シユールレアリスム的としかいいようがない。

　国境付近だ。リビアやチャドの軍隊という事も考えられる。現在、量子ブラインドは展開しておらず、目視やレーダーでも発見できる状態だ。しかし接近してくるものは、地球人類でも、その手になるテクノロジーでもなかった。

　陽炎かげろうのように浮かび上がってきたのはｂｉｏクラフトだ。接近しつつ量子ブラインドを解除したのだろう。三本衝角ドリルのナイト級。それも特とく徴ちよう的てきな深紅のボディを持つもの。桜子はそれに見覚えがあった。しかし先に声を上げたのはティオの方だった。

「オネストホワールウィンド？」

「知ってるの？」

　桜子に問われてティオは答える。

「ええ、三本衝角は純然たる戦せん闘とう用が多いけど、その中でも特に腕が立つ奴やつね。ここしばらく姿を消していたみたいだけど……」

「私が『スティープスロープ』を追っていた時、アイルランドで邪じや魔ましてきたのは、あの赤い奴よ」

「本当？」

　ティオは少なからず驚おどろいたようだ。振り返り金色の瞳ひとみを瞠みはってそう言ってきた。

「でもそうなるとちょっとやっかいね……」

「随ずい分ぶんと弱気なのね」

　桜子はティオの意外な反応にそう声を掛かける。

「宇宙ならともかく、地球上だと人間を巻き込むわけにはいかないでしょう？　私が本気出すと、アフリカの北半分くらい簡単になくなっちゃうのは分かってるじゃないの」

　冗じよう談だんめかしてティオは答えるが、言っている事が本当だというのは桜子も十分に承知している。

　接続シートを介かいしてｂｉｏクラフトをコントロール中、ホロン体であるティオの周囲には光のラインが宙へと走っている。その光のラインの一本が、一いつ瞬しゆん、明めい滅めつすると同時にティオはまた前へ向き直ると言った。

「ちょっと待って、何か言ってきてるわ。……降りてこいって」

「降りてこい？　地上へ？」

　周囲は北アフリカの高原だ。辺りにはまったくといっていいほど人気がない。量子ブラインドもある為ため、誰かに見つけられるという事は考えにくいが、強きよう烈れつな陽射しを考えると逡しゆん巡じゆんしてしまう。

「話がある。すぐ済むって言ってるけど……。どうするの？　無視してもいいんだけど」

　ティオがそう言っている間に、深紅のナイト級は光に包まれ折りたたまれていくように小さくなっていく。光は小さくまとまりながら地上へと向かい、完全に消えると同時にそこにはサテライトを手にした人の姿が現れた。ｂｉｏクラフト形態のボディと同様、深紅の色をしたマントを身に纏まとった姿。

　オネストホワールウィンド。そのホロン体だ。

　挑発している。誘さそっているのだ。桜子はそう考える。ｂｉｏクラフト形態ではなく、ホロン体で姿を現せば、桜子も無視して去る事はあるまいと察しているのだ。

「いいでしょう。聞くだけは、聞いてあげましょう」

　ティオは桜子のその言葉に『トランクルナイト』を降下させた。




　オネストホワールウィンドの目前で、降下してきた『トランクルナイト』が光に包まれ徐じよ々じよに小さくなっていく。そして光が地上に降りると同時に、その中から二人の人ひと影かげが現れる。セーラー服に大おお鎌がまを携たずさえた少女、逢瀬桜子とその契けい約やくｂｉｏクラフト、貴族階層パトリシヤンに属するトランクルナイトのホロン体だ。

　周囲は砂さ礫れきの高原。空気が薄うすく湿しつ度どが低い事、そして微び風ふうがそよいでいる為か、それほど暑さは感じない。ただ天頂に掛かろうとしている太陽からの光が、まるで肌はだに突つき刺ささらんとしているかのように強烈だ。

　桜子は一時、恨うらめしげに空を見上げたものの、すぐさま視線を戻もどして、正面からオネストホワールウィンドに歩み寄る。

「まず……」

　桜子は足を止めて口を開く。

「あなたのお名前をお聞かせ願えませんか？」

　無論、ティオから教えられて名前は知っている。知っていて桜子は敢あえて尋たずねたのだ。しかし今回もオネストホワールウィンドの答えは同じだった。

「それは、またいずれ」

　そう答えてから、オネストホワールウィンドは口元を隠かくしていた緋ひ色いろの布を下げる。その下からは薄いがよく整った形の唇くちびるが現れた。そしてオネストホワールウィンドは改めて言った。

「私は持って回った言い回しというのは余り得意ではない。単刀直入に言わせて貰もらう。我らの仲間になっていただきたい」

「仲間？」

　桜子よりも先に、後ろにいたティオが口を開く。

「冗談じゃないわ。私は桜子との契約を解除するつもりはないわよ」

「契約を解除しろとは言いません。我が女王よ」

　オネストホワールウィンドはティオから桜子へと視線を戻して続ける。

「よろしければ、そこのｂｉｏパートナー共々、我々の仲間、同志となっていただきたい」

「あなた方は地球人とｂｉｏクラフトの共生関係に反対しているのでしょう？　それに地球人が加わるのは矛む盾じゆんしてるんじゃないの？」

　桜子の指し摘てきにもオネストホワールウィンドは動じる気配すらない。

「地球人の間にもｂｉｏクラフトとの共生に反対する勢力がいるのはご存じでしょう。我々と彼らは利害が一いつ致ちする。結果、我らの同志にも地球人がいるわけです。あなたが仲間になっても何ら問題はない」

　オネストホワールウィンドのその答えに桜子は皮肉な笑みを浮うかべる。

「敵の敵は味方というわけ？　でもその結果、あなた方も地球人と協力しているのでは世話がないわね」

「そろそろ時間にも余よ裕ゆうが無くなってきたのでね。説得しているよりは、単刀直入に言ってみてはどうかと思った次第だ」

「それで偽にせ物ものを用意してまで、私たちをおびき寄せたというわけね」

　桜子は肩かたごしに、砂礫の上に転がる偽ｂｉｏクラフトのドリルを一いち瞥べつする。

「こうでもしないと話をするチャンスがないのでね。これまでの二回は、あなた方を必要以上に警けい戒かいさせない為だった」

　オネストホワールウィンドはそう答えた。桜子は『そろそろ時間にも余裕がない』という言い回しが気にかかっていたが、今すぐにそれに言げん及きゆうすると、オネストホワールウィンドの思うつぼと思い、敢えて看過していた。しかしティオは思い当たる節があるようだ。桜子が一瞥してみると、ハッとして表情を強張らせていた。

「あなた方も我らと同様、現在のｂｉｏクラフトと地球人との関係を好ましくないと思っているようだ。ならば我らの仲間になってみてはどうだ？　二人だけではそろそろ限界ではないのか」

　桜子が視線を送っている事に気付いたようだ。ティオは桜子へ向かって小さく肯うなずき返し、オネストホワールウィンドに向き直ると答える。

「嫌いやよ」

　厳しい調子で言った。

「誰があなたたちみたいな、正体も目的も分からない連中と組むものですか。私はただイモータルヌーンのやってる事が気にくわないだけ」

　そして自分自身に言い聞かせるようにティオはさらにひと言付け加えた。

「そうよ。気にくわないだけ……。それだけよ」

「ティオがそう言うのなら、私も同じよ。私はティオの願いを叶かなえる。それだけ」

　桜子はオネストホワールウィンドの方へ大おお鎌がまのサテライトをかざして言った。

「私もあなた方は信用できない。手の内をみせず、人を謀たばかろうとする事ばかり考えて……。それで仲間になれ？　冗じよう談だんじゃないわね」

　二人の答えにオネストホワールウィンドは薄うすく笑う。

「所しよ詮せんは、子供が自分の自由にならぬ事に苛いら立だっているだけという事か」

「な……」

　反論しようとするティオを遮さえぎり桜子は言った。

「そう思うのならば、そう思ってくれても構わないわ。だからこれ以上、私たちにまとわりつかないで」

「しかし不思議だな。君のその口調では、まるで我らの他に信用できる相手がいるかのようではないか」

「それは……」

　オネストホワールウィンドの指摘に桜子は、言葉に詰つまりそして唇を噛かむ。信用できる人間などいない。信用できるのは、自分とティオだけ。そう考えていた。

「でも……」

　戸と惑まどいが口を衝ついて出る。それが隙すきになった。オネストホワールウィンドのサテライトが空を舞まい、突きつけられていた大鎌を打うち払はらう。

「く……！」

　緋ひ色いろのマントを翻ひるがえして、距きよ離りを取るオネストホワールウィンドを追いかけようとする桜子だが、時すでに遅おそかった。

　オネストホワールウィンドのホロン体は光に包まれ、そして上空へと昇のぼっていく。緋色のマントを再び口元まで引き上げるとオネストホワールウィンドは桜子へ向かって言った。

「君は本当に、今のやり方がトランクルナイトの願いを叶える事だと思っているのか？」

「何を一体……！」

　砂さ礫れきを蹴けって駆かけ寄よりながら桜子は、上じよう昇しようしていくオネストホワールウィンドを見上げる。

「トランクルナイトの本当の願いが、君には分かっている。君だから分かってるんじゃないのか。どうだ……？」

　そして光の中から深紅のｂｉｏクラフトが現れる。

　あなたは……！

　桜子は声に出さぬまま、高度を上げていく『オネストホワールウィンド』へ叫さけんでいた。

　あなたは一体、誰の味方なの!!　一体、何を伝えに私の前に現れたの！

「気にする事はないわよ……」

　桜子の隣となりに来たティオがそう言う。どうやらオネストホワールウィンドを取とり逃にがした事を桜子が悔くいていると思ったようだ。

「どうせまた突っかかってくるわ」

「そうね。私たちも戻もどりましょう」

　すでに『オネストホワールウィンド』の姿は見えなくなっていた。桜子は日本へ戻る前に、その名を聞いた時、ふと思い至った事をティオに確認する。

「ねえ、ティオ。あの男、オネストホワールウィンドと言っていたけど、あなたのお姉さん……。ティセと一いつ緒しよにいる、あのナイトの娘むすめと何か関係有るの？」

「アイシャの事？」

　ティオは怪け訝げんな顔をしてみせる。

「ええ、ノーブルウィンドだったでしょう。あなたとお姉さんたちが朝、昼、夕、晩と名前に統一性があるものだから、ちょっと気になって。あ、別に言いたくないなら構わないわ」

　姉たちの事を引き合いに出されてティオがむくれるかと思った桜子だが、思いの外、素直に答えてくれた。

「いいのよ、それくらい。オネストホワールウィンドとノーブルウィンドは、別に兄妹というわけじゃないけど、まぁ近しい関係ね。親しん戚せきっていうのかしら。それでなくても彼らは、私たち貴族パトリシヤン直属の護衛みたいな役割だから」

「そう。道理で似てると思ったわ」

　癪しやくに障るところもね……。

　桜子は心中でそう付け加えた。




「確かに東京都の北東部での、ｂｉｏクラフトの目もく撃げき報告は、今年の春より顕けん著ちよです」

「ＵＮｂＡＲは否定する声明を出しましたが、ＨＥＬＬＯのスポークスマンは考こう慮りよに値しないとコメントしております」

「東京都北東部のこの一帯は、主に住宅地です。ベッドタウンと言うほどではありませんが、人口密度もそれなりにあり、ｂｉｏクラフトが頻ひん繁ぱんに目撃されているとなると、住民に契けい約やくパートナーが居るはずですが、今のところそれは確認されていません」

「目撃されたｂｉｏクラフトの一部は、これまでにない形状とされており、予かねてから存在が知られていながら、実際に観測された事のない貴族階層パトリシヤンとも推測されています」

　英語、スペイン語、中国語、フランス語。それぞれのアナウンスに日本語の同時通訳が被かぶって流れてくる。キャスターの背後に映る光景のほとんどは、広大たちには見慣れたもの。東京都足立区綾瀬とその近辺だ。

「うわ、学校だ」

　恵けい子こが思わず声を上げる。そこに映ってるのは確かに広大たちが今居る学校、私立しょうぶ沼ぬま高校だ。テロップを見るとフランスのテレビ局制作のニュース番組である。

「おいおい、下しも条じようは何をやってるんだ」

　レポーターの後ろに映る、しょうぶ沼高校の校門前では、学校の生徒たちが集まり、手を振ふったり、ピースサインを送ったりしている。その中でも一際目立つのが、下条藍あお留るである。大きく手を振り、ポーズを取るなどしてさかんにアピールしている。何しろ性格さえ置いておけば、なかなか美人だ。カメラマンも微び妙みようにアングルをずらして中央に藍留を持ってこようとしているようにも思える。

「やったー、藍あお。これでフランスデビューじゃん」

「してない、してない」

　広大が呆あきれたようにそう言う側から、今度はアイシャが悲鳴のような声を上げる。

「ちょ、ちょっと！　何をしているんですか、あの人は!!」

　アイシャが見ているのは別のモニター。そこでは世界的に有名なニュース専門テレビ局の映像が流れている。映ってるのはコンビニエンスストア。それも広大の家と学校の間にある店だ。コンビニの前に立ち、レポートを続けるキャスターの後ろでは、ちょうどゴミを出していたクイックストーンが映っていた。ゴミを出し終えてからようやくレポーターの存在に気付いたようで、クイックストーンはカメラのすぐ側まで歩み寄ってきて画面をのぞき込む。

　レポーターはさっと身を躱してカメラマンと共に闖ちん入にゆう者しやを画面外へ排はい除じよしようとする。しかしクイックストーンも間かん髪はつをいれずにそれを追いかける。しばしクイックストーンとレポーター、カメラマンの無言の、しかし熱い闘いが繰くり広げられていたが、敵わないと見て取ったか、画面はスタジオのものへと変わった。

「まったくなにやってんだ、おい……」

　広大が呆れるのも無理はない。クイックストーンはｂｉｏクラフトという素性を隠かくしてコンビニでバイト中なのだ。しばらく前から地球には来ていたクイックストーンだから、今のニュース映像を見て、その正体に気付く人間がいてもおかしくはない。

「テレビに出るとうれしいのですか？」

　小首を傾かしげてティセは広大にそう尋たずねた。

「う～～ん、まぁケースバイケースかな。でも今回みたいなのはあんまりうれしくない」

　プールであーちゃんと名乗る謎なぞのスク水白衣少女と会った翌日。登校日の広大たちは、あーちゃんの報告をする前に、内うち山やま田だから視し聴ちよう覚かく準備室へ来るように言われたのだ。

　ＵＮｂＡＲから派は遣けんされている内山田の、実質的な執しつ務む室しつになってる視聴覚準備室に入るなり見せられたのが、今の録画映像だったのだ。

「あはははは、困ったもんだね」

　あまり困ったようには見えない笑いを浮うかべ、王子さま先生こと内山田王おう司じは、さらに手にした新聞数部を机の上へ放り出す。新聞はいずれも外国語のもの。記事に足立区綾瀬周辺の写真が掲けい載さいされていた。

「ティセさま達の事が知られたんでしょうか？」

　アイシャは手近の新聞を取り上げ、それに目を通しながらそうつぶやく。英字新聞だ。翻ほん訳やく業ぎようをしている母の影えい響きようもあり、広大もおおよその意味くらいは読み取る事が出来た。

「目撃されたｂｉｏクラフトは、明らかにこれまでのものとは異なる物。しかしこの地区での、ｂｉｏパートナーの存在は公式には報告されていない」

　記事にはそうある。英語以外の新聞でどう書かれているのかは分からないが、ＴＶのニュース番組から察してだいたい同じような内容だろう。

「グロリアスドーンや他の女王クイーンが、東京都足立区綾瀬近辺にいる事が知られたわけじゃないようだ。少なくともＵＮｂＡＲはそう考えている」

「じゃあどうして？」

　尋ねる広大に内山田は答えた。

「トランクルナイトとそのｂｉｏパートナーのおかげで、彼女たちが東京周辺に潜ひそんでいるのはちょっと頭を働かせれば分かるからね。そこに来て、あのお姫ひめさまの騒そう動どうだ。注目を集める事になっても当然だな」

　内山田がお姫さまというのは、夏休み直前にしょうぶ沼高校の校庭に、文字通りに降ってきた自じ称しようｂｉｏクラフトの姫、ラヴィー・スプレンディッドペンデュラムの事だ。

「まぁ当のお姫さまは、この騒さわぎを嫌きらってか、最近学校の近くには顔を出してないみたいだけどね」

「でもおかしいとは思いませんか？　いきなりマスコミが、こんなに興味を示すなんて」

「そうだな。それもまず海外のマスコミってのが引っかかる」

　広大もアイシャの指し摘てきに肯うなずいた。

「裏でマスコミに圧力を掛かけた連中がいたらしいんだ。要するにいぶり出そうとしているんだ。グロリアスドーンたちをね」

　にやりと笑い内山田はそう教えてくれた。

「なるほど。ＨＥＬＬＯ辺りですかね」

　広大は天てん井じようを見上げながらぼやく。

「この前から飛び回ってるヘリもそういうわけか」

「困りましたね」

　ティセが広大に手を差さし伸のべるようにして言う。

「ヘリコプターが沢たく山さん飛んでいると困ります」

「そうですわね」

　アイシャは新聞を戻もどしてティセに肯き返す。

「うかつにｂｉｏクラフト形態を取れません。量子ブラインドを展開すれば発見される事は有りませんが、逆に言うと向こうからこちらが見えないので、衝しよう突とつする恐おそれがあります」

「そうなんだよ」

　にやにやとどこか人を小こ馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべながら内山田は言う。

「でもＵＮｂＡＲもそれについては対策を取っていた。まぁこんな早く動く事になるのは、予想外だったけど、夏休み前に決着を付けないと、学校の授業にも差し障りがある」

「まぁ確かにこれが毎日じゃ授業になりませんからねえ」

　録画されたニュース映像や新聞に掲載されたしょうぶ沼ぬま高校とその生徒たちの姿に、広大もさすがにうんざりとした顔だ。

「そんなわけでだ！」

　いきなり内山田は声を張り上げる。

「君たちに紹介しておきたい人がいる」

　思わず、ゲッと言い出しそうになるのを広大はようやくこらえた。

　まさか……。横を見るとやはりげんなりした顔の恵子とアイシャがいた。一方、ティセは例によって退たい屈くつそうに両手をぱたぱたさせているだけ。

「先生どうぞ！」

　用心棒を呼ぶ時代劇の小悪党のように内山田はそう言うと、視聴覚準備室と視聴覚室を繋つなぐドアを開く。次の瞬しゆん間かん、ぽんと気の抜ぬけたクラッカーのような音が響ひびくと、五色の煙けむりが広がった。

「わはははははははははは、は、げほん、げほん……」

　煙の向こうから聞えてくる少女の高笑い、そして煙を吸ってむせる咳せき。それには確かに聞き覚えがある。

「天が呼ぶ、地が呼ぶ、人が呼ぶ。ついでに愛あい玩がん鳥類も呼ぶ!!」

　その勝手な口上に抗こう議ぎするようにティセは一際激しく両手をぱたぱたさせた。

「天才科学者アーネチカ・シギイワートこと、あーちゃん司令!!　降臨!!　……満を持して！」

　白衣の裾すそを翻ひるがえして、内山田の机の上に仁王立ちになったのは、案の定、昨日のおかしな少女。あーちゃんであった。あーちゃんは白衣の下に着たタンクトップの胸元を指さして高らかに宣言する。

「諸君、私がＵＮｂＡＲ本部より派は遣けんされた、ｂｉｏクラフト戦隊の新リーダーあーちゃん司令だ!!」

「一応、誤解のないように解説しておくと、彼女がＵＮｂＡＲから派遣された今回の偽ぎ装そうプロジェクト責任者であり、新たに日本支局の科学主任として着任するアーネチカ・シギイワート博士だ」

　内山田が今のあーちゃんの口上をそう解説する。しかしわざわざ解説するという事は、内山田の説明は本当なのであろう。もっともそれはそれで信じがたい。なにしろあーちゃんはＵＮｂＡＲから派遣された科学者だと言うのである。

「博士～～？」

　広大はもちろん、恵子やアイシャも首を傾かしげる。一方ティセは身を乗り出すようにじっとあーちゃんを観察してるだけ。

　一いつ般ぱん的てきな博士のイメージに合がつ致ちしてるのは、せいぜい白衣くらいなもの。確かに世の中には天才少女というのもいるかも知れないが、そう考えても余りにもイメージが違ちがいすぎる。

「ええと……」

　思わず口ごもる広大を指さしてあーちゃんことアーネチカは声を上げた。

「あ～～、少年！　いま一いつ瞬しゆん『馬ば鹿かが来た』と思ったでしょう!!」

　図星である。しかしだからといって面と向かって認めるのもはばかられる。

「いやぁ～～」

「何がいやぁよ。私は……、ひゃ？」

　思わず目をそらす広大に詰つめ寄よろうとしたアーネチカだが、長すぎる白衣の裾を踏ふんでしまい、そのまま内山田の机の上から転げ落ちてしまった。

「……馬鹿が来たというよりは、馬鹿が増えたという感じですわね」

　うんざりとした顔でアイシャはそう言った。

「ははは、それは手厳しいね。ノーブルウィンド」

　少し甲かん高だかい男性の声がする。どうやらまだ誰かが視し聴ちよう覚かく室にいたようだ。ドアの方へ顔を向けると、ちょうど猫ねこ背ぜで長身の眼鏡を掛かけた男性が入ってくるところだった。アーネチカよりも彼の方がはるかに科学者らしい。
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「あなたは確か……」

　アイシャはその男性に見覚えがあるようだったが、内山田の方が先に口を開いた。

「シギイワート博士と契けい約やくしているｂｉｏクラフト『十一番目イレブンスコの良心ンシヤンス』だ」

　内山田の紹しよう介かいにそのｂｉｏクラフトは眼鏡を直してから自己紹介する。

「ご紹介に与あずかりました『イレブンスコンシャンス』です。クラスはビショップ。ヒュージンとおよび下さい」

「契約なされていたとは知りませんでした。イレブンスコンシャンス」

　イレブンスコンシャンスがアーネチカの契約ｂｉｏクラフトとして現れた事に、アイシャは驚おどろきを隠かくせないようだ。

「うん、まあね。ＵＮｂＡＲの国連事務局で会った時は、説明している時間もなかったし。あぁ、それからお互たがいホロン体のニックネームで呼ぶようにしようよ。色々と面めん倒どうだしね。君はアイシャだったね。ノーブルウィンド」

「あ、はい。それでは私も、ヒュージンとお呼びします」

　アイシャの言葉にヒュージンは満足げに肯うなずくと、ティセの方へ歩み寄る。ティセは相変わらずじっとアーネチカを観察していたが、ヒュージンが近づいてくるとようやく顔を上げた。

「そしてあなたが、女王クイーンのグロリアスドーンですね」

　そう言うヒュージンに抗こう議ぎするように、少し眉まゆをひそめて片手を差さし伸のべながらティセは言った。

「ティセ」

「これは失敬しました。我が女王よ。おそれおおい事ですが、これから人前ではティセと呼ばせていただきます。僕の事は遠えん慮りよ無くヒュージンとお呼び下さい」

　仰ぎよう々ぎようしい態度でティセに対して頭を垂れ、そういってからヒュージンは皆みなに向き直る。

「まぁかなり騒さわがしい性格ですが、アーネチカは正しよう真しん正しよう銘めいの科学者ですよ。それもｂｉｏクラフトに関する科学理論を正確に理解しているという点に関しては、僕の見立てでは地球人類の中で五本の指、いや一、二を争うと言っても過言ではありません」

「うむ、そうなんだよ」

　やにわに必要以上の真顔になり、芝しば居い掛かった態度でシリアスに深く肯くと内山田は言った。

「つまり紙一重という事だな」

　ことさらに紙一重を強調する内山田である。

「紙一重ですか」

　広大も思わず肯いてしまう。

「なるほど～～、紙一重なら分からないでもないわね」

「まぁ紙一重なら仕方有りませんわね」

　恵子とアイシャも思わず肯き合う。

「紙一重……」

　ティセはしばし首を傾かしげていたが、広大の服の裾すそを引っ張り尋たずねた。

「この場合の紙一重とは『馬鹿と何とかは紙一重』の紙一重ですか？」

「だから、馬鹿じゃないと言ってるだろう、馬鹿じゃないと!!」

　抗議するアーネチカから目をそらせて広大はティセに教えてやる。

「こういう場合は、馬鹿はごまかした方がいいと思うんだ。この前と同じく」

「分かりました」

　ティセは満足げに両手をぱたぱたさせる。

「それではこれからアーネチカが馬鹿という事はごまかします」

「だから馬鹿じゃない、馬鹿じゃない。天才なんだよ～～！」

　まるで駄だ々だをこねる子供のように、じたばたと手足を振ふり回して抗議するアーネチカを見ると、これが地球人類屈くつ指しの天才科学者とは誰にも思えぬのは確かであろう。
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《ＰＨＡＳＥ―０３：０２　電話～Telephone set～》







「♪ふんふ～～ん、ふ～～んふ～～ん」

　先程から鼻歌を唄うたいながら、ティルは上じよう機き嫌げんで絵を描かいている。静しず花かもそんなティルに慈いつくしみにあふれる視線を注ぎながら絵筆を走らせていた。

　学校外でも様々な習い事をしている静花だが、今日、描いているのは絵画教室の課題として提出する物。テーマは静物という事で、テーブルの上に置いた花か瓶びんとそれに生けた花を描いている。一方のティルは、ただ静花を真ま似ねてひまつぶしに絵を描いているだけ。ついこの前まで絵を描くという行こう為い自体、初めてだったティルだが、今では結構、楽しんでいるようだ。

　最初にティルが描いた絵は、派手に彩さい色しきされた図形とも記号とも付かぬものが、ごちゃごちゃと入り乱れていただけ。静花が花を描いてみろというと、そのごく一部分をやたら細密に描こうとしてみた事もあった。静花が手取り足取り教えてやり、ようやく絵らしいものになってきたが、それでもせいぜい幼よう稚ち園えん児なみのものだ。

　でも……。静花は思う。

　私の絵よりも、思いが込められている。

　以前、絵画教室の講師に来た女流画家に絵を見て貰もらった事がある。その画家は静花の絵を見てしばし沈ちん黙もくした後、ようやく口を開くとまずその技ぎ巧こうを誉ほめた。そして最後に付け加えたのだ。技術は申し分ない。あとはあなたが何を描きたいのかという事だけ。

　何気なく言っただけかも知れないが、静花にはその言葉は少なからずショックだった。

　何を描きたくて絵画を習い、絵筆を取っているのか。静花はその時まで、考えた事もなかったのだ。

　今もそう……。ただ言われたように絵筆を滑すべらせているだけ。ティルは楽しそうにクレパスや色いろ鉛えん筆ぴつを動かしているが、自分はちっとも楽しくない。ただティルと一いつ緒しよにいられるから絵を描いているだけなのだ。

　そうか、どうしよう……。

　その事を思い出して、静花は絵筆を動かす手を止める。

　今は夏休み中。普ふ段だんから最低限しか登校しない静花にしてみれば余り普段と変わらない。しかしアメリカンスクールに通っていると説明しているティルは別だ。

　夏休みだから、ティルは毎日のように上かみ温おん湯ゆ邸ていに通って来られる。

　静花はティルに上空から降りてくるのではなく、ちゃんと門から入るようにも言ってある。さらには最も寄より駅からのバスが、屋や敷しき近くの停留所に到とう着ちやくする時刻に合せて来るようにとも念を押おしてあるのだ。

　その気配りが幸いしてか、父や使用人の村むら井いたちは、今のところティルについて特に疑念は持っていないようだ。今日のようにリビングで絵を描いたり、あるいは花か壇だんで遊んだり、屋や敷しき内ないのプールで泳いだりも出来る。

　だが、それも夏休み中だけ。夏休み期間が終われば、ティルが特に学校に通っている様子のない事を不ふ審しんに思うかも知れない。

　それにティル自身の境きよう遇ぐうも何とかしてあげたい。静花はそうも考える。

　ティルは今、特に用事のない時は、ｂｉｏクラフト形態で上温湯邸の上空に待機している。量子ブラインドを展開しているとはいえ、何かの拍ひよう子しに別のｂｉｏクラフトに発見されないとも限らない。またｂｉｏクラフト形態で、中にいるティルに連れん絡らくを取るには、ｂｉｏカードを介かいするしかない。携けい帯たい電話ならいざ知らず、目もく撃げきされる可能性を考えると、そう頻ひん繁ぱんにｂｉｏカードを取り出すというわけにもいかない。

　それに何と言っても可か哀わい想そうだ。

　静花はそう思っている。

　ティルが望むように、一緒に学校に通う事は叶わなくとも、もう少し普ふ通つうの人間と同じような暮らしをさせてあげたい。一いつ般ぱんのｂｉｏクラフトは、契けい約やくすると、パートナーと同居するか或あるいはすぐ近くに、普通の家を借りて住む事が多いようだ。少なくとも静花が調べた範はん囲い内ないではそうなっている。

　自分と契約したばかりに、ティルに苦労を強いているのではないか。静花はそう考える事がある。

　誰かに相談できないだろうか……。再び絵筆を動かしながら静花は考えた。

　父は駄だ目めだ。村井も、力になってくれそうにない。じゃあ……。

　ふと静花の脳裏にある人の面差しが浮うかぶ。

　大おお空ぞら広こう大だい。

　その瞬しゆん間かん、静花は自分の頬ほおが灼やけるように熱くなるのを感じた。

　だ、だ、駄目よ。迷めい惑わくをかけちゃうもの……！

　慌あわてて頭を振ふって否定する。

　でも、他にｂｉｏクラフトの事で相談できる人なんていないし……。ティルのお姉さんと契約してるし……。あ、でも男の人と女性のｂｉｏクラフトの契約ってどういう感じなのかしら？　ネットで調べた限りじゃ、人間が恋こいする事はあっても、ｂｉｏクラフトは相手にしないという話だったけど……。ティルのお姉さん、ティセだったわよね。可愛かわいい人だったなぁ。

　そういえば、海の時、一緒にいたあの女の人。やっぱり大空さんの彼女なのかな。彼女なんだろうな。スタイル良かったし、明るかったし、美人だったし……。

　それに……。

　いつの間にか、思考が迷走している事に気付いて、静花は自己嫌けん悪おを感じた。

　駄目だ、私って……。

「どうしたの、静花？」

　静花の手が止まってるのを見て、ティルがそう声を掛かけてきた。

「ううん、何でもない。ちょっとのど渇かわいちゃったね。何か飲む？」

「うん、飲む飲む！　じゃあミルクね、メイプルシロップ沢たく山さん入れて!!」

　ぱっと顔を輝かがやかせてティルはそう言った。どうやらティルはメイプルシロップが大のお気に入りのようだ。最初はホットケーキにかけて出してやったのだが、今では何にでもメイプルシロップを入れたがる。お菓か子しはもちろん、飲み物もだ。ホットミルクやミルクティーにも砂糖の代わりにメイプルシロップを入れている。麦茶にまで入れようとした時は、さすがに静花が止めたほどだ。

「でも冷たいミルクだとメイプルシロップは溶とけないわよ？」

「ホットでいいよ。ホットミルク！」

　その返答にさすがに静花も辟へき易えきとする。空調の利いた屋敷の中はすごしやすいものの、一歩外へ出れば気温三十五度を越こす猛もう暑しよ日なのだ。

　しかしメイプルシロップ入りホットミルクを心待ちにしているティルの笑顔を見ると、静花も嫌いやとは言えなくなった。

「うん、分かった。ホットミルクね。メイプルシロップたっぷりで」

「わ～～い！」

　静花の答えにティルは諸手を上げ、全身で喜びを表した。それを見ていると静花もどこか幸せな気分になる。

「じゃあちょっと待っててね。用意してくる」

　インターフォンでキッチンに連絡すれば、飲み物くらいはすぐに用意してくれる。しかし静花は出来る限り、食事の準備は自分でやるようにしている。三食毎すべて自分一人でやるというのは無理だが、出来る限り手伝うようにしており、父もそれを奨しよう励れいしている。特に軽食や飲み物の準備は自分でやる事が多く、静花もそうする事が好きなのだ。

　リビングのドアに向かう静花は、その途と中ちゆうで、絵を描かく事に戻もどったティルの後ろを通った。椅い子すに座り、テーブルに置いた画用紙に向かっているティルは、背後に静花がいる事など忘れてしまったかのようだ。

　少し悪戯いたずら心を覚えた静花は、そっとティルの背後から描いてる絵をのぞき込む。今日はまだ描いてる絵を見せてくれないのだ。

　画用紙の上には鮮あざやかな色の乱らん舞ぶ。パッと見ると何を描いているのか分からず、その色しき彩さい感覚に混乱するだけだ。しかしティルが好むモチーフをよく知っている静花は、すぐに何が描かれているか分かる。

　お花畑だ。ティルは花や花壇を描く事が多い。

　色いろ鮮あざやかなお花畑では、四人の女の子が遊んでいた。

　あらあら……。

　その絵を見て静花は思わず頬が緩ゆるむ。

　オレンジ色の髪かみから察するに一人はティル自身。そして金きん髪ぱつの女の子の頭の上には、達筆とは言い難いが、絵には似つかわしくない程度に整った文字で『ティセおねーちゃん』と書いてあった。

　ティルは四人姉妹の三女。それは聞いている。するとティルは姉妹で、お花畑で遊んでいる絵を描いているのか。静花はそう思ったのだ。

　しかし黒くろ髪かみの女の子の上には『静花』と書いてある。お花畑で遊んでいる女の子は四人。すると姉妹の誰か一人が省かれている事になる。

　自分を描いてくれる事は素直にうれしい。しかし姉妹の一人を省いてまでとなると、正直、静花は複雑な心境だ。

　残り一人の女の子は、長いグレイの髪に黒っぽい服を着た女の子だ。

　ティルの姉のうち一人はティセ。そして一番上の姉については、ティルはいつも言葉を濁にごすが、名前の法則性や状じよう況きようから察して、ＵＮｂＡＲでｂｉｏクラフト側代表を務めているイモータルヌーンである事には間ま違ちがいない。

　しかしグレイの髪の女の子は、どうみてもＴＶニュースや新聞に掲けい載さいされるイモータルヌーンの姿とは似ても似つかない。

　やっぱりティルと一番上のお姉さんとの間には、何か問題があるのだろうか……。

　そう思うと緩んだ頬もまた硬かたくなる。

　そんな静花に気付かぬまま、ティルはグレイの髪の女の子の頭上へ名前を書き始めた。

　ティオ。

「え、ティオ？」

　偶然だろうか。聞き覚えのある名前に静花は思わず声を上げてしまった。それでようやくティルは、静花が後ろからのぞき見てる事に気付いたようだ。

「あ～～！」

　振ふり返り、静花が見ている事に気付いたティルは、慌あわてて絵を隠かくす。

「駄だ目め駄だ目め～～！　ちゃんと出来てからじゃないと駄目～～！」

　ティルの必死さに静花はまた笑ってしまう。

「ティルはまだ絵が下手だから、ちゃんと出来てからじゃないと見ちゃ駄目なんだもん!!」

　ぷうと頬ほおを膨ふくらませるティルに、静花は笑ってドアの方へ向かう。

「はいはい。それじゃ楽しみにしてるね」

　そう言いながら静花がドアノブに手を伸のばした時だ。短いメロディーが響ひびいた。

　テーブルに置いた静花の携けい帯たい電話だ。着信メロディーはメールが届いた事を伝える物。

　変だな……。静花は首を傾かしげながらテーブルの所へ戻り、携帯を取り上げる。

　静花の携帯には滅めつ多たにメールは来ない。せいぜい習い事の予定が急きゆう遽きよ、変へん更こうになった時くらい。父や村井たち使用人は、メールでなく、通話で連れん絡らくしてくる事がほとんどだ。

　メールアドレスを教えないわけではないのだが、メールをやりとりするような親しい友達などいない。それが現実なのだ。

　誰だろうと思い、携帯電話の液えき晶しよう画面に表示される差出人の名を見た瞬しゆん間かん、静花の思考は一瞬にして沸ふつ騰とうする。
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「ティ、ティ、ティル、ティル、ティル!!　あ、あの、メールくれたの、大空さんよ!!」

　うわずった声でそうティルに報告する。

「お姉ちゃんのパートナーの人？　本当!?」

　静花の所に駆かけ寄よりながらティルは言った。

「うん、そう。お姉さんのパートナーの人。えっと、その……。ティル、やっぱりお返事した方がいいかしら？」

　さすがのティルも、ようやく静花の様子がちょっと変だという事に気付いたらしい。小首を傾げてから忠告してやる。

「その前にメールを読んだ方がいいと思うよ」

「あ、そうよね。そうだわ……。何してるのかしら、私……」

　そして静花は一つ深呼吸をすると、携帯電話を操作してメールの本文を表示させる。それを目にした瞬間、静花は反射的に口を開いていた。

「あ、はい。上温湯静花です！」

「静花、メールに話しかけても聞こえないと思うよ。きっと」

　思わぬ静花の様子に、ティルも呆あきれるばかりだった。




「イモータルヌーンにも確認いたしました。確かにｂｉｏクラフト『イレブンスコンシャンス』とその契けい約やくパートナー、アーネチカ・シギイワートを、ＵＮｂＡＲ日本支局に派は遣けんしたそうです」

　広大の家の屋根にある物干し台に上ってくるとアイシャは言った。先程までＵＮｂＡＲ本部のイモータルヌーンに、今日の件を報告、確認していたのだ。

「本当はもうしばらく時間が欲しかったそうですが、今回の件で早く動かざるを得なくなったそうですわ」

「うん、まぁこれじゃあな」

　そう言って広大は恨うらめしげに空を見上げる。そこではまだ数機のヘリコプターが飛び回っている最中。夕方近くになっても、爆ばく音おんが上空から響いてくる有様だ。

　ヘリで上空から監かん視ししていればｂｉｏクラフトを発見できるわけでもないだろうに熱心な事である。もっともヘリで取材を行っているマスコミは数社に限られているわけではない。世界各国、無数のマスコミが入れ替かわり立ち替わり、取材を繰くり返しているのだ。

「放っておけば、そのうち飽あきて帰るんじゃないの？」

　やはり物干し台に上がり、上空を見上げていた恵けい子こがそう言った。

「まぁいずれはそうなるとは思うけど、それが一体いつなのかというのが問題だよな。王子さま先生じゃないけど、このまま新学期に入ると勉強どころじゃないぜ」

　携帯電話に目を落とした広大はそう嘆たん息そくする。

「興味を失ってくれても、それは一時しのぎですからね。根本的な解決にはなりません。イモータルヌーンは、彼らの興味を失わせる為ための策を、イレブンスコンシャンスとアーネチカが準備していると言っていましたわ」

「ろくな策じゃないような気がする……」

　再び上空を見上げながらうんざりとした口調で広大はぼやいた。

　学校から帰ってきた後、広大は念ねんの為インターネットでアーネチカの事を調べてみた。確かにアーネチカ・シギイワートなる科学者は実在した。

　父はアイルランド人、母は中央アジア系のロシア人。年ねん齢れいは今年十四歳さい。十二歳で大学を卒業して博士号も得ている。

　内うち山やま田だやヒュージンの言う通り、天才科学者なのは間ま違ちがいない。しかし調べれば調べるほど、その性格には問題ありという事も分かってきた。

　なにしろ画像検けん索さくをかけて一番先にヒットしたのが、特とく撮さつメカの巨きよ大だいな玩具おもちやを抱かかえてご満まん悦えつのアーネチカという図だったのである。どうやら五月末まつ頃ごろに来日。その足で秋葉原に直行、古い特撮ヒーローの玩具を買いあさり、レアものを手に入れて上じよう機き嫌げんという所だったらしい。

　プールでの言動で何となく想像はついていたが、アーネチカは現在、世界中に増ぞう殖しよく中の「ＯＴＡＫＵ」というもののようだ。それもアーネチカの場合は特撮ヒーロー物、特に古めの作品の大ファンらしい。アーネチカが抱えてた玩具も、二十数年前にオンエアされていた特撮ヒーロー番組に登場していたメカなのだ。

　広大は知らなかったが、来日した時は結構、話題にはなったようだ。しかしその後の足取りはつかめず、帰国したという情報も無かった事から察して、そのままＵＮｂＡＲ日本支局で偽ぎ装そうプロジェクトを進めていたのだろう。内山田が言うには、北綾グラウンドで行われている、映画セットの工事もその偽装プロジェクトに関係しているそうだ。

「まさに紙一重だもんねえ……」

　恵子は頻しきりに肯うなずきながらそう言った。

「そういえば広大、お二人とは連れん絡らくが取れましたの？」

　アイシャがそう尋たずねる。アーネチカから、ティセの二人の妹とそのパートナー、ティルと静花、ティオと桜さくら子ことも連絡を取り合い、一いつ緒しよに行動した方が良いと言われていたのだ。

「イモータルヌーンも心配されておいででした。今の状態では、個別に行動していると不測の事態もあり得ますからと」

「うん、まあね。静花ちゃんにはメールして置いた。昼は習い事が多いと言っていたからな。あと桜子ちゃんには、自宅の固定電話に掛かけたんだけど、居ないみたいだったからメッセージだけ入れておいた」

「あらぁ、静花ちゃんに桜子ちゃんだって♡　一体どこのギャルゲー主人公？」

「あのなぁ」

　妙みような事でからかう恵子に少し憮ぶ然ぜんとした顔を向ける広大だが、すぐに気を取り直して話を続ける。

「静花ちゃんは連絡くれるだろうけど、問題は桜子ちゃんとティオだなあ」

　広大は暮れかけた空を見上げた。そこではまだヘリの爆音が響ひびき渡わたっている。

「ていうか、私は桜子ちゃんという表現に違い和わ感かんがあるわね。あの子は桜子って呼び捨てか、せいぜい桜子さんとさん付けじゃないの。年下だけど」

「変な所に拘こだわりますのね、恵子は」

　アイシャは少し呆れてみせた。名前に敬けい称しようを付けたがらないｂｉｏクラフトにとっては、恵子の拘りは理解不能の概がい念ねんなのかも知れない。

「う～～ん、でもこの前のスイカ割りの時の話、兵ひよう衛えに言ったら驚おどろいていたぜ。なんか今年の正月くらいは、もっとつんけんしていてとりつく島もなかったらしいんだ」

「今でも充じゆう分ぶんつんけんしてると思うけど」

　笑う恵子に広大は重ねて強調する。

「だからもっと酷ひどかったんだってさ。剣けん道どう部ぶからも危うく除名される所だったらしいし」

「そうかも知れませんわね……」

　やにわにアイシャがつぶやいた。

「私、ティセさまの所へお邪じや魔まする直前に、あの人と会っていますが、確かにその時とは少しずつですが、雰ふん囲い気きが変わってきているようにも思います」

　そして少し黙もつ考こうしてからアイシャは付け加えた。

「トランクルナイトと契けい約やくした事が、あの人に良い影えい響きようを与あたえてくれていれば良いのですが……」

　トランクルナイト。ｂｉｏクラフト形態は大おお鎌がま。一番下の妹で、ホロン体での愛あい称しようはティオ。広大たちが知っているのはその程度。容姿もちらりと見た事があるだけ。そして何故か彼女はティセたちとは会いたがらない。いささかの誤解は有ったものの、ティルがティセを慕したっているのとは対照的だ。

「なぁ、アイシャ。そのトランクルナイト、ええとティオだっけ。その子はティセと会いたがっていないみたいだけど、何か理由は知ってる？」

　広大の問にアイシャは頭を振ふる。

「私も詳くわしい話は何も。噂うわさでは姉妹の間で少なからぬ諍いさかいがあったと耳にしてる程度です。ティセさまも、イモータルヌーンもその辺りの事情については余り話してくださいません」

「事情がわからないんじゃ、説得のしようがないなぁ」

　広大は再び空を仰あおいだ。

「あ、そういえば広大。ティセさまはどこですか？」

　物干し台にティセの姿がない事を気にしていたアイシャだが、話の流れから中々切り出せなかった。話題が途と切ぎれたのをこれ幸いとそう尋ねる。

「風ふ呂ろじゃないかな」

　ティセは風呂やシャワーが好きだ。暇ひまさえあれば浴室にいる。姿が見えない時は、十中八九、入浴中と言っても過言ではない。

「いけない、早く行かないと」

　そう言うとアイシャは慌あわてて物干し台の急な階段を下りようとする。そんなアイシャに向かって恵子は冷やかす。

「あらあら、ティセさまがお風呂に入ってると聞いて、慌ててどうするつもり？　お背中でも流すの？　さすがお世話係ね」

　恵子のその言葉にアイシャは本気になって言い返した。

「違ちがいます！　実はイモータルヌーンからの言付けがありまして……」

　そこでようやくアイシャは我に返り、階段の所から広大と恵子の近くへ戻もどると、声を潜ひそめて言った。

「偽ぎ装そうプロジェクトの根幹ですが、新型のダミーシェルの製作にあるとの事です。貴族パトリシヤンのｂｉｏクラフト形態は目立ちますので、これからは出来る限りダミーシェルを付けて行動して欲しいとのイモータルヌーンよりのご要望です」

　普ふ通つうのｂｉｏクラフトは一本から四本のドリルを装備している。しかしティセたち貴族パトリシヤンのｂｉｏクラフト形態は、剣けん、ハンマー、大鎌と武器の形をしているのだ。確かに目立つ事この上ない。

「ですがティセさまのダミーシェルは以前、撮さつ影えいされてＴＶでも流されているとの事ですので。今回の偽装プロジェクトで新たに用意するらしいんです」

　なるほど、確かにティセのダミーシェルは、地球に来たばかりの頃ころ、ＴＶ映像でも流されている。同じダミーシェルを付けていれば同一の個体と分かってしまうはずだ。そしてそれが未登録のｂｉｏクラフトで、足立区近辺に現れているとなると、かなり目標が絞しぼられてくる。

　もっとも広大はダミーシェルとやらを、どうやって作るのか想像も付かない。アイシャもそれは察しているのだろう、にっこりと微笑ほほえんで付け加えた。

「詳しい話はまた後ほど。私はティセさまにこのお話をして来ないといけませんので」

　そういうなり踵きびすを返してアイシャは急な階段を下りていく。

「けなげな忠犬ぶりねえ」

　皮肉るわけでもなく、どちらかというと呆あきれた様子で恵子は言った。

「お、返信だ」

　アイシャが階下へ下りると同時に広大の携けい帯たい電話からメールの着信メロディーが聞えてきた。メールを送ってきたのは、静花である。

「どれどれ。深窓のご令れい嬢じようはどんなメールを書くのかな？」

「暑いからひっつくなよ」

「なによ、うれしいくせに」

　恵子は広大に身体を密着させて携帯の液えき晶しよう画面をのぞき込む。

「ええと……。『謹つつしんでお受けいたします』……」

「……」

　その文面に広大も恵子も思わず固まる。そして先に口を開いたのは恵子の方だった。

「な、なによ、これは！　まるで告られた返事みたいじゃないの！　あんた一体なんてメールしたのよ！」

「待て、待て！　落ち着け、恵子！　俺は言われた事しかメールしてないってば！　見ろ、これを!!」

　そう言って広大は慌てて携帯を操作して静花に送信したメールの文面を表示させる。確かにそこには今回の偽装プロジェクトの簡単な説明と、明後日、北綾グラウンドの映画セット工事現場に来て欲しいという事しか書いてない。何か聞きたい事があれば、自分なり恵子なりに連れん絡らくして欲しいと付け加えてあるが、文面もごく事務的な物だ。

「静花ちゃんはお嬢じようさんなんだろ？　だからいつもみたいな丁てい寧ねいな言い方をしたら、こういう文面になっちゃっただけだろう」

「う～～ん……」

　広大のその釈しやく明めいに、一応、恵子は納得したのか引き下がった。しかしそれでもぶつぶつとつぶやいている。

「意外とあの子、舞まい上がるタイプなのかしら？　そうなると周囲に構わず暴走する事が多いから……」

「なに言ってるんだよ」

　広大は恵子にそう声を掛かけてからまた携帯を操作する。

「いまのアイシャの話も含ふくめて、もう一度、桜子ちゃんに電話入れておくか……」




「……なるほど」

　桜子はカーテンを少し開けて、窓の向こうの夕暮れ空を見やる。そこにはまだ数機のヘリコプターが飛び回っていた。

「これで合点がいったわね。誰かがマスコミをけしかけて、私たちをあぶり出そうとしている」

「なかなかやり方がえげつないわね」

　さすがのティオも憤ふん然ぜんとした顔でそう吐はき捨すてる。

「ｂｉｏクラフトが人間に手出し出来ないのを知っていて」

「でも遅おそかれ早はやかれ、こうしてくるのは分かっていた。あとは大空さんたちの話に乗るかどうかだけど……」

　そう言って桜子はリビングへと戻り、メッセージありと表示されている電話機へと視線を送る。そこに入ってるメッセージは広大からのもの。いま起きてる事態の説明と、それへの対策が用意されてる事。そして共に行動した方が良いだろうという話が録音されている。

　電話があったのは二回。いずれの時も桜子は自宅にいた。自宅にいたが電話には出なかったのだ。

　桜子は固定電話の他に携帯電話も持っている。しかし固定電話にせよ、携帯電話にせよ桜子の方から出る事はない。掛かってきても無視する事がほとんどだ。

　そもそも電話で話すような相手は居ない。電話を掛けてくるのは、生活を案じる親しん戚せきや教師が大半。彼らには後から掛け直せばいい。それ以外となるとセールスくらいなもの。稀まれに桜子の過去に関しての取材依い頼らいがあるのだが、そんな話は頭から無視する。

　携帯電話もティオと契けい約やくしてから購こう入にゆうした。ＧＰＳで現在位置を確認したり、インターネット経由で情報を収集する為ために使うだけ。電話帳やアドレス帳にも何の登録もされていない。

　ふぅとため息をついて桜子はテーブルの前の椅い子すに座る。春先までは一脚きやくしかなかった椅子。それが今ではもう一脚増えている。言うまでもなく増えたのはティオの為。しかしティオは今それに座る事はなく、狭せまいダイニングキッチンを落ち着き無くうろうろしている。

　似てるな……。そう考え、ティオに悟さとられぬよう桜子は少し笑う。

　ほんと、そういう所はお姉さんそっくり……。

　一見するとまるで似てないティセとティオの姉妹だが、こうして見るとやはり仕草や物もの腰ごしには共通点がある。ｂｉｏクラフトにおける姉妹の概がい念ねんがどういうものなのか、桜子には分からない。しかし二人の間に血けつ縁えんがあると言われれば、確かに納得せざるを得ない。

「別に、無理してこの話に乗る事はないわね」

　桜子がそういうとティオは、相変わらず落ち着かぬ様子で振ふり返る。そんなティオに向かって桜子は続けた。

「あなたのお姉さんたちの策略がうまくいけば、外の連中は追おい払はらえるわ。でも問題は……」

　少し前の自分なら、即そく座ざに断っていただろう。しかし今はそうも出来ない事が桜子自身も分かっていた。

「情報ね……」

　少し落ち着いたのか、ティオは桜子の対面にある自分の椅子に座る。

「イモータルヌーンに一ひと泡あわ吹ふかせる為に、イモータルヌーンの情報を利用するのは癪しやくだけど……」

　どうやらティオの姉妹に対する敵意の大部分は、長女であるイモータルヌーンへ向けられているようだ。イモータルヌーンが急速に進めている、人類とｂｉｏクラフトの共生関係構築。それに反発があるのは桜子もティオも同じ。しかしティオのイモータルヌーンへの反発は、それ以上に肉親故の事情があると桜子は察していた。

　逆に言うとそれ以外の二人の姉に対しては、敵意があるというよりは、単にティオが意固地になっているだけのようにも桜子には思えてきた。

　トランクルナイトの本当の願いが、君には分かっている。オネストホワールウィンドのその言葉が脳裏によみがえる。

　そう、分かっている。私には、ティオが本当に何を望んでいるのか、それが分かっている。だけど……。

「話を聞くだけでも、聞いてみようと思う」

　そんな言葉が自分の口から淀よどみなく出た事に桜子自身が驚おどろいていた。そして言ってから慌あわてて取とり繕つくろう。

「うまくいけば、向こうを利用できるかも知れない。イモータルヌーンと直接、話を付ける事もあり得るわ」

「あいつはずるがしこいわよ」

　ティオは少し厳しい表情で言った。

「こちらでも対策を講じておかないと、いいようにあしらわれるだけだわ」

「だったらこちらも、ずるがしこくなればいい」

　桜子はそう言ってから、ティオに尋たずねた。

「それで、あと二人のお姉さんはどうなの？」

「え……？」

　その質問はティオにとって予想外の物だったようだ。当とう惑わくしたような顔をすると、はにかむように視線を宙へと巡めぐらせる。

「えっと、その。ティルは、すぐ上の姉だけど……。あの子は馬ば鹿かだから、どうとでも言いくるめられるわよ。それと二番目の姉のティセだけど……」

　そして今度は顔を伏ふせ、唇くちびるをきゅっと噛かんでからティオは言った。

「大だい嫌きらい」

「……そう」

　ティオのその言葉が額面通りの物ではないと桜子には痛いほどに分かっていた。

「それで、一いつ緒しよに行く？」

「え？」

　ティオは桜子の言葉に顔を上げる。

「明日の事。お姉さんたちも来るでしょ。ティオが顔を出しづらいようだったら、私だけでも、話を聞いてくる」

　桜子のその言葉にティオはしばし沈ちん黙もくを守っていた。所在なく移ろう金色の瞳ひとみが、その胸中を如によ実じつに表している。

　しばしの後、ティオは答えた。

「いいわよ、私は……」

　少し拗すねた口調。それがまたティオらしさ。しかしもう少し時間は掛かかりそうだ。桜子はそうも感じていた。

「そうね」

　桜子は少し笑い椅い子すから立ち上がる。

「何か飲む？　チョコレートドリンクがいいのよね」

「私は別に……」

　後の言葉を濁にごすティオだが、桜子にはそれが同意の印だと分かっていた。ミントリーフを添そえたチョコレートドリンクがティオのお気に入りなのだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　桜子は冷蔵庫を開けながらティオに声をかける。

「私はあなたの味方だから……」

　ややあってようやくティオは答えた。

「……うん」

　そう、私はあなたの味方だから……。

　カップを用意しながら桜子はその言葉を胸の中で繰くり返す。

　だから、あなたは……。あなただけは私の側にいて欲しい……。







[image: ]







[image: ]







《ＰＨＡＳＥ―０３：０３　集合～Assemble～》







　見覚えのある映画会社のロゴが消えると、派手なＢＧＭと共に宇宙空間が映し出される。そして画面は衛星軌き道どうから見る地球へと変わっていった。ＳＦ映画やアニメで嫌いやと言うほど見慣れた構図だが、ご多分に漏もれずこれもその類である。これはまもなく公開されるＳＦ映画の予告編なのだ。

「深宇宙より迫せまり来くる謎なぞの金属生命体！」

　声を限りにナレーターがそう叫さけぶと、星の彼方かなたから回転ノコギリを思わせる円えん盤ばん形宇宙船の群が現れる。

「果たして人類は生き残る事が出来るか！」

　回転ノコギリ形宇宙船が、世界各国の都市上空に姿を現すカットに変わった。回転ノコギリ形宇宙船は、光線をだして地上の建造物を次から次へと破は壊かいしていく。宇宙空間の映像と比べると、何かチープというかちんけにすら思える。それ以前に円えん盤ばん形がたの宇宙船とか、稲いな光びかり状の光線など、センスが絶望的に古すぎる。第一、今時、円盤形の宇宙船が地球を襲おそうという展開からしてあり得ないだろう。

　呆あきれて嘆たん息そくする広こう大だいだが、横を見るとティセは椅子から身を乗り出すように画面を凝ぎよう視ししている。もっとも何かを観察する時は、決まってこのように身を乗り出すような姿勢を見せるティセだから、この映画が気に入っているとは限らない。しかし広大のように僅わずか十秒も経たぬ内にうんざりとしてしまったわけでもなさそうだ。

「未み曾ぞ有うの危機に集結する精せい鋭えいたち！」

　今度は最新兵器を手に世界各地で戦う男女のカット。いずれも映画や海外ドラマで顔を見た覚えはあるが、即そく座ざに名前が出てこない役者ばかり。早い話が微び妙みようというランクの役者だけで、名前だけで客が呼べそうなトップスターは出演していないようだ。一人だけ交じっていた日本人俳優は、さすがに広大も名前くらいは知っていたものの、到とう底てい人気俳優とは言い難い。

「そして姿を現す起死回生の最終兵器！」

　画面では主要な役者が地下の基地らしき場所に集結、何か秘密兵器らしき物を見上げていた。公開まで伏ふせておくつもりなのか、秘密兵器そのものは巧こう妙みようなアングルで隠かくされていたが、カットの最後で一いつ瞬しゆんシルエットだけは見て取れる。

　何というか、これもまた微妙という言葉をそのまま形にしたようなフォルムだ。どうやら宇宙戦せん艦かんのようだが、なぜかごつい主しゆ翼よくのようなものが突つき出している。それを目にしたティセが、やにわに両手をぱたぱたさせ始めたのは、どうやら艦かん首しゆの三角かく錐すいをドリルと見た為ためだろう。

「いま始まる人類の最終反はん攻こう作戦！　出しゆつ撃げきせよ、宇宙戦艦『旭天』!!」

　そのナレーションを聞いて、ここまで我が慢まんして見てきた広大もさすがにずっこけて椅い子すからずり落ちそうになった。

　しかしその後、相変わらず全容の見えない地球側宇宙戦艦と、回転ノコギリ形宇宙船との戦いはなかなかリアルだった。特に宇宙空間での戦せん闘とうシーンは、縦じゆう横おう無む尽じんにカメラが回り込み、光と影かげとが交こう錯さくする。

　宇宙空間というのは恒こう星せい以外の光源がない。考えてみれば当たり前の事なのだが、ティセと契けい約やくして宇宙に出るまで広大はそれを実感する事が出来なかった。光は常に恒星側の一方向から照りつけ、そして空気がない為、拡散する事がない。対象が遠く離はなれていても、大気やそこに混じる粉ふん塵じんによる光の散乱がなく、見るものの縁エツジはぼやける事がないのだ。

　確かにこうなんだよなあ。最後に来てようやく広大は、その映像に感心した。そして予告編の最後に流れたテロップとナレーションで、広大はこの予告編のすべてに納得できた。

「ＵＮｂＡＲ全面協力！　宇宙空間での戦闘はすべて現地ロケを敢かん行こう！　真の主人公とも言える宇宙戦艦は、ｂｉｏクラフトが熱演！　脚きやく本ほん、科学考証にはアーネチカ・シギイワート博士が全面参加!!」

　あ～～……。納得すると共に底知れぬ脱だつ力りよく感を覚えた広大である。なるほど、この一昔、いや二昔ほど前のＳＦならぬ、特とく撮さつ映画を思わせるストーリーはみんなアーネチカの趣しゆ味みなのだろう。

「『恒星大戦争』！」

　やけくそのように無理矢理盛り上げようとするＢＧＭをバックに、およそセンスの欠片かけらもないタイトルがアナウンスされた。

　これが映画館で見ている予告編なら、この後に始まる映画を楽しみにする事が出来るだろう。この予告編よりも酷ひどい映画というのもなかなか無いものだ。

　しかし生あい憎にくと広大たちはこの予告編を映画館で見ているわけではない。この後に胸のすくアクション映画が始まるわけでも、実話を元にした感動の恋れん愛あい映画が始まるわけでもないのだ。

「どうだ、諸君！　素晴らしいだろう、感動だろう！　いやぁ、苦労したよ。脚きやく本ほ家んかが全然、私のセンスを分かってくれなくて」

　モニターが消え部屋の中がパッと明るくなると、その前に仁王立ちになったアーネチカが喜色満面でそうまくし立てる。今日も例によって白衣である。こうなると白衣以外の上着を持ってないのかと疑いたくなる広大だ。

　ここは北綾グラウンドの地下に作られたＵＮｂＡＲの極秘施し設せつ。まだ完成していないが、広大たちはそこに集まり、アーネチカから今の予告編を見せられていたのだ。

「特に光線だ、光線！　ビーム？　レーザー？　なんだ、それはって世界さね!!　光線というのは、あんな風にうねうね飛んで行かなきゃ駄だ目めなのよ！　最近の特撮がいけてないのはね、やっぱりビームに問題があると思うのよ、私は!!」

　何やら光線とビームの違ちがいについて力説するアーネチカだが、到底、周囲の人間はついていけない。広大がそっと周囲を見てみると、恵けい子ことアイシャ、そして静しず花かもぽかーんとして言葉がない。

「あれ、もう終わり？」

　ティルはまだ続きがあるのかと期待していたようだが、いきなりアーネチカがまくし立てた為、きょとんとしている。しかしそのひと言がアーネチカの琴きん線せんに触ふれたようだ。さっとティルを指さして叫さけぶ。

「よくぞ、言ってくれたお嬢じようちゃん！　この続きは映画館で！　只ただ見みは駄目よ、飴あめ買って!!」

「あなた、本当にアイルランド人ですか……」

　アイシャが呆あきれた顔をするのも宜むべなるかなというところだ。

「飴なら俺がやるよ」

　そう言ってティルにロリポップキャンデーを放るのはアンリ・ウーだ。今朝方、日本に着いたばかり。今回はＵＮｂＡＲから、ｂｉｏクラフトで直接乗り付けるのではなく、ちゃんと税関を通るよう通告されていたとの事だ。大量のロリポップキャンデーを持ち込もうとして、空港で一ひと悶もん着ちやく有ったらしく頻しきりにぼやいていた。

「わ～～い、ありがとう。お兄ちゃん！」

　ティルはアンリから受け取ったロリポップキャンデーの包み紙を剥むき、さっそく口に入れる。

「そっちの、え～～と静花ちゃんだっけ？　君もどう？」

「いえ、私は……」

　静花はアンリから少し視線をそらせつつ頭を振ふる。どうやら少なからず警けい戒かいされているようだ。アンリはそんな静花の反応に苦笑するだけで素直に引き下がる。そんなアンリの傍かたわらには、ステディレクブレイションのホロン体、ビュートも控ひかえていた。

「それでよ、博士」

　いささか嫌いやみ混じりの口調で、アンリはアーネチカの方へ頭を巡めぐらせて言った。

「俺たちをフランスから呼びつけたのは、この愉ゆ快かい映画の予告編を見せる為ためか？」

「そだよ」

　あっけらかんとアーネチカは答えた。何事か言い返そうとして口を開き掛かけるアンリだが、普ふ段だんはパートナーの行動を黙だまって見守る事の多いビュートが珍めずらしくたしなめる。

「シギイワート博士にも考えがあるようですし、文句を言うのはそれを聞いてからにしてはどうですか、アンリ」

　かなりの変人であるのは確かだが、曲がりなりにもアーネチカはＵＮｂＡＲに協力している科学者。ビュートの言う事にも一理あるとアンリは引き下がる。

「広大」

　やにわにティセが広大の服の裾すそを引いて言った。

「恐おそろしい映画でしたね」

「…………はぁ？」

　怪け訝げんな顔の広大に、ティセは口調こそ変わらないものの、両手を一層激しくぱたぱたさせる事で、何とかその恐ろしさを分かって貰もらおうとする。

「恐ろしいと思います。恐ろしい。余りに恐ろしくて泣きそうでした」

「お姉ちゃんは恐こわいの苦手だものね」

　アンリから貰ったロリポップキャンデーを舐なめ、後ろの椅い子すに座ったティルがそう言った。

「そうです。私は恐ろしいものが苦手なのです」

　アンリが愉快映画と評し、広大が底知れぬ脱だつ力りよく感を覚えた映画に、なぜかティセは恐きよう怖ふを感じたようだ。もっともその理由はようとして知れない。

「しかしドリルは素晴らしいと思います」

　シルエットしか出てこなかった宇宙戦せん艦かんの艦かん首しゆに付いている物を、やはりドリルと解かい釈しやくしていたようだ。ティセは例によってドリル談義を始める。

「ドリルがあればどんな恐い物も恐くありません」

「そうそう、それよそれ！　問題はドリルなのだ!!」

　アーネチカはティセを指さし、一際声を張り上げた。

「あなたたち貴族パトリシヤンにはドリルがない!!」

　その言葉にティセはアーネチカの方へ向き直り、受けた衝しよう撃げきの度合いを表すかのように、ぱっと両手を大きく広げる。そして背後のティルへ振り返ると言った。

「痛いところを突つかれてしまいましたね。ティル」

「そだね」

　ティセはそれなりに衝撃を受けた指し摘てきのようだが、ティルは余り応こたえていないようで、口の中でロリポップキャンデーをもごもごさせている。

「ドリルは素晴らしいものですが、それだけに皆みなさんに広く分わけ与あたえなければなりません。市民プレビシヤンに一本でも多くドリルが行いき渡わたるよう、私たち貴族は敢あえてドリルを装備していないのです」

　本当なのかは分からないが、ティセはそうアーネチカに説明した。アーネチカはふんふんと首しゆ肯こうを繰くり返しながら聞いていたが、やにわにティセを指さして言った。

「では、あなたはドリルが欲しくないか!?」

　再びティセはパッと両手を広げる。今回も衝撃を受けた事を示しているのだ。しかしすぐには答えない。しかし代わりにティルが答えてくれた。

「ドリルが有るときっと楽しいね、お姉ちゃん」

　なにやら一連のドリル談義は、地球人にとっては異次元に突とつ入にゆうしつつあるようだ。そもそもなぜドリルがあると楽しいのか、広大には想像も付かない。

　ティセは振り返り妹の顔をじっと見つめていたが、アーネチカの方へ向き直ると、椅子に座ったまま不規則なリズムで両手をばたばたさせる。どうやら今度は困こん惑わくを表そうとしているようだ。しばしその動作を続けてから、アーネチカの方へ片手を差さし伸のべるようにしてティセは言った。

「ですが私たち貴族はドリルを装備する事は許されておりません」

「だからぁ、私たちが付けてやろうと言ってるんだって。新型ダミーシェル、いやコンバットフレームでね!!」

「違ちがうでしょ、アーネチカ。ＵＮｂＡＲが新型ダミーシェルに付けたコードネームは、拡張エクステン補助ドサポートフレームじゃないの。第一、そんな派手な名前付けたらＵＮｂＡＲの審しん議ぎを通らないじゃないか」

　熱弁を揮ふるうアーネチカを、先程から無言のままで見守っていたヒュージンだが、さすがに見かねたようで口を挟はさんだ。

「これくらいいいじゃんか。本当はフレームじゃなくて、アーマーにしたかったんだけど、それだと商標的に問題有ると言われて泣く泣く引き下がったんだし」

「あ～～、それは確かに問題有るわね」

　なぜか感心したようにうなずく恵子だが、広大はちんぷんかんぷんである。その恵子の反応に我に返ったようだ。アイシャが挙手してから尋たずねる。

「その新型ダミーシェルが、イモータルヌーンのおっしゃっていたものですか？」

「おお、そうだそうだ。忘れる所だった」

　アイシャの質問に、アーネチカは白衣のポケットから取り出したリモコンを操作する。次の瞬しゆん間かん、広大たちの目の前に三次元立体映像が浮うかび上がった。

　まずいきなり映し出されたのは『あ～ちゃんビジョン』というロゴ。そしてアーネチカ自身をイメージしたと思われる白衣を着たＳＤキャラ。その下はパテント表示が出ている。それによると、どうやらこの映像技術はアーネチカ自身が特許を持っているようだ。

　広大を含ふくめた皆は、思わず息を呑のむ。ここに居るのはｂｉｏパートナーとその契けい約やくｂｉｏクラフト。ｂｉｏクラフト内で三次元立体映像は普ふ通つうに目にする事が出来る。それを人間の手で再現できたという話は聞かない。しかし今、目の前に現れた三次元立体映像は、ｂｉｏクラフト内で目に出来るものよりは、質感や解像度こそ劣おとっているものの、地球人の技術レベルをはるかに飛とび越こえている。

　ｂｉｏクラフトは自分から科学技術、理論を地球人に教える事はしない。あくまで自分で学べ、盗ぬすめというスタンスなのだ。するとこの三次元立体映像は独自に、おそらくはアーネチカが開発した物だろう。

「正しよう真しん正しよう銘めいの天才ってわけか……」

　アンリが厳しい顔でそうつぶやくが、その表情もすぐにうんざりとしたものに変わる。

「まぁ、このセンスにはついていけねえけどな」

　広大もそれには同感だ。現時点における、地球人類が手にした最高度の映像技術で映し出された物。それは先程の予告編に出てきた宇宙戦せん艦かんだ。三次元映像の脇わきに『超轟級宇宙戦せん艦かん旭天』と日本語で名前が表示されている。

　一昔いや二昔ほど前の、特とく撮さつに出てくる巨きよ大だいメカのプロップ。いや、時代性を考こう慮りよすると、この場合『特撮用の模型』と表現した方が雰ふん囲い気きが伝わるかも知れない。とにかくそんな代物なのだ。

　まず目に付くのが艦かん首しゆの巨大なドリル。角張った船体から主しゆ翼よくが突き出しているが、素人の広大が見ただけでも、空力学的に飛ぶような物ではないと一目でわかる。翼つばさの下にはエンジンともミサイルポッドともつかぬ、謎なぞの付属物。そしてドリルの上に突き出してるのは、これまたパラボラアンテナともレーザー砲ほうとも見えるパーツ。広大が子供の頃ころにビデオで見た特撮映画に、こんな兵器が出てきたようにも記き憶おくしているが、すぐに名前が出てきてくれない。

「こ、これは……！」

　意外な事に即そく座ざに反応したのは恵子だった。

「アイゼンボーグ号＋グランドバースって感じ？」

　問われたアーネチカは得意満面で答える。

「おお、あんたとは趣しゆ味みが合いそうだな。恵子ちゃん。ドリル周りは確かにアイゼンボーグ号、全体のフォルムはグランドバースだが、それに加えてレオパルドン飛行形態のイメージも加えてある」

「艦首のこれはメーサー砲ね」

「うむ、良く気がついた。それもサンダ対ガイラバージョンを意識したのだ。平成版は美しくないからな」

「おい、大おお空ぞら広大……。さっきから飛び交ってる暗号は何だ？」

　アンリが怪け訝げんな顔でそう尋ねるも無理はない。広大やアイシャ、そして静花も完全に蚊か帳やの外だ。

「いや、多分……。アニメか特撮の話だと思うんだが……」

　すでに広大はアニメや特撮は卒業している。アニメは世間で話題になってる映画くらいしか見ないし、特撮は日曜日の朝、たまたまＴＶを付けたらやっていた時、ちょこっと見るくらいだ。自じ慢まんではないが、去年と今年の仮面ライダーの区別も付かない。女の子であるにも拘かかわらずアニメ、特撮には目がない恵子から、それでも日本男児か！　と理り不ふ尽じんな罵ののしりを受ける程である。ちなみに恵子はここ数年のスーパー戦隊なら、変身前、変身後をすべて言い当てられる。本人に言わせるとこれでもぬるいそうだ。
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「それで変形は!?　変形はするの？」

　藍あお留るもさすがに特撮ネタまでは手が回らないようだし、恵子にしてみればこのような話が出来る同性の友達はいなかったのだろう。妙みように盛り上がってアーネチカに尋たずねる。恵子のその問にアーネチカはすこぶる残念そうな顔をして答えた。

「ううむ、科学者たるもの合体変形はロマンなのだが、今回は事情が許さなくてな。何しろ下手に変形させると、中の人がいる事がばれてしまう」

　ぽかんとして二人の話を聞くだけだったアイシャだが、アーネチカのその言葉でようやく我に返った。

「ちょ、ちょっと待ってください！　ひょっとして、このふざけたデザインの宇宙船を、ティセさまに着せようというのですか？」

　思わず椅い子すから立ち上がりそう尋ねるアイシャに、アーネチカはぱちんと指を鳴らして言った。

「あったりドンドン！」

「冗じよう談だんじゃありませんわ！」

　アイシャは色をなしてアーネチカに詰つめ寄よる。

「こんな恥はずかしいものをティセさまに着せる事なんて出来ません!!」

　しかし当の本人はさして気にしてないようだ。宇宙戦艦旭天号の三次元立体映像を覗のぞき込み、リズミカルに両手をぱたぱたさせている。これはかなりご機き嫌げんと見て間ま違ちがいない。

「ドリルだよ、お姉ちゃん！　かっこいいね!!」

　ティセの横に来ていたティルもすっかりお気に入りのようだ。

「格好いいのは当然です。なにしろドリルですからね」

　そしてティセはアイシャの方へ向き直ると言った。

「ドリルが付いているからいいと思います」

「でもティセさま、ドリル以外は不要です」

「……やっぱりドリルには拘こだわるんだな」

　なぜかドリルを信しん奉ぽうするｂｉｏクラフトの会話に広大は呆あきれてそうつぶやく。

「まぁまぁ、皆みなの衆。私の素晴らしいセンスについて行けないのは分かるが、この新型ダミーシェル、コンバットフレーム……、じゃないＥＳフレームの見かけが派手なのには、ちゃんとしたわけがあるんよ」

「あ……」

　そこでやっと広大は合点がいった。

「ティセにそのガワを着せて、さっきの映画に出そうってつもりか!?」

「にゅふふふふ、今さら気がついたか、少年。そういう事なのだよ。こいつがグロリアスドーンの新型ダミーシェルを兼かねてるわけさね」

　つまりアーネチカは、ティセに映画に出てくる宇宙戦せん艦かんの役をやらせようとしているのだ。

「でも、映画に出たら世界中に知られてしまうんじゃないか？」

　アンリのもっともな疑問にアーネチカはにんまりと笑う。

「それがむしろ付け目なわけよ。これだけ派手なシェル、どうしても記き憶おくに残る。そしてドリル一本のポーンが中に入ってると思えば……」

「なるほど、逆にそれだけ目立てば中にティセが入ってるとは思わないわけだな」

　納得した広大はアンリと肯うなずき合うが、アイシャはまだ納得がいかない様子だ。

「でも、どうせただのダミーシェルなんですから、もうちょっとデザインも普ふ通つうに……」

「いやいや、それはただのダミーシェルじゃないんだな。ノーブルウィンド」

　なかなか話が進まないのを見て取ってヒュージンが説明を付け加える。

「普通のダミーシェルはただｂｉｏクラフトの周囲を覆おおうだけだろう？　これはちょっと趣しゆ向こうが違ちがうんだ。まずドリルなんだけど、こいつはちゃんと回転式次元衝角として機能する」

「え？」

　アイシャが驚おどろく所を見ると、ダミーシェルのドリルというのはただの見せかけだったらしい。

「まぁ、内部にいるグロリアスドーンの切断式次元衝角を偏へん向こうさせているだけだけどね。あと他にもいくつか機能があってね。人が乗れるんだ、このダミーシェル」

　ヒュージンがそう言うとアーネチカは改めてリモコンを操作する。

「全長は約一〇〇メートル。ちょうどこのブリッジというか、セイルの部分に人が乗れるんだな。これが」

　画面ではその新型ダミーシェル、つまりＥＳフレームの一部が拡大されていく。その船体中央には確かにブリッジを思わせる構造物が突つき出しており、窓まで付いている。

「『グロリアスドーン』のｂｉｏクラフト形態は約二〇メートル。こいつは一〇〇メートル近いからね。内部にはかなりの余よ裕ゆうがある。場合によっては、ここを現地司令室に使う事も出来るわけさね」

　そう説明するアーネチカは実に楽しそうだ。

「ところで、ダミーシェルというのはどうやって作るんですか？」

　広大は肝かん心じんな事を思い出した。これだけのもの、実際に建造するとなるとかなりの時間がかかるだろう。その質問を待っていたかのように、ヒュージンはにんまりと笑いながら答えた。

「それに関してはご心配なく。僕は製造ファクトリー機能を持っているんだ。ダミーシェルの他、オーグメントクラフトも建造できる」

　名前に数字、数詞があるｂｉｏクラフトは特別な物。アイシャがそう言っていたが、なるほどそのファクトリー機能というのが、イレブンスコンシャンスの特とく徴ちようなのだろうか。広大はそう考えるが、まだ決めつけるのは早いと思い口には出さなかった。

「ｂｉｏクラフトそのものやサテライトもそうだけど、ダミーシェルも私らの言う普通の物質で出来てるわけじゃないんよ」

　アーネチカは少し真面目な科学者の顔になると言った。

「いわば空間の状態。ここは他の物体が通過できる、電磁波を反射する。あるいは特定の波長のみ通過する。空間の状態そのものを、変調させて構成させているわけさね。だからおおよそのプランがまとまれば、ダミーシェルもすぐに作り上げる事は可能よ」

「今回の新型ダミーシェルはアーネチカ、つまり地球人のアイディアを盛り込んでみようという意図もあってね。だから彼女の自由にやらせてみたんだよ」

　ヒュージンもそう補足する。

「なるほど、それでこのデザインねえ……」

　アンリは呆あきれて二の句が継つげないようだ。

「凄すごいよね、静花！」

「え、ええ。まぁ、その……。凄く個性的ね」

　ティルもすっかりお気に入りの様子だが、静花は適当に話を合わせつつお茶を濁にごす。

「どうだ！　気に入ってくれたかしら、グロリアスドーン」

「ティセ」

　いつものように片手を差さし伸のべるような仕草で、アーネチカに訂てい正せいを求めてからティセは広大の方を振ふり返る。

「広大。この人は良い人のような気がします」

　そうアーネチカを評する。

「ドリルの素晴らしさを理解していると思います」

「そうそう、私は善良な科学者だよぉ～～」

　猫ねこなで声ごえでアーネチカはそう言った。広大もアーネチカが悪人とは思わないが、それでも良い人と断言するには躊躇ためらいがある。

「でもドリル好きだから良い人とも限らないだろう」

「ですが……」

　反論しかけたティセだが、小首を傾かしげて少し考え込む。そしてしばしの黙もつ考こうの後、一つ二つ首しゆ肯こうしてから言い直した。

「確かに広大の言う事にも一理ありますね。ドリルは素晴らしいものですが、それだけにドリルに心を奪うばわれてしまう人がいるのも事実です」

「……はあ」

　あくまでドリルを中心に考えるティセに広大は返す言葉がない。

「ドリルの素晴らしさを伝えるには、やはりドリルを正しく使うしかありません。それにはまず私もドリルを装備してみようと思います」

「……おい、大空。俺は目め眩まいがして来たぞ」

　後ろから広大の肩かたをぽんと叩たたいてアンリがそう言った。しかしｂｉｏクラフトたちは意見を異にするようだ。

「うんうん、さすがに貴族はいい事言うね」

「そうだよ、だってティルのお姉ちゃんだもの！」

「まぁ、ティセさまがそこまでおっしゃいますのなら……」

　アイシャも陥かん落らくだ。こうなるとこの場にいるｂｉｏクラフト陣じん営えいの中で、最後の良識派と思えたビュートだが、彼もやはりドリルの魅み力りよくには勝てないようだ。

「アンリ。あなた方には理解できない概がい念ねんかも知れませんが、ドリルを金や科学技術という単語に置おき換かえてみれば分かると思います」

「いや、いくらなんでもそれは無理だから……」

　ビュートの言葉にさすがのアンリも辟へき易えきとした顔で手を振って見せた。

「よぉし！　これで決定ね。まだ一人というか、一組来てないけど、一応この場にいる皆みんなで……」

「あら、茶番はもうお終い？」

　アーネチカが話をまとめようとした時だ。やにわに部屋の後ろの方から、広大たちには聞き覚えのある声が聞こえてきた。広大たちが映画の予告編を見せられていた部屋は、ちょうど教室の半分くらいの広さ。ただし正面モニター以外の壁かべは、まだ建築途と中ちゆうと見えてシートで隠かくされている。後ろには自動ドアがあるのだが、声が聞こえてきたのはその前からだ。

　広大が振り返ると、そこにはセーラー服姿の逢おう瀬せ桜さくら子こが居た。手には光の粒りゆう子しからカード状態へと戻もどっていくｂｉｏカード。それから推測できる事は一つ。桜子はサテライトの量子ブラインドに隠れて、ずっと成り行きを見守っていたようだ。

「あら、盗ぬすみ聞ぎきとは随ずい分ぶんと立派なご趣しゆ味みですのね」

　アイシャが早速皮肉る。

「私は招待されたから来たのよ。どう話を聞こうと私の自由じゃないの」

「あ、あの……。桜子さん？」

　振り返った静花は、少し驚おどろいた顔で桜子の方へ歩み寄る。

「静花さんだっけ？　あなたがティオの姉と契けい約やくしていたなんてね。でもこの連中とはもう付き合わない方がいいわよ」

　長い黒くろ髪かみをかき上げそういう桜子を、静花はしばし呆あつ気けにとられたように見つめていた。

「なんだ、知り合いだったの？」

　驚きそう尋たずねる広大に、桜子は素っ気なく答える。

「ちょっとね。この前、海で……」

　桜子の学校は今日が登校日。だから少し遅おくれてくると連れん絡らくがあったが、広大もまさか隠れて話を聞いていたとは思わなかった。

「相変わらずだな、逢瀬。いつから聞いていた？」

　アンリも憮ぶ然ぜんとした様子で尋ねた。

「予告編が終わる辺りかしらね」

　部屋が暗くなっており派手なＢＧＭが鳴り響ひびいていた為ため、誰も桜子が入ってきた事には気付かなかったようだ。さらにはあの予告編の内容も少なからず影えい響きようしていたのであろう。

「それなら話が早い。桜子ちゃん！　あなたも……」

「私はお笑い映画の話を聞きに来たんじゃありません」

　駆かけ寄よるアーネチカを振ふり払はらおうとする桜子だが、その時、静花の異変に気付いた。静花は何やら信じられぬものでも目にしたかのような顔で、先程からずっと桜子を見つめているのである。

「あの……、静花さん？」

「静花、どうしたの？　静花!?」

　桜子とティルから声をかけられて静花はようやく我に返った。そして強張った表情で、桜子に尋ねる。

「あ、あの……。桜子さん、差し支えなければ一つお尋ねしていいですか。えっと、その……。もしも答えたくなければ、別に構わないんですが……」

「え、ええ」

　静花の妙みような雰ふん囲い気きに桜子も気け圧おされたようだ。そう肯うなずくしかない、そんな桜子に静花は言いにくそうに尋ねた。

「あの……。え～～と、そのぉ。…………なんでセーラー服を着ているんですか？」

「…………え？」

　今度は桜子がぽかんとする番だった。まったくもって静花の質問の意図がつかめない。それは二人を見守っている広大や恵子、そしてアンリも同様。ただティセだけは誰かを探しているように、部屋の中をキョロキョロ見回している。

「ええと、その。今日、私の学校、登校日だったから……」

　一応、そう答える。しかし静花は納得できない、いやその答えの意味が理解できないようだ。

「え？」

　そう言って首を傾かしげ、そのまま固まってしまう。

「今日は私の中学の登校日だったから、そのまま制服で来たんだけど……。あの、何か変かしら？」

　静花の様子に桜子も少し不安になってきたようだ。ぐるりと回ってセーラー服に何かおかしな所がないか確認してみる。

「え？」

　しかし静花は相変わらず同じ反応。そしてそのまま何事か考え込み口を開く。

「あ、あの中学生は私ですけど」

「うん。だから私も中学生」

　桜子は念を押してそう答えた。動どう揺ようしているのか、口調に少し中学生としての自分の地が出た事に気付かない。しかし静花はそれでもその答えが理解できないようだ。

「え？」

「静花、どうしちゃったの？　静花!?」

　ティルが驚いて静花の肩かたを揺ゆさぶる。そこでようやく広大はその可能性に思い至った。

「あ、ひょっとして高校生だと思っていたとか？」

　広大のその指し摘てきに一同の間から、おお～～とどよめきが起こる。ただでさえ大人びてみえる桜子だ。確かに高校生と勘かん違ちがいしていてもおかしくはない。しかし静花はぎこちなく頭を振る。

「いえ、その私……。ティオさんから、お二人は社会人というか、ＯＬと聞いていたものですから……」

　一いつ瞬しゆん、室内を沈ちん黙もくが支配する。聞こえるのは誰かを探すように、部屋の中をぱたぱた駆け回っているティセの足音だけ。

「あははははははは!!」

「いやぁ、あっはははははははははは!!」

　最初に爆ばく笑しようの口火を切ったのは恵子、そしてアーネチカだった。

「はははは、なるほど。こりゃ傑けつ作さくだ！」

　アンリも思わず笑う。

「いや、待て。こら、みんな笑うな……。失礼だろう。くくく、あはあはは」

　一応は制止する広大だが、自分でも笑いをこらえるのがやっとである。その時になってようやく桜子は、あの時のティオの言葉を思い出した。

「そういえば、ティオが水族館で誰かからかったと言っていたけど……。それが静花さん!?」

「え？」

　静花の困こん惑わくはしかしいや増すばかりである。

「まったく、あの子は……」

　げんなりとした顔で桜子は嘆たん息そくしてから、改めて静花に言い直す。

「私は逢瀬桜子。せんりょう台中学の三年生よ」

　そう言われた静花は反射的に頭を下げる。

「は、はい。私、上かみ温おん湯ゆ静花です。桃ももヶが枝え学院中等部一年生です……」

　そう言ってから静花はその事実に気付いてハッとして顔を上げる。
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「あ、あの私十三歳さいです！」

「ええと……、私は誕生日まだだから、一四歳よ」

　桜子もつられるようにそう答えた。

　それが静花には大層ショックだったようだ。

　そ、そんな……。私と一つしか違ちがわないなんて……。

　よろよろと倒たおれそうになった静花を慌あわててティルが支えた。

「静花、どうしたの？　静花！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ。ティル」

　そう言ってから静花は、さらなる事実に気付いた。

「ええと、ティルは地球人で言うと十三歳だって言っていたわよね」

「うん」

　静花はうなずくティルから、まだ部屋の中で誰かを探し回っているティセへと視線を向ける。

「それじゃ、ティセは……」

「十五歳です」

　ティセは足を止め、静花の方へ手を差さし伸のべるようにして答える。それを聞いた静花はまた困惑の表情を浮うかべた。そして桜子の方へ向き直ると、恐おそる恐る尋たずねる。

「すると、その……。ティオさん、いえティオはティルの妹ですよね？　あの、ティオの年ねん齢れいは……」

「ｂｉｏクラフトの年齢なんて、あんまり意味はないとは思うけど……」

　そう前置きしてから桜子は答えた。

「十一歳ね」

　そ、そんな……。私より年下なんて、年下なんて……。

「ああ、静花～～！」

　再びよろめき倒れそうになる静花を、またティルが支えた。

「お～～い、誰か水。冷たい水を持ってきてくれ」

　見かねたヒュージンが別室で作業を続けている作業員に声を掛かける。しかし静花はヒュージンに頭を振ふって言った。

「いえ、大丈夫です。ちょっと、その……。ショックを受けてしまっただけですから」

　ティオの冗じよう談だんを鵜う呑のみした静花は、二人は自分よりも十歳以上年上と思い込み、密ひそかにあこがれていたのだ。それが自分とさして変わらぬ年齢、あるいは年下と分かったのだから、確かにその衝しよう撃げきは少なからぬものがあったのだろう。

「まったく、あの子は……！」

　静花の様子に桜子は、帰ったらティオにちゃんと言い聞かせておかなければと思う。その時だ。桜子はその視線に気付いた。

　静花との話が一段落したと見て取ったか、今度はティセが桜子の側にやってきて、じっと見上げているのだ。

「あ、あの……。今度は何？」

　自分を見上げる碧あおのつぶらな瞳ひとみに桜子は尋ねた。

「ティオ」

　ティセは桜子の方へ片手を差し伸べるようにして言った。

「ティオはどこにいますか？」

　どうやらティセは桜子と一いつ緒しよにティオも来ていると思っていたようだ。先程から部屋の中を探し回っていたのは、ティオがどこかに隠かくれていると考えたのだろう。

「ティオがいません」

　例によってティセは無表情、そして尋ねる口調からも感情は読み取れない。しかし全身から醸かもし出される雰ふん囲い気きからとでも言うべきなのだろうか、ティセがティオを心配している事が痛いほど分かる。

「あ、あの……。ティオはあなた達にはまだ会いたくないって」

　言い訳がましく……、いや言い訳なのだろうなと、桜子は答えながらそう思っていた。

「もう、ティオはまだ拗すねてるの？」

　静花の様子を見ていたティルが憤ふん然ぜんとした口調でそう言った。しかしティセは何も言わない。そのまま桜子をじっと無言で見つめているだけだ。

「お姉ちゃん、気にする事ないよ！」

　そう言われてようやくティセはティルの方へ振り返る。そのまま何も言わずティルの方を見つめていたティセだが、しばしの後、桜子へと視線を戻もどす。そしてまた手を差し伸べるようにして言った。

「残念です」

　たったひと言、その言葉がずしりと桜子に重くのし掛かる。

「とても、残念だと思います」

　ティセはそう言うと踵きびすを返して、自分が座っていた椅い子すの方へ戻る。そして途と中ちゆうで足を止め、アーネチカの方へ片手を差し伸べるようにして言った。

「どうぞ、お話を続けてください」

　そう言うとティセは椅子に座り、黙だまり込んでしまった。

　落ち込んでいる。表情を変えず、感情を表に出さないティセだが、誰が見てもそう思える事だろう。

　なによ、これじゃ私たちが悪役じゃないの……。そう口に出しかけた言葉を桜子は飲み込む。

　それは分かっていた。分かっていたはず……。分かっていてここに来た。だから今いま更さら気に病む事はない。

　桜子は自分自身にそう言い聞かせた。

「さぁて、お姉ちゃんの許可も下りた事だし……」

　思いを馳はせる桜子の神経を逆なでするように、アーネチカの顔が視界に飛び込んできた。

「でもこれで桜子ちゃんも、茶番に巻き込まれちゃったねえ。どう、巻き込まれついでに一緒に行動する事にしてみては？　トランクルナイトが顔を出したくないというのなら、桜子ちゃんだけでもいいんだよ」

「帰ります」

　反射的にその言葉が桜子の口を衝ついて出た。

「私は真面目な話を聞きに来たんです。こんな茶番に手を貸すつもりはありません」

　そう言うなり桜子は部屋の出口に歩み寄り、開いた自動ドアを潜くぐってしまう。

「あ、こらこら！　待ちなさいってば。おい、男子！　ちょっと手伝う!!」

　広大とアンリは顔を見合わせてから、面めん倒どうくさそうにアーネチカの後を追いかける。

「僕も行こうか？」

　ヒュージンはそう言うがアーネチカは頭を振ふる。

「いいって、すぐ戻るから。女子は静花ちゃんの様子を見ていてね」

　アーネチカは広大とアンリが近づいてくるのを確認して密かにほくそ笑む。ヒュージンは言われたとおり残っており、アンリと契けい約やくしているビュートは、余り人間の行いには関心がない性格故、椅子に座り動く様子がない。声を掛かければ動くかも知れないが、ビュートが自分から干かん渉しようしない事は、すでにアーネチカも計算に入れている。

　恵子とアイシャ、そしてティルは落ち着きを取り戻しつつある静花の様子を見ている。

　落ち込んでいるティセは椅子に座りぼんやりとしているだけ。両手をぱたぱたさせる事も忘れているようだ。

　ラッキー、予想外に早くチャンスが来たわね。

「ほら、急ぐ急ぐ！　桜子ちゃん、逃にげちゃうぞ！」

　歓かん声せいを上げたくなるのをこらえて、アーネチカは広大とアンリを急せかした。




　北綾グラウンドに建設されているＵＮｂＡＲの施し設せつは地下五、六階分にも及およぶ意外と大規模なもの。広大たちが映画の予告編を見せられていた部屋は、その一番奥おく深ふかくにある。

　地上との行き来は、現在、映画のセットを模して制作中の建物。そしてグラウンドにあるテニスコートの更こう衣い室しつを経由する事になる。

　桜子は地上へと繋つながるエレベーターへと早足で向かっているところだった。

「ちょ、ちょっと待ちなさいってば。桜子ちゃん！」

　アーネチカが声をかけても桜子は無視するだけ。そしてそのままエレベーターへ乗り込もうとする。エレベーターの前にはＵＮｂＡＲから派は遣けんされた警備員が二人おり、桜子を制止したものかどうか、アーネチカの方へ視線で尋たずねた。しかしアーネチカは頭を振り、代わりに白衣のポケットから、また何かの別のリモコンを取り出し、何かのスイッチを入れた。

　エレベーターに乗った桜子がボタンを押おすが何の反応もない。

「だから待てってば。おい、広大くん、アンリ。早く早く！」

　桜子を乗せて動かずにいるエレベーターに飛び込むと、アーネチカは広大とアンリも手招きして呼び寄せる。

「なんですか、あなたは一体！」

　桜子は声を荒あらげるが、アーネチカはにやにや笑うだけで、何も答えない。そして広大とアンリがエレベーターに乗り込むのを確認すると、アーネチカはまたリモコンのスイッチを入れた。

　がくんと揺ゆれてエレベーターが動き始める。どうやらアーネチカが手にしているリモコンは、エレベーターを遠えん隔かく操作する為ための物だったようだ。しかしエレベーターは少し上じよう昇しようして停まってしまった。

　故障か？　ん、待てよ。この状態……。

　広大は気がついた。

　いまエレベーターにいるのは、広大、アンリ、桜子。そしてアーネチカ。ｂｉｏクラフトがいない。これは偶ぐう然ぜんか？

　広大の疑問を表情から読み取ったようだ。アーネチカはにんまりと笑いながら言った。

「にゅふふふふ、その通りだよ。広大くん。おねーさんは、みんなに話しておきたい事があるのだ」

「その気持ち悪い笑い方、止めていただけませんか？」

　憮ぶ然ぜんとする桜子にアーネチカは少し真顔になる。

「まー、それもあなた次第さね。桜子ちゃん」

　そして本題を切り出す。

「あんまり時間もないから、手短に行くよ。私の見立てじゃあＵＮｂＡＲ、いやイモータルヌーンは何か隠かくしている」

　余りにも出し抜ぬけにそう言うものだから、広大たちは即そく座ざに言い返す事が出来ず沈ちん黙もくを守るだけだった。

「色々な証言から推測すると、ｂｉｏクラフトが地球人類に接せつ触しよくしたのは、通例から比べるとかなり早かったみたいなのさね。どうも普ふ通つうは自力で有人惑わく星せい間飛行を可能としてなきゃいかんみたいな、不文律があるっぽいのよ」

　ひゅ～～と調子の外れた口笛を吹ふいてからアンリが言う。

「二〇年前はもちろん、今でもｂｉｏクラフトの手助け無しじゃ宇宙飛行もままならねえもんな」

「それが一体……」

　言いかけた桜子を制してアーネチカは続けた。

「どういう理由か分かんないけど、イモータルヌーンは地球人との接触を焦あせった。それが原因でｂｉｏクラフト内部での混乱が起きている。その理由こそイモータルヌーン、いやｂｉｏクラフトが地球人に隠しておきたいもの」

「あの子たちが地球侵しん略りやくでも企たくらんでいると言うんですか？」

　呆あきれたようにそう問う桜子だが、アーネチカはすぐに首を振ふる。

「いんや、それはないね。その気になれば、ｂｉｏクラフト一隻せきだけで地球は壊かい滅めつするわね。他に何か、きっともっと切実な理由……。そしてそれは、今のイモータルヌーンと他の三人の姉妹との関係にも影えい響きようしている。まぁこれは直感だけどね」

「確かにティセはイモータルヌーンと距きよ離りを置きたがってるな」

　広大の言葉に桜子も肯うなずく。

「そうね。ティオも、姉たちを避さけてる。その中でも特に、イモータルヌーンには思うところがあるようね」

「ただの姉妹ゲンカじゃねえの？」

　アンリはそう言うが、アーネチカは真しん剣けんな顔でまた頭を振る。

「そうかも知れないけど、あの子たちはｂｉｏクラフトの中で特別な地位を持っているのよ。地球人だって王おう侯こう貴族や政治家の兄弟ゲンカ、姉妹ゲンカが戦争に発展する事だってあるじゃないのよ。見過ごすわけにもいかんでしょう」

　そして桜子の方へ視線を戻もどすとアーネチカは言った。

「ねえ、桜子ちゃん。あなたと契けい約やくしているｂｉｏクラフト、トランクルナイトの事を考えると、私たちと一いつ緒しよに行動する方がお得よん♡」

　なるほど、これは見た目以上にしたたかな所があるな。広大はアーネチカの口ぶりに舌を巻く。天才科学者だからというよりは、それが理由で子供の頃ころから大人社会で生きていた故の、人あしらいのうまさだろうか。とにかく桜子も徐じよ々じよにアーネチカのペースに填はめられて来ている。

「そ、それはまぁ……」

　珍めずらしく口ごもる桜子に、もう一ひと押おしと見たかアーネチカは畳たたみかける。

「あとね、桜子ちゃんは地球人がｂｉｏクラフトとの共生するに値するかどうか。それを見極めたいんでしょう？　それは実は私も同じなのだよ」

　意外そうな顔をする桜子に、アーネチカはアンリの方へ頭を巡めぐらせる。

「ほら、アンリ。例の話！」

「あ、あぁ。そうだった」

　思い出したように一つ咳せき払ばらいをしてからアンリは言った。

「いや、実はな。ＵＮｂＡＲで行動に問題のあるｂｉｏパートナーに対処する機関を作る構想があるんだ。要するに逢瀬、いまお前さんが一人でやってるような事を、ＵＮｂＡＲのお墨すみ付きでやろうってわけだ。俺が今回、日本に来たのもその設立準備の為ためでな」

「そそ、つまり正義のｂｉｏクラフト戦隊というわけさね」

「私とティオがやっているのは、そういう事じゃありません」

　横で聞いていた広大は、桜子のその言葉に自じ虐ぎやく的てきなニュアンスを感じた。

「でも情報は手に入るよ」

　にやりと笑いアーネチカは桜子に決断を促うながす。

「そろそろ一人で、いやトランクルナイトと二人でやるのに限界感じていたんじゃないの？　さもなきゃ今日、ここへ来ないでしょ」

「それは……」

　桜子は視線を逸そらせて言葉を濁にごす。そんな桜子の様子に広大も口を開いた。

「桜子ちゃん、俺からも頼たのむ」

「だから、そんな馴なれ馴れしく……」

　迷っているのだろう。いつもよりも口調が弱く、言葉が消え入る。それを見て広大は続けた。

「確かにイモータルヌーンの事も気がかりだし、何かあるとは思ってる。でもそれ以上に、俺はティセをティオに会わせてやりたい」

　意外な言葉だった。桜子は驚おどろいたように目を瞠みはり広大を見つめる。

「ティオも本当はお姉さん達に会いたいと思ってるんじゃないのか？　そうじゃなきゃ、君は今日ここへ来てないはずだ」

　そうだ。そうなのだ。情報が欲しいとか、ｂｉｏクラフトと人間の関係とか、全てはみなティオの為。ただティオの為に何かしてやりたいと思っているだけなのだ。

　桜子はそう考える。

　そして、それはきっと……。

「分かったわ」

　桜子は言った。

「でもあまりふざけた真ま似ねには巻き込まないでください」




「ＵＮｂＡＲの公式発表が出ました」

　ＨＥＬＬＯのロング代表は腹心のショートからその資料を受け取り、ぞんざいに目を通す。父の代からロング一族に仕えているショートは、情報に対する現当主の思し慮りよの足り無さに、いささか辟へき易えきとしながら口頭でも報告する。

「ＵＮｂＡＲが全面協力した映画を現在、撮さつ影えい中。目もく撃げきされた正体不明のｂｉｏクラフトは、その撮影の為特別な改装を受けたものだそうです。ここまで東京で撮影が行われていたのは伏ふせられていましたが、マスコミに情報が流れ発表に踏ふみ切きったと主張してます」

「ふふん、笑わせる発表だ。どうかね、君の意見は」

　ｂｉｏクラフト嫌ぎらいのロング代表は、珍しくご機き嫌げんな様子で彼に話しかける。ｂｉｏクラフト排はい斥せきを目的とするＨＥＬＬＯ本部代表室に居るには、もっとも不適格な存在。ｂｉｏクラフトの千のサウザンド迷宮メイズイスは、ロング代表の言葉に薄うすく笑う。

「ふふふ、そうだね。笑わせてくれるというのは僕も同感だよ」

　来客用のソファに座りサウザンドメイズィスはそう答えた。

「ＵＮｂＡＲは一週間後に、撮影に協力してくれるｂｉｏクラフトによる軌き道どう上ロケを敢かん行こう。その際にマスコミ代表を招待するそうです。これで一気に事態の沈ちん静せい化かを図るつもりのようですな」

　ショートの言葉にロングは肯うなずく。

「まぁいい。結果的にはいぶり出す事は成功したようなものだ。あとはそのマスコミの目の前で……」

「貴族パトリシヤンの真の姿、真のｂｉｏクラフトの姿を明らかにするように仕向ければいい。そうすれば地球人も怖おじ気けづいて、僕らとの共生関係なんて無理と思うだろうね」

　勝手に自分の言葉の後を続けられてロングはいささか不満げにサウザンドメイズィスを睨にらむ。しかしここでサウザンドメイズィスを叱しつ責せきしても意味はない。この作戦にはサウザンドメイズィスと、地球人との共生関係に反対するｂｉｏクラフトの一派『アミークス』の協力が不可欠なのだ。そして全てがうまくいけば、アミークスとも手を切れる。向こうもまたそれを望んでいるのである。

「くどいようだが、念のためにまた確認させていただこう。貴族の真の姿が現れても、地球には悪あく影えい響きようはないのだな？」

「それは大だい丈じよう夫ぶ」

　サウザンドメイズィスはロング代表の言葉に答える。

「自分たち以外の知的生命体を傷つけない。それは僕らｂｉｏクラフトでは最優先される事だからね。でも貴族の真の姿を見れば、良くも悪くも地球人の価値観はひっくり返るよ」

　鷹おう揚ような口の利き方がロングの癇かんに障さわるが、それもあと少しと思い不満を抑おさえ込む。そんなロングの神経をさらに逆なでしたいのか、サウザンドメイズィスは続けた。

「ところで、君たちにあげたあのオーグメントクラフトだけで大丈夫？　何だったら少し手を貸してやろうか？」

「馬ば鹿かにするな」

　堪たえきれなくなったのか、苛いら立だたしげにロングは言い放った。

「すでにあのオーグメントクラフトは、我々の手で充じゆう分ぶんな改装がしてある。もはや君たちの……」

　しかしそう言うロングにショートが何事か耳打ちしていた。最初は渋しぶい顔をしていたロングだが、何度か首しゆ肯こうするうちにショートの進言に納得したようだ。

「すまん、撤てつ回かいだ。少し手を貸して欲しい。我々としても、虎とらの子のオーグメントクラフトを失うわけにはいかない」

「僕らを地球から追おい払はらった後の事もあるからね」

　そう皮肉ってみせるサウザンドメイズィスに、ロングは憮ぶ然ぜんとした顔を向けるだけで何も答えなかった。




「そんなわけで！」

　アーネチカは予告編を上映していた部屋に、広大とアンリそして桜子を連つれ戻もどしていた。

「改めて紹介しよう！　ここが我らｂｉｏクラフト戦隊の作戦司令部なのだ!!」

　その言葉と同時に、作業員が周囲に張ってあったシートを一いつ斉せいに剥はがしにかかる。シートの下から現れたのは、コンピュータやその操作卓コンソール。そして各種のモニターだ。

「おお、すげえ」

「なかなか格好いいわね」

　アンリは素直に感心、恵子も満足げだが、広大には気がかりな事があった。

「なんか、これ……。妙みように古めかしくないか？」

　広大の指し摘てきの通りだ。コンピュータのデザインやモニターが何か古い。なにしろコンピュータにはオープンリールのデータテープが取り付けられており、挙げ句の果てには穿せん孔こうテープをはき出し始めているのだ。

「確かにこれはフェニックスネストの指令室というよりは、むしろ科特隊指令室ね」

　そう言う恵子だが、悪い気はしていないようだ。

「あ～～、それはただの飾かざりだから。特に意味はないよ。中身は最新式のスパコンだしね」

　にやにやと笑いながらヒュージンが教えてくれるが、アーネチカは不満なようだ。

「何を言う！　このスタイルが大切なのだよ、スタイルが。それに見ろ、この穿孔テープを！　この穿孔テープを読むのが通というものなのだ！」

「そんな通、いらねえよ」

　一度は感心したアンリも、さすがに呆あきれたようだ。しかしアーネチカはさらに暴走を続ける。

「東京に秘密基地を作ると聞いた時、本当は千代田区霞ヶ関一番地一号にばかでかい塔とうを建ててだな、その上に円えん盤ばん形がたの本部を載せていざという時には脱だつ出しゆつできるようにしたかったさね」

「やれば良かったじゃないの」

　けしかける恵子を広大はたしなめる。

「いや、それじゃもはや秘密基地じゃないし」

　しかしアーネチカが断念したのは、そんな真っ当な理由ではないらしい。

「うむ、本当はやりたかったのだが、それだとせっかくのかっこいい宇宙船がオープニング以外に登場しなくなるからな!!」

「なるほど、それは大問題ね！」

　傍はたから見るとアーネチカと恵子がなんで盛り上がっているのか見当も付かない。

「まぁウルトラマンタロウはともかくとして、桜子ちゃんが戻ってくれて良かったよ。本当に一時はどうなる事かと思ったね」

「もうすでに戻ってきた事を後こう悔かいしています」

　エレベーターの中で一いつ瞬しゆん、見せた切れ者振ぶりはどこへやら。先程までのノリに戻ってしまったアーネチカをうんざりとした顔で見ながら桜子は言った。

「これで五人だからな！」

　五人……。はッ、しまった！

　アーネチカは大の特とく撮さつオタク。すでに特撮番組を見なくなって久しい広大も、この人数が意味する事くらいは分かる。しかし抗こう議ぎを口にする前に、アーネチカが広大を指さし叫さけぶ。

「ｂｉｏレッド、大空広大!!」

　そして次に恵子。

「ｂｉｏイエロー、高たか科しな恵子!!」

　今度は桜子。

「ｂｉｏブルー、逢瀬桜子!!」

　さらに静花。

「ｂｉｏピンク、上温湯静花!!」

　最後にアンリ。

「ｂｉｏブラック、アンリ・ウー!!」

　止とどめに自分を指さしてアーネチカは言った。

「そして私の事はあーちゃん司令と呼ぶように!!」

　何が起きたか分からずにいた広大たちだが、一番最初に恵子が我に返って抗議する。

「ちょっと待ってよ！　ｂｉｏってスペルはバイオと同じだし、それだと初代イエローは思い切り死亡フラグじゃないの!!」

「っていうか、俺がレッドだろう。常識的に考えて!!」

　アンリも思わず抗議するが、広大や静花、そして桜子、アイシャの冷たい視線に、自分の妙にノリが良い所を露ろ呈ていしてしまった事を悟さとる。ばつの悪い顔で椅い子すに座り直すが、アーネチカは容よう赦しやなく反論してきた。

「なにおう！　格かく闘とう技ぎ使いは普ふ通つうブラックだろう!!」

「でも五人は中ちゆう途と半はん端ぱですね」

　少し落ち着きを取り戻したのか、ティセはティルにそう話しかける。

「そうだね、お姉ちゃん。やっぱりこういうのは四人だよね」

　そんな二人の会話を耳にしながら、桜子は座っていた椅子から立ち上がる。

「……帰りましょうか、静花さん」

「そ、そうですね。桜子さん」

　少し強張った笑いを浮うかべ、静花も座っていた椅子から立ち上がった。
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《ＰＨＡＳＥ―０３：０４　囀さえずり～Chirping～》







　広こう大だいたちが北綾グラウンドでアーネチカから愉ゆ快かい映画の予告編を見せられて一週間ほど後、ようやく組まれていたセットの周囲にあったフェンスが撤てつ去きよされた。その向こうから現れたのは、これまた昔のＳＦ映画や特撮番組に出てくる研究所や秘密基地のような建物。もっとも規模はせいぜい一戸建ての三階住宅という程度である。

　ＵＮｂＡＲ全面協力で製作されている愉快映画こと『恒こう星せい大戦争』の中では、謎なぞの宇宙人に対たい抗こうする地球側レジスタンスの拠きよ点てんという設定であり、あとからＣＧで周囲の光景を合成するそうだ。

　今日はセットのマスコミへの公開と共に、スタッフ、キャストの会見。そしてｂｉｏクラフトを使い、地球の衛星軌き道どう上で戦せん闘とうシーンの撮さつ影えいが行われる。衛星軌道上での撮影には、マスコミも同行する予定なのだ。




「やぁ、なかなか盛せい況きようだね」

　そんな事を言いながら内うち山やま田だが広大と恵けい子こに声を掛かけてきた。広大たちはセットの周囲に群がるマスコミから、少し距きよ離りを置いたところで様子を見守っているところだ。

「盛況というか、何というか……」

　広大は困こん惑わくしながら周囲を見回す。

「朝っぱらからこんなに人を集めちゃっていいんですか？」

　北綾グラウンドに作られた映画セットの周囲には、百人は軽く超こえるマスコミ関係者が集まっていた。さらにそれを取り巻くように野次馬の群が幾いく重えにも形成され、警備員が取材に支障がないよう警けい戒かいしている。グラウンドの入り口には、かき氷や焼きそばの屋台まで出ている始末だ。

　北綾グラウンド周辺の道路には中ちゆう継けい車しや輌りようが停まっており、上空には例によってヘリが飛び回っている。もっとも今回、ヘリは取材目標が定まっていると見えて、北綾グラウンドの周囲を一定の距離をおいて旋せん回かいしているだけだ。

「周りに住んでいる人たちは、偉えらい迷めい惑わくだな」

　広大はそうため息をついた。

「あぁ、そうだ。周りに住んでいるで思い出したけどね、大おお空ぞらくん。それと高たか科しなくん」

　内山田は広大と恵子に、北綾グラウンドのすぐ側に立つマンションの方へ顎あごをしゃくる。

「僕はあそこに住む事になった。夏休み中に引っ越しだ」

　そして二人の方へ顔を寄せると、少し声を潜ひそめて続ける。

「あそこなら、地下の特別分室にも近いだろう？　いざとなったらすぐに駆かけつけられる」

「秘密司令部じゃないんですか？」

　そう尋たずねる恵子に内山田は苦笑して答えた。

「あーちゃん司令は不満たらたらのようだけど、ＵＮｂＡＲの正式名めい称しようは『日本支局特別分室兼けん科学部』だ。役割上、あんまり勇ましい名前を付けるわけにもいかないんでね」

「まぁ、それはそうでしょうねえ」

　嘆たん息そくしながらも広大は考える。アーネチカはイモータルヌーンが何か隠かくしていると言っていたが、内山田は何をどこまで知っているのだろうか。ドリルに懐かい柔じゆうされている傾けい向こうはあるものの、ティセはアーネチカを良い人と評しているのとは対照的に、内山田には警けい戒かい心しんを抱いだいているようだ。

　まぁいい。何かあればアーネチカの方から内山田に話してくれるだろう。見た目からは想像も出来ないが、あれでいてなかなか人のあしらいはうまいのだ。もっとも内山田が相手では、文字通り狐きつねと狸たぬきの化かし合いになりそうだが。

「それで、今日は？　妹さんたちは来てるのか」

　内山田が言う妹とは、ティセの二人の妹、ティルとティオの事だ。

「いえ、今日は来ていません。今のところ新型ダミーシェルは一つしかないし、静しず花かちゃんは習い事。桜さくら子こちゃん達は、まだ距離を置きたいと言ってますから」

　広大はそう説明する。

「一応、軌道上ではアンリが待機しています。アイシャは秘密基、じゃない特別分室の方に。それとティセは……」

　その時だ。セットの方から拡声器を通してひずんだ声が響ひびく。

「え～～、報道の皆みなさま。本日はお集まりいただきありがとうございます」

　映画会社から派は遣けんされたスタッフの声だ。

「そろそろ分室の方へ移動した方がいいですかね？」

　広大がそう尋ねるが、内山田は単なる野次馬のように、人ひと垣がきの上からセットの方をのぞき見ながら答える。長身だけに少し背せ伸のびすれば、セット前のひな壇だんが見て取れるようだ。

「いや、まだいいんじゃないかな。もうちょっと見物して行こうよ」

　妙みように楽しげな内山田に広大は嘆息する。会見はスタッフ、キャストの紹しよう介かいに移っていた。もっとも共にこれと言って目玉と言えるようなビッグネームはいない。この映画の最大のセールスポイントは、ＵＮｂＡＲ全面協力による宇宙ロケ。そして撮さつ影えいにｂｉｏクラフトが参加するという事なのだ。

「それでは皆さまもこちらに注目されている事でしょう。今回の事実上の主役、ｂｉｏクラフト演じる、宇宙戦艦旭天に登場していただきます」

　そんな空気を読んだのか、進行役の映画スタッフがそう言った時だ。夏の青空が突とつ然ぜん、暗くなる。詰つめかけていた取しゆ材ざい陣じんと野次馬の間からどよめきが上がり、誰もが一いつ斉せいに空を見上げた。

　そこには艦かん首しゆのドリルをゆっくりと回転させながら降下してくる宇宙戦艦旭天こと、ＥＳフレーム装備の『グロリアスドーン』があった。どうやら今までグラウンド上空で量子ブラインドを展開して待機していたようだ。

　全長は約一〇〇メートル。野球場にテニスコート、プールも併へい設せつしてある北綾グラウンド上空なら問題なく滞たい空くうできる。しかしこうして頭上に出現されると、その威い圧あつ感は相当なものだ。

「一〇〇メートルの物体が空飛んでいるって、案外すごい事なのねえ」

　今いま更さらのように恵子が感心したように言うのも、広大には分かるような気がした。もっとも隣となりで上空を仰あおぎ見みていた内山田は別の所に着目していたようだ。

「ははは、実物は初めて見るけど、これはなかなか趣しゆ味みの世界だね」
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　笑いながらそう言うのは、アーネチカの趣味丸出しのレトロ特とく撮さつ風デザインの事だろう。もっともそれを見て、趣味の世界のひと言で済ませる内山田も、なかなか得難いセンスの持ち主なのは確かだ。

　突然の出現に驚おどろいた取材陣と野次馬だが、少し落ち着くと内山田が趣味の世界と称しようしたデザインセンスに目がいく。

　先せん端たんのドリルはｂｉｏクラフトに特有の装備故、今更なにを言うまでもない。しかしどう考えても空力学的に無意味どころか、明らかに足を引っ張っていそうな主しゆ翼よくに加え、所々に突つき出す意味不明のパーツ。そして昔、どこかで見たようなデザイン。

　はじめはそのデザインの意図が分からず、首を傾かしげていた取材陣だが、野次馬の中にいた子供たちが、口々に特撮番組に登場するメカの名を上げて行くと、徐じよ々じよに失笑を洩もらし始めた。

　その頃ころ合いを見計らったか、突然、司会を務めていたスタッフからマイクを奪うばうものがいた。

「あーちゃん司令、降臨！　満を持して!!　さぁ、良い子＆良いマスコミのみんな、あーちゃん司令デザインの宇宙戦艦旭天はどうかな？　もちろん旭天は中に入ってるｂｉｏクラフトの人により自力で飛んでいるのだ。ワイヤーで吊つっているわけではないぞ！」

「ちょ、ちょっと待ってください。シギイワート博士のご紹介はこの後……」

　司会者が慌あわててマイクを取り戻もどそうとするが、むろんアーネチカはそうやすやすと離はなしはしない。『オタクはすぐに語りたがる』というのは、万国共通なのである。

「大体、昔の特撮だからと言って無む闇やみに映像を修正するのは良くないとあーちゃん司令は思うのだ！　轟天号だってワイヤーで吊ってるのではないのだ。あれは超ちよう長ちよう波はアンテナなのだ。昔のホビージャパンにもそう書いてあったしな!!」

　そして『オタクの語りはすぐに脱だつ線せんする』というのも万国共通なのだ。

「ははは、独演会だねえ」

　すっかり他人事のように楽しんでいる内山田に構わず、広大は恵子に向かって言った。

「そろそろ分室に入って準備しておこうか」

「そうね」

　広大と恵子は野次馬の列からそろそろと離れ、分室へ繋つながるエレベーターが隠かくしてあるテニスコート脇わきの更こう衣い室しつへ向かった。

「しかし吊りは日本の伝統芸と格言もあるし、私はそれを否定するわけではないのだ！　キングギドラのあのアクションが吊り以外では再現できないように……」

「博士、シギイワート博士!!」

　マイクを独どく占せんしたままアーネチカの独演会は続いた。




「そろそろ始まる頃合いだね」

　サウザンドメイズィスは言った。

「軌き道どう上には一体、ビショップ級が待機しているという話だよ。名前は『ステディレクブレイション』、まぁそれなりに出来る方だね」

「いよいよ我々の手で改装されたオーグメントクラフト『ウーヌム』の能力が、どこまで本当のｂｉｏクラフトに通じるかどうか。それが分かる時が来たのだな」

　そう言うロング代表は少々落ち着かぬようだ。椅い子すから立ち上がり、ＨＥＬＬＯ代表室をうろうろと歩き回り始める。

「しかし今回はあまり過度な期待をせぬ方がよろしいでしょう。グランデッツァも、取とり敢あえずシステムを再現できただけと言ってますから」

　ショートの言葉にロングは苛いら立だちを隠せぬように答える。

「それは分かっている。しかし『ウーヌム』はいわば地球製ｂｉｏクラフトの第一号だ。期待せぬわけにはいくまい」

　しかし言葉とは裏腹にロングは不安を隠しきれない様子だ。一方、サウザンドメイズィスはロングのその言葉を皮肉る。

「ふ～～ん、地球製ｂｉｏクラフトか。これはまた大きく出たね」

　ロングはむっとしてサウザンドメイズィスを睨にらみ付けるが、出来る事はせいぜいその程度。確かにサウザンドメイズィスの言うことももっともなのだ。

『ウーヌム』はサウザンドメイズィスから供きよう与よされたオーグメントクラフトを、アミークスに所属するｂｉｏクラフトの協力により改装した物。すったもんだの挙句、名めい称しようは無難にラテン語で『１』を表す『ウーヌム』に決定したのだ。

　さらにＨＥＬＬＯは二隻せき、三隻目のオーグメントクラフトの提供を受けていた。『ドゥオ』『トリア』と名付けられたそれらも、現在改装中である。

「まぁ大だい丈じよう夫ぶだよ。彼らは『ウーヌム』を攻こう撃げきできない。それに二人ほど協力者を募つのって、護衛に当たらせているし、もう一人切り札がいる」

　そう言うとサウザンドメイズィスは座っていたソファから立ち上がりドアの方へ向かう。

「でもこれは考えてみると、グランデッツァとシギイワート博士の争いだね。どちらがよりｂｉｏクラフトの技術を理解しているのか。なかなか見物だよ。そんなわけで……」

　ドアを開き、頭を巡めぐらせてサウザンドメイズィスはロング達に言った。

「僕は上で高みの見物とさせていただくよ。経過は、まぁ君たちの方にも伝わるようになってるしね」

　そしてドアが閉じられた。ロングは執しつ務む机づくえに戻ると、厳しい表情のまま黙だまり込む。

「あまり心配なさる事もありますまい、代表。なにしろｂｉｏクラフトは人間を攻撃できません」

「それはお互たがい様さまだ」

　ショートの言葉にロングは吐はき捨すてるように言った。その態度にショートは少なからず困こん惑わくを覚えたようだ。

「しかし代表、それは最初から承知のはずではありませんか？」

「無論、分かっている。だが常に最悪の事態……、犠ぎ牲せいが出た時の事は想定しておかねばなるまい。ＵＮｂＡＲに全ての責任を押おしつけるわけにもいかんからな」




「重力子ホイール、出力安定。随ずい伴はんｂｉｏクラフトによると、目標はまもなく離り陸りくするとの事です」

「うむ、そうか……」

　ＨＥＬＬＯから『ウーヌム』を預けられた退役軍人ブライアン元アメリカ空軍少しよう佐さは、緊きん張ちようした面持ちで肯うなずく。彼は元々スペースシャトルのパイロットを目指して訓練を受けていたのだが、ｂｉｏクラフトの出現による計画の一時凍とう結けつの為ため、その道を閉ざされたのだ。結局ブライアンは軍を辞め、民間機パイロットへ転職。そこをＨＥＬＬＯからスカウトされた。もっともアメリカ合衆国はその後、宇宙開発計画を再開。彼の後こう輩はい達もスペースシャトルや、その後こう継けい宇宙機のパイロットとして訓練を受けているのだから皮肉な物だ。

　しかしブライアンは今のところに限って言えば、自分の境きよう遇ぐうを悔くいては居ない。なにしろこうして、人類の手により改装された最初のオーグメントクラフト『ウーヌム』の艦かん長ちようを任されたのだ。一度は諦あきらめた、自らの眼で青い地球を見るという夢。いまその夢が叶かなえられたのである。『ウーヌム』の狭せまいブリッジに申し訳程度に取り付けられた小さな窓から覗のぞく地球の青を見ると、やはり深い感かん慨がいを覚える。

　一いつ般ぱんには公開されていない事実だが、ＨＥＬＬＯの目的が達成されれば、彼らは英えい雄ゆうとして讃たたえられるだろう。

　ただその前に一つ気がかりな事があるのだ。

「艦長、向こうのｂｉｏクラフトは……」

　三人いる乗組員の一人がそう言いかけるが、ブライアン艦長は反射的に口を開いてしまう。

「大丈夫だ、ｂｉｏクラフトは人間を攻撃できない！」

　しかし乗組員が聞きたかった事はそれではない。頭を振ふってから言い直す。

「いえ、そうではなくて……。向こうのｂｉｏクラフトも、改装されたダミーシェルに人間を、取材のマスコミを乗せているそうじゃないですか。こちらの杭型衝角パイルラムが直ちよく撃げきしても、大丈夫なんですかね」

「忌いま々いましい事だが……」

　そう前置きしてからブライアン艦長は言った。

「グランデッツァが言うには、パイルラムではｂｉｏクラフト本体はおろか、ダミーシェルにも傷一つ付ける事が出来ない。それは分かっているはずだろう」

　まだまだ地球人とｂｉｏクラフトの技術は、天と地ほどの差があるのだ。オーグメントクラフトに取り付けられたこのコクピット内も無重力。ｂｉｏクラフトのように自在に重力場を作り出す事などまだ夢のまた夢。

「我々の目的は、向こうのｂｉｏクラフトを追おい詰つめる事。そうすれば……」

　後の言葉を濁にごす。東京近辺に潜ひそんでいるｂｉｏクラフトは、恐おそらく貴族階層パトリシヤンと呼ばれるもの。そしてその『真の姿』が明らかになれば、地球人の多くはｂｉｏクラフトとの共生関係を考え直すに違ちがいないと推測されている。それはブライアン艦長も知っていた。しかしその『真の姿』とやらが何なのかは教えて貰もらっていない。また想像も付かないのだ。

　有人に改装したオーグメントクラフトでｂｉｏクラフトを追い回し、追い込むとは、いわば人間を攻こう撃げきできないという点を逆手に取り、自らを人質としているようなもの。

　ｂｉｏクラフトが人間を攻撃できないとしても、改装したオーグメントクラフトの安定性や、ＨＥＬＬＯに協力するグランデッツァのアイディアになるパイルラムの信しん頼らい性せいなど不安は山積みなのである。

「大だい丈じよう夫ぶだ、心配する事はない」

　自分に言い聞かせるようにブライアン艦長は言った。

「『ウーヌム』はこのまま待機」




「あ～～、まったく。なんでこんな格好せんといかんのや！」

『グロリアスドーン』のＥＳフレーム、撮さつ影えい中の現在は宇宙戦せん艦かん旭天内にある控ひかえ室しつで、クイックストーンは思わずそう嘆なげいた。

「なによ、よく似合ってるじゃないの」

　恵子がそう評するのは、クイックストーンが身につけている、身体にぴったりとフィットした銀のコスチューム。一九五〇～六〇年代ＳＦ映画に登場する宇宙パイロットや宇宙人が身につけている、いわゆるスペースルックというものだ。

「ま、その程度で済めば安い物でしょう」

　アイシャが澄すました顔で言った。

「これでＵＮｂＡＲからも、今までの行こう為いについてはおとがめ無しになるのですからね」

「そ、そ。私と広大は、あんたのせいで下手すれば死ぬところだったんだから！」

　恵子とアイシャは容よう赦しやなくクイックストーンを責め立てる。

　ｂｉｏクラフトが撮影に協力してくれると称しようして、新型ダミーシェルことＥＳフレームを付けた『グロリアスドーン』を公開。取材に来たマスコミ、映画の観客をいわば目もく撃げき者しやにしてしまう。ちゃんと機能する一本衝角を装備しているのだから、宇宙戦艦旭天号の下に隠かくれているのが、貴族階層のｂｉｏクラフトとは思うまい。しかしティセ本人を、このｂｉｏクラフトのホロン体として紹介するわけにはいかない。

　そこでクイックストーンに白羽の矢が立ったわけだ。サイレントカレント達、アミークスと接せつ触しよく、単独で戦せん闘とうモード起動を行っていた過去の経けい緯いを水に流す代わりに、今回のプロジェクトに協力しろというわけである。

　こうなるとクイックストーンとしても断るわけにもいかない。今いま更さらアミークスには接触できず、また新たな契けい約やく者しやも見つからない。結果、履り歴れき書しよを偽ぎ造ぞうしてコンビニでバイトしている最中なのである。

　すり寄って置いた方が得策と判断したクイックストーンは、アイシャから持ちかけられたこの話に乗ったのだ。ただしバイトも有る為、顔は出さず、偽ぎ名めいで通す事になった。

「お～～、似合うね。やっぱりこういうのは、ばいんばいんじゃないと話にならんさね」

　コスチュームの確認の為、更こう衣い室しつに入ってきたアーネチカは、クイックストーンを見るなり満足げにそう言った。そして恵子の方にも頭を巡めぐらせて続ける。

「どう？　恵子ちゃんもやる？」

「いえ、私はただデカいだけじゃないですから」

「なんやねん、その断り方は！」

　思わずクイックストーンが声を上げるが、その前にアーネチカが手にしたゴーグルを差し出す。

「はい、あとこれ付けて。打ち合わせ通り、クラスはポーン。名前はストウ・クイックグラベルという事にしたから。あとは適当に話、合わせておいて」

「いや、そんな簡単に言われても……」

　そう言っている間に、女性マネージャーがドアの向こうから声を掛かけてきた。

「クイックグラベル、そろそろインタビューの時間ですよ」

「あ～～、はいはい。行きます、行きます。行けばええんやろ」

　ぶつくさと言いながらもクイックストーンは、やはり昔のＳＦ映画に出てくる宇宙人を思わせるゴーグルを付けて出て行った。

　後から恵子とアイシャ、そしてアーネチカも更衣室を出て、インタビューの行われる会場へ向かう。ＥＳフレーム内でも、ｂｉｏクラフトのキャビン同様、ちゃんと一Ｇの重力は作用している。三人は地球上と同じようにインタビュー会場へ歩いて移動した。

　全長一〇〇メートルのＥＳフレームの中は、セイル部分を中心に人が乗れるフロアをいくつか確保してある。インタビューが行われているのは、そんなフロアの一つ。余り広くはないが、それでも学校の教室くらいはある。そこに抽ちゆう選せんの結果、搭とう乗じようを許された取しゆ材ざい陣じんが二〇人ほど待機していた。

「それでは今回の撮影に協力してくれた、ｂｉｏクラフトの『クイックグラベル』です！」

　司会者に促うながされてクイックストーンは、フロアの前に設けられた壇だん上じように上がる。

「は～～い、いまご紹しよう介かいに与あずかりました『クイックグラベル』で～～す！　ストウと呼んでくださ～～い!!」

　普ふ段だんとはまったく違う、媚こび媚びの口調でクイックストーンは自己紹介した。その姿に恵子とアイシャは思わずずっこけそうになってしまった程だ。

「にゅふふふふ、なかなかどうして役者じゃないのさ」

　アーネチカはクイックストーンの演技に笑う。

「ま、まぁこれで彼女がクリス早はや石いしとは誰も思わないでしょうねえ」

　アイシャは頭痛を我が慢まんするように、こめかみを押おさえてそうぼやく。

「それで広大くんは？　キャビンの方に行ってるの？」

「うん。一応、アンリが撒まいた標的用プロップを確認してるみたい」

　恵子はアーネチカにそう答える。先に軌き道どう上に上がっていたアンリは、これから行われる撮影の為ため、標的となるプロップを配置していたのだ。ＥＳフレームを装備した『グロリアスドーン』はそれを敵に見立ててアクションを行い、あとからプロップにＣＧで敵宇宙船を合成する手はずになっている。

「撮影の前には、クイック……。じゃない、ストウは引っ込めないとね」

　そう言ってアーネチカは、インタビューを受けているクイックストーンへと視線を戻もどす。

「ところでストウさん、ｂｉｏパートナーは誰ですか？」

「恥はずかしいから秘密でぇ～～す」

「え～～、いいじゃないですか。教えてくださいよ～～！」

「駄だ目めでぇす。彼のプライバシーもありますから」

「お、すると男性なんですね」

「いやぁ～～ん、ばれちゃったぁ♡」

「ノリノリじゃん……」

　その様子を見ていた恵子も、さすがに呆あきれたような顔でつぶやく。その時だ。恵子の服のポケットから広大の声が響ひびいた。

「おい、恵子。変な事になったぞ」

　恵子は慌あわてて取材陣に背を向け、ｂｉｏカードを取り出す。

「ちょっと広大！　いまこれで連れん絡らくするのはまずいわよ」

「だって他に連絡手段ないし……。博士は近くにいるか？」

「あーちゃん司令と呼ぶように！」

　アーネチカはそう要求してから、自分のｂｉｏカードを取り出す。

「直接、連絡すればいいじゃないのさ」

「あ、そうだったか。すいません、不慣れなもんで……。って、ちょっと変なんですよ。あーちゃん司令。ティセが近くに誰か隠れていると言ってます」

「誰か隠れてる？　ｂｉｏクラフト？」

「ええ、多分。アンリも同じことを言ってます。撮さつ影えい用に撒いたプロップの一部が、行方不明になったらしいんです。誰かが張ってる量子ブラインドの中に紛まぎれ込んだとしか……」

「ん、分かった。それじゃ私は司令室に移動する。取とり敢あえずインタビューは切り上げさせるわ。んで、取材陣にはこれから起きる事は、撮影の一いつ環かんだって言っておく。まぁそれでどこまで言いい逃のがれできるか分かんないけどね」

「言い逃れできると有り難いんですけどね」

　広大はうんざりとした口調でそう言った。




「どうやら接せつ触しよくしたのは、撮影用のプロップのようです。約五メートル程の円えん盤ばん。どうやら白い紙か布製と思われます」

「この軌道なら、すぐに大たい気き圏けんへ突とつ入にゆうして燃もえ尽つきるだろうし、地球の環かん境きように配はい慮りよしているのだな」

　ブライアン艦かん長ちようは本気とも冗じよう談だんともつかぬ口調でそう言った。

「これで向こうに我々の存在が察知されてしまったと思ってよい」

「随ずい伴はんしているｂｉｏクラフトから連絡です。ビショップ級はあの二隻せきで何とか押さえてくれるそうです。その間、我が『ウーヌム』は偽ぎ装そうｂｉｏクラフトに接近せよとの事です」

「了りよう解かいしたと伝えろ。ただし作戦開始のタイミングはこちらから指示する」

　そう答えてブライアン艦長はヘルメットの気密をチェックする。もともとオーグメントクラフトは人が乗るようには出来ていない。無理矢理取り付けたブリッジも、ちょっとした衝しよう撃げきで壊こわれ、放り出されたりするかも知れない。注意するに越こした事はない。

「接近するぞ」

　ブライアン艦長は慎しん重ちように操そう縦じゆう桿かんを操作する。オーグメントクラフトの推進システムについては皆かい目もく見当がつかないが、基本的な制御系けいに関してはある程度の解かい析せきが進んでいる。それを元に、人間の手で操縦する事が可能になったのだ。もっともそれも加速、減速、そして単純な移動がやっとだ。

「パイルラム、準備いいか？　作戦開始直後に一発目を使用するぞ」

　ブライアン艦長の問に乗組員は答える。

「いつでもＯＫです！」

「よし！」

　ブライアン艦長は『ウーヌム』をＥＳフレーム装備の『グロリアスドーン』へ接近させるよう操縦桿を操る。地球や人工衛星を巻き込んではいけない。『グロリアスドーン』と地球の間に『ウーヌム』が滑すべり込んだのを確認してからブライアン艦長は言った。

「作戦決行だ！」




「なに？」

　量子ブラインドに隠かくれていた二隻のポーン級がいきなり現れ、そして『ステディレクブレイション』へ向かっていく。しかし広大を驚おどろかせたのは、もう一隻、量子ブラインドに隠れていた宇宙船の方だ。

　ｂｉｏクラフトではない。特とく徴ちよう的てきなドリルが艦かん首しゆに装備されていないのだ。直線的な構造はオーグメントクラフトのものに間ま違ちがいない。しかしそれにしては様子が変だ。

　ドリルこそ無いものの、その艦首には杭くいを思わせる鋭するどく尖とがったパーツが顔を覗のぞかせているのだ。さらに艦かんの中央付近にはセイルを思わせる構造物、そしてその後ろには巨きよ大だいな車輪のような物が鎮ちん座ざしている。

「なんだ、これは？」

　広所恐きよう怖ふ症しようの広大は、一定の範はん囲いを二次元映像で映し出して貰もらっている。全方位の三次元と意識への直接リンクは、どうしても恐怖感が先立ってしまうのだ。

「よく分かりません。でも何か嫌いやな予感がします」

　接続シートに座ったティセは眉まゆをひそめ小首を傾かしげる。

「とにかく今は逃にげた方が……。ちょっと待ってください」

　ティセは何か気付いたようだ。接続シートから周囲の空間へと走る光のラインが、ティセの感情を伝えてくれるかのように明めい滅めつした。

「広大、困りました。あのオーグメントクラフトには人間が乗っているようです」

「何だって？」

「はい、乗ってます。多分四人くらいです。地球人の反応があります」

「ちょっと待て、ティセ。人間が乗ってるという事は……」

「はい。私たちｂｉｏクラフトは、あのオーグメントクラフトを攻こう撃げきできません」

　しまった、その手があったか！

　あのオーグメントクラフトは、ｂｉｏクラフトと地球人の共生に反対する組織ＨＥＬＬＯが送り込んできたものだろう。どうやってオーグメントクラフトを手に入れたか、今は分からないが、とにかくそれに人を乗せてきたのだ。そうすればｂｉｏクラフトは手を出せない。

「やり方が汚きたないぜ」

　さすがの広大も思わずそう呻うめいた。

「とにかく今は回かい避ひに専念したいと思います」

　ティセがそう言った時だ。広大はオーグメントクラフトの先せん端たんから覗く杭のようなパーツ周辺に異変を感じた。周囲が陽炎かげろうのように揺ゆらめくのだ。空気のない宇宙空間ではあり得ない現象である。

「ティセ、あのオーグメントクラフトの先端。あれ、なんだ？」

「よく分かりませんが、重力場の異変が確認できます。次元衝角ではありませんが、それのより原始的なものではないかと思います」

「そういう事はつまり……」

　広大がそう言った時だ。オーグメントクラフト先端に装備されていた金属製の杭のようなものが、一気に空間へと伸のびた。それと同時にオーグメントクラフトの映像が、たわんだ金属板に映るもののように歪ゆがみ、そして『グロリアスドーン』全体が揺れた。




「揺れた？」

「そんな、まさか……」

　地じ震しんにして見れば震しん度ど二から三程度の揺れだろうか。驚くほどもないはずだが、司令室に駆かけ込んでいたアーネチカとアイシャは愕がく然ぜんとする。

「これくらいどうって事ないでしょ？」

　怪け訝げんな顔の恵子にアイシャは言った。

「ｂｉｏクラフトは、少々の物理的衝しよう撃げきは吸収します。ｂｉｏクラフト同士の戦せん闘とうならいざしらず、オーグメントクラフト相手にこれだけの揺れがあるなんて……」

「まぁただのオーグメントクラフトじゃないみたいだし」

　そういうとアーネチカは、コンソールを操作して、目標のオーグメントクラフトの映像を拡大、再生する。完全に偽ぎ装そうが終われば、アーネチカの趣しゆ味み丸出しになるであろう、ＥＳフレームの司令室はまだコンソールといくつかのモニター、そしてシートがいくつかぞんざいに配置されているだけだ。

「うわ、ひょっとしてパイルバンカー？」

　モニターに再生された映像を見て恵子は思わずそう言った。オーグメントクラフトの先端に装備されていた金属製の杭が、一気に前方へ伸びると同時に画面は大きく歪み、『グロリアスドーン』全体に衝撃が走ったのである。しかし金属製の杭は完全にオーグメントクラフトから射出されたわけではない。艦全長の半分ほどもある杭は伸びきったものの、オーグメントクラフトに固定されているようだ。オーグメントクラフト後方に配置された車輪のようなものが回るにつれて、再び内部へ収容されていく。

「まぁ私もパイルバンカーの方が親しみやすいけど、グランデッツァはパイルラムと言ってたわね。重力波衝撃前線を作るシステムさね。これが超ちようすごく進化すれば、次元衝角になるんだけどね」

「グランデッツァ？」

　しかし恵子とアイシャはアーネチカが口にしたその単語に興味を引かれた。人名だろうか？　恵子とアイシャが顔を見合わせ首を傾げてもアーネチカは教えてくれなかった。

「あーちゃん司令！」

　広大の声が再びｂｉｏカードから響ひびく。

「ティセはあのオーグメントクラフトの中に人が乗ってると言ってるんだけど……。どうしますか？」

　アーネチカは広大の問にすぐ答える事はせず、まず自分のｂｉｏカードをコンソールのスロットに入れ、さらに並ぶスイッチを手際よく入れていく。すると映像が次々とモニターへと表示されていき、広大やティセの顔が映った。

「お、映った。これは便利だ」

　恵子が思わず感心する。

「まぁこれは予想の範はん囲い内ないさね。あのオーグメントクラフトはＨＥＬＬＯが送り込んできたもんでしょ。これに関しては私に考えがある。広大くん、ティセ。私が指示する場所に移動して」




「くそ、衝撃は思いの外デカいな。テストの時はここまで酷ひどくなかったんだが」

　ブライアン艦かん長ちようは首を振ふって受けた衝撃の影えい響きようを振り払はらおうとする。『グロリアスドーン』内では少し揺れた程度だが、『ウーヌム』内の乗組員は、すぐ側に砲ほう弾だんが爆ばく発はつしたかのような衝撃を受けていた。

「重力波衝撃前線は、前方にコヒーレントに発射されるんじゃなかったんですか？」

　乗組員の一人が今いま更さらのように不平を言った。

「何事も百パーセントというのはあり得ない。数パーセントの重力波が前方以外に発射されても、この程度の影響は出る」

「しかし艦長、これでは度重なる発射は不可能です」

　別の乗組員がそう進言するが、ブライアン艦長は間かん髪はつを入れずに答える。

「ならばもう一発くらいはいけるな」

「目標、我が艦かんの側面に回り込もうとしているようです」

　レーダーを監かん視ししていた乗組員が報告してきた。

　逃にげないのか？　ｂｉｏクラフトは人間を攻こう撃げきできるはずがない。側面に回り込む意味など無いはずなのに……。ブライアン艦長は『グロリアスドーン』の思わぬ行動に首を傾かしげた。

　まぁ、いい。今は目的を遂とげるだけ。『ウーヌム』のテスト、そして貴族階層のｂｉｏクラフトを追おい詰つめる事。

「第二射準備。重力子ホイール、チャージ急げ!!」




「にゅふふふふふふふ」

　アーネチカはにんまりとほくそ笑む。

「相変わらず気持ち悪い笑い方ですわね」

　アイシャはうんざりとした顔でそう言うが、アーネチカはむしろご満まん悦えつのようだ。

「まさかこんなに早くこの台詞せりふを言える事になるとは思わなかったのさね」

「台詞？」

「そう！　科学者、技術者である以上、この台詞を言うことは、一つの目標！　あるいは夢といっても過言ではないのだ」

　そう言ってアーネチカは司令室の天てん井じようを指さす。恵子はそこである可能性に思い至った。芝しば居い掛がかった態度で驚おどろいてみせる。

「はっ、まさかその台詞って……」

「そう、その通りだよ。恵子くん!!　この局面で言う台詞と言ったら一つしかないのだ！」

「するとやっぱり！」

「うむ、その通りだ！」

　何やら二人だけで盛り上がっている恵子とアーネチカはパッと手を取り合った。

「あの～～、なんでもいいからさっさとやって下さい」

　モニターの向こうから呆あきれたように広大が言ってきた。

「よし！」

　アーネチカは『グロリアスドーン』が、オーグメントクラフトに対して適切な位置に付いているのを確認すると言う。

「さぁ、皆みなさんご一いつ緒しよに！」

　調子に乗った恵子も声を張り上げる。

「せ～～の！」

「こんな事もあろうかと!!」

　言うや否いなや、アーネチカは拳こぶしを振り上げ、それをコンソールの上にあったボタンの上に叩たたき下ろす。ちなみにボタンは赤、そして周囲は黄色と黒のライン。いかにも危なそうな雰ふん囲い気きにあふれている。

「ガラス張りじゃないのが残念ね」

　恵子がそうぼやく。

「一体何を……」

　妙みように盛り上がっている二人から置き去りにされ、開いた口が塞ふさがらずにいたアイシャだが、ようやく我に返ってそう尋たずねる。その時だ。モニターの一つに『グロリアスドーン』のＥＳフレームから発射された何かが、オーグメントクラフトへ向かって飛んでいく様が映し出されている事に気付いた。どうやら翼よつ下かに装備された謎なぞのパーツから発射されたらしい。

「ミサイル？」

　アイシャは青くなってアーネチカに詰め寄よる。

「あなた、まさかミサイルでも撃うち込んだんじゃないでしょうね！」

「いやいや、あれは撮さつ影えい用の曳光弾だよ。でもね、こういう事もあろうかと思って、固定して装備しておいたのだ」

「でももしもの事があったら……」

　モニターの向こうでもティセが眉まゆをひそめ、激しく両手をぱたぱたさせて抗こう議ぎの意を示している。

「大だい丈じよう夫ぶだって。人が乗ってそうな所は狙ねらってない。狙ったのは……」

　その時、オーグメントクラフトを映し出していたモニターに閃せん光こうが走る。どうやら命中したのはオーグメントクラフト後方に装備してある巨きよ大だいな車輪のようなパーツだ。

「あれは多分、重力子ホイール。いくらあいつでも、まだ完全に機能させるまでにはいってないでしょ。すでに一回使用してガタ来てるだろうし撮影用の曳光弾一発、二発だけでもあちこち断線するはず」

　そしてモニターの向こうでまだ眉をひそめているティセに向かってアーネチカは言った。

「あんたらは人間を攻撃できないからね。その辺は私たちがサポートする。あぁ、だけど危害を加えるつもりはないから、その辺は安心してちょうだいな。今後も同じような作戦を使ってくる可能性はあるからね」

　そしてオーグメントクラフトを映し出すモニターを一いち瞥べつすると、アーネチカは別人のようにシニカルな表情で言った。

「人間の敵は、結局人間なのさね」

「やぁやぁ、盛り上がってるようだね」

　そんなシリアスな空気を打うち払はらうように、ヒュージンがにやにや笑いながら司令室に入ってきた。ヒュージンに合わせてすぐにアーネチカも悪戯いたずらっぽいマニアの笑みを浮うかべる。

「お～～、遅おそかったなヒュージン。いいところを見み逃のがしたぞ。せっかく『こんな事もあろうかと』をやったのに」

「いやはや、それは残念。おやおや、オーグメントクラフトは離り脱だつかい？　まぁ向こうも虎とらの子だろうからね。そう簡単に失うわけにはいかないだろう」

　ヒュージンはモニターを覗のぞき込みながらそう言った。

　その背後でアイシャは何かの気配を感じていた。

　……これは、まさか？




「くそ、撮影用の曳光弾か？　爆ばく発はつはしなかったようだが……」

「でもｂｉｏクラフトは人間を攻こう撃げきできないのでは……」

　乗組員の疑問にブライアン艦かん長ちようはすぐに答えた。

「向こうにも人間が乗ってるんだ。人間を攻撃できるのは、人間だけ。それはこちらも向こうも同じ。そういうわけだ」

　そしてパイルラムの操作を行っている乗組員に尋ねる。

「パイルラムと重力子ホイールの接続はどうだ？」

「分かりません。今の曳光弾弾着で、回路が断線してデータが来ていません。それでなくても、最初の使用による衝しよう撃げきで後から取り付けた部分に悪あく影えい響きようが出ているんですから……」

「くそ……」

　ブライアン艦長が思わず歯がみした時だ。

「まぁよく頑がん張ばったよ。あとは僕たちに任せておいてくれ」

　突とつ然ぜん、通信機から人を小こ馬ば鹿かにしたような声が響ひびく。今回のミッションをコーディネートした、アミークス側の代表サウザンドメイズィスだ。何か言い返してやりたいブライアン艦長だが、今は虎の子のオーグメントクラフト『ウーヌム』とパイルラムを無事に持ち帰る事が先決。そして後を付けられ、ＨＥＬＬＯの拠きよ点てんを知られてもいけない。それを見み越こしたようにサウザンドメイズィスは言った。

「大丈夫、手は用意してある」




「そういうわけだ。後は頼たのむよ、オネストホワールウィンド。これからが本番だからね」

「承知している」

　オネストホワールウィンドは答えた。

「必ずや女王クイーンにその真の姿を取らせてみせる」




「アンリ、そっちはどんな感じ？」

　アーネチカは『ステディレクブレイション』のアンリに尋たずねる。

「ザコが二隻せきだ。わざわざ倒たおすまでもねえ。適当にあしらってやってるぜ」

「ＯＫ。じゃあそいつらは放っておいて、あのオーグメントクラフトを追って。うまく行けばＨＥＬＬＯの拠点をつかめるかも知れないさね。まぁいきなり乗り込む事はないだろうけど、色々と使い道はある情報っしょ？」

「分かりましたよ。シギイワート司令官殿どの」

「あーちゃん司令！」

　アーネチカはそう訂てい正せいを求める。

「あ～～、はいはい。あーちゃん司令殿。それじゃ……。いや、ちょっと待ってくれ。どうした、ビュート？　何か来るって？」

　ＥＳフレームそのものには地球製の通信機、レーダーなどしか搭とう載さいしていない。しかもそれはあくまで補助的なもの。周囲の探知はあくまで『グロリアスドーン』に頼たよっている。

「ナイト級のｂｉｏクラフトが急接近して来てます。そちらで確認できますか？」

　広大がそう言ってくると同時にモニターにその三本衝角ナイトが映し出された。なんと言っても印象的なのはその深紅のボディだ。

「うわ、三倍いけそう」

　思わず恵子がそうつぶやくほどだ。しかしその恵子の背後ではアイシャが表情を強張らせていた。そして誰にも気付かれぬよう、司令室から出ると通路の壁かべに寄りかかる。

「そんな、まさか……。なぜあなたが……」




「ちぃ！」

　制御デッキでサテライトを振ふるうアンリだが、深紅のナイト級はいとも簡単に『ステディレクブレイション』のドリルをかいくぐる。

「くそ、どうするか。あのオーグメントクラフトを追った方が……」

「いいえ、アンリ。すぐに『グロリアスドーン』の許もとへ戻もどるべきです」

　ビュートが自らアンリに話しかけるのは珍めずらしい。しかもかなり狼ろう狽ばいしている様子だ。

「あれはただの三本衝角ではありません」

　確かに今の動きからしても、ただ者ではないとはアンリも察していた。しかしなぜそこまで慌あわてる事があるのか疑問もある。

「だけど『グロリアスドーン』のＥＳフレームには人が乗ってるのは分かってるはずだ。攻こう撃げきは出来ないだろう？」

　いつもは目ま蓋ぶたを閉じているか、あるいは片目だけ開けている事がほとんどだ。しかしビュートは珍しく、両目を見開いて答える。

「その通りです。恐おそらく奴やつの狙ねらいは攻撃ではないでしょう」

「攻撃ではない？」

　アンリは怪け訝げんな顔をするが、ビュートは再び目蓋を閉じ答えてくれなかった。




「くそ、こっちに来るのか？」

「でも攻撃は出来ないはずです」

　ティセがそう言った時だ。ＥＳフレームの司令室にいるアーネチカの声が『グロリアスドーン』制御デッキの広大の耳に響く。

「ＥＳフレーム走査リミッター起動。あ、ティセ。ちょっと待って。それからアンリ、赤いナイトをしばらく引きつけて置いて」

　アーネチカの声と同時に、広大の目の前に映し出されていた外部モニターが一いつ瞬しゆん、消える。ティセが調整したのか、すぐに元通りになるが、どうやらアーネチカが待てと言ったのはその事のようだ。

「ＥＳフレームを強化して、あなたの探知性能を制限させて貰もらったわ。もちろんあなたがその気になれば、簡単に排はい除じよできるけどね。広大くんが広所恐きよう怖ふ症しようだと聞いて、なにか対策は出来ないかと思ってさ。色々と考えていたんよ」

「外がよく見えません」

　ティセが不服そうに両手をぱたぱたさせる。

「いいのよ、それで。今までと同じ探知レベルで周囲の三次元走査をやって、広大くんにリンクさせるの」

　アーネチカの言葉に首を傾かしげながらも、ティセはその指示に従った。

「ありゃ？」

　本当なら周囲の光景が三次元画像で制御デッキに映し出され、さらに広大の意識へ直接、そのデータが送り込まれてくるはず。しかし映し出されたのは、ちょうど『グロリアスドーン』前方の光景だけ。そして広大がデータを認識できるのも、前方のごく狭せまい領域だけだ。

「どう、広大くん？　ＥＳフレームの前方、ドリルがある方向だけ、探知できるようになってない？　なっていたら成功だ」

「なってる、なってますよ。あーちゃん司令！　なるほど、これならそれほど苦にならないかも」

「なに情けない事いってるのよ」

　恵子が呆あきれたように広大に向かって言った。一方ティセも別の事に不服なようだ。

「でもこれでは前方しか探知できません」

「その辺はＥＳフレームの探知システムと、外にいるアンリと連れん携けいして対処して貰うわさ」

　そういうアーネチカに恵子が尋たずねる。

「私もアイシャと出ようか？」

　そう言って司令室を見回すがアイシャの姿はない。ティセもモニターの向こうでそれに気付いたようだ。

「アイシャが居ませんね」

　少し心配そうだ。ヒュージンは首を傾げて司令室のドアへと向かう。ｂｉｏクラフト内のキャビンは個体により広さはさまざま。しかし共通しているのはドアや通路が無く、いうならば一つながりになった洞どう窟くつのような構造になっている事。ダミーシェルとして作られたＥＳフレーム内のフロアも、ｂｉｏクラフトのキャビンと同様の構造を持つ。しかしそれでは何か落ち着かないというアーネチカの指示により、後から通路やドア、壁かべが作られたのだ。ヒュージンはそのドアからそっと顔を出す。そこには通路の壁によりかかり、背中を向けたアイシャの姿があった。左手首の紋もん章しように向かって何やら必死に話しかけている。

「聞いてください。私です。ノーブルウィンドです。オネストホワールウィンド、あなたが戦おうとしているのは、グロリアスドーンなんです！　どうしてしまったのですか？　答えてください、オネストホワールウィンド!!」

　普ふ段だんなら反応できるはずの、ヒュージンの気配もわからぬ様子だ。ヒュージンは無言で頭を引っ込め、司令室内のアーネチカや恵子に向かって言った。

「ノーブルウィンドは上のフロアに行ったみたいだよ。クイックストーンや取しゆ材ざい陣じんの様子でも見に行ったんじゃないかな」

　適当にそうごまかして置いた。

「まぁ、アンリ一人でも問題ないとは思うけど。私たちがここに乗ってる限り、向こうは積極的に攻こう撃げきしてくる事は出来ないはずだし」

「じゃあ何しに来たのよ、あの通常の三倍っぽいの？」

　そう言われてもアーネチカは何も答えない。しかしヒュージンはにやにやと笑い言った。

「ま、色々と考えがあるんだろうさ」

「くそ！　他のポーンも加勢してきた。あの赤いナイト、そっちへ行くぜ！」

「広大くん！」

「分かった」




　広大はアーネチカにそう答え、手にした短たん剣けん状のサテライトを握にぎりしめる。

「前にも言ったけど『グロリアスドーン』の切断式次元衝角を偏へん向こうさせて、ＥＳフレームから放射してるわ。ドリルはちゃんと使えるからね。乗ってる取材陣から見れば、普ふ通つうのｂｉｏクラフトと同じようにドリルで攻撃してるとしか思えないわさ」

「それは素晴らしいですね」

　ティセは前方のモニターに映るアーネチカに向かって手を差さし伸のべるようにして言った。

「ドリルが使えるなんて夢のようです」

「広大、後ろだ！」

　アンリの声が飛ぶ。接続シートに着いたティセから周囲の空間へと伸びる光のラインが激しく明めい滅めつしたかと思うと、広大の前方に小さく、まるでトンネルの向こうに見える景色のように映る宇宙空間が大きく旋せん回かいする。ティセが『グロリアスドーン』を旋回させたのだ。

　いける！

　前方の狭い空間だけだが、確かに三次元の情報が流れ込んでくる。目で見る映像だけではなく、まるで手で触ふれているかのような、感覚的な認識すら出来る。前方から放られたボールが、野球のボールかソフトボールか、新しいものか古いものか、自分にぶつかりそうか。ぶつかったから痛そうか、あるいは避さけるまでもなく受け取れそうか。たとえて言えばそんな所まで直感的に分かるような雰ふん囲い気きだ。

「行くぞ、ティセ！」

「はい、頑がん張ばりましょう。広大」

　いささか拍ひよう子し抜ぬけしそうなティセの返答にも拘かかわらず、広大は突とつ進しんしてくる赤いナイトに向かって手にしたサテライトを振ふるった。




「なに？　あのダミーシェル、ドリルが使えるのか」

　もとより本気で攻撃を仕し掛かけるつもりはない。オネストホワールウィンドは寸前で体を躱すつもりではあったが、ＥＳフレームから突つき出すドリルに次元衝角が発生する空間衝しよう撃げ波きはを感じていた。

「面白い、ただのダミーシェルではないようだな」

「オネストホワールウィンド、こちらのビショップの動きが鈍にぶくなりました」

　アンリの『ステディレクブレイション』を牽けん制せいしていたポーン級から連れん絡らくがある。アンリが広大たちにオネストホワールウィンドの位置を教える為ため、反応が鈍くなったのに気付いたようだ。

「分かった。一人、手を貸してくれ。押おさえきれなくなったらすぐに連絡しろ」

「了りよう解かいしました」

　ｂｉｏクラフト『オネストホワールウィンド』は体勢を立て直して、船首の三本衝角を再びＥＳフレームを付けた『グロリアスドーン』へ向ける。

「オネストホワールウィンド！」

　再び紋章から呼びかける声がした。オネストホワールウィンドのホロン体は右手首に紋章を持つ。先程からずっと、その紋章から呼びかける声がするのだ。

「聞いてください。オネストホワールウィンド、私です。ノーブルウィンドです。あれは『グロリアスドーン』なんです！　衝角ドリルを向けてはいけません」

　分かっている。分かっているから、やっているのだ。

　しかしオネストホワールウィンドはそれを口に出し、返答する事はしない。代わりに接近してきたポーン級に言う。

「攻撃は出来ない。分かっているな。我々の目的は、貴族の真の姿を白日の下に晒さらす事。向こうもダミーシェルに人間を乗せたままでは反はん撃げきできない。我々から逃のがれるには、真の姿、ジャッジメントモードになるしかない。そこまで追おい詰つめるのだ」




「すいません。少し席を外させていただきます」

　ＡＳＥＡＮ代表団の表敬訪問を受けていたイモータルヌーンは、あとをアウラ・ダキラＵＮｂＡＲ議長に任せると応接室から出る。応接室のドア前を固めていた警備員に挨あい拶さつすると、そのまま通路の奥おくに向かいカーテンの陰かげに隠かくれて、左手の甲こうにある紋もん章しようから聞こえる声に耳を澄すました。

「イモータルヌーン、お願いです。何とかしてください。オネストホワールウィンドが……、ティセさまを……。お願いです……。オネストホワールウィンドを止めてください」

　アイシャは懇こん願がんするようにそう繰くり返していた。




「広大！　もう一隻せき、そっちに行ったぞ！」

　アンリが叫さけぶ。

「挟はさみ撃うちか！　やる事がいちいち卑ひ怯きようだぞ！　こちらには人間が乗っているっていうのに!!」

　広大自身は気付かなかった。しかし憤ふん懣まんやるかたなく握にぎりしめる短たん剣けん型サテライトが、まるで広大の怒いかりに反応するかのように、一いつ瞬しゆん、光を放ったのだ。

　背を向けた形で接続シートに座るティセがそれを目にする事はなかった。しかしホロン体であるティセ、ｂｉｏクラフト『グロリアスドーン』、そしてサテライトは三位一体。正確にはパートナーも含ふくめての四位一体なのである。その異変に気付かぬはずがない。

　ティセは一時、小首を傾かしげる。その周囲から伸のびる光のラインが、リズミカルに明滅を始めた。

「ちょっと待ってください。広大。前方だけにまた意識を集中してください」

「広大、赤いのが後ろに！」

　アンリがそう叫ぶ。

「ティセ、いまは……」

　しかし科学者の直感とやらで何かを悟さとったのだろう。アーネチカがモニターの向こうから言ってきた。

「アンリ、広大くんをフォローして。ティセ、どうしたの？」

「大だい丈じよう夫ぶです。これなら使えそうです」

　ティセは接続シートに深く腰こし掛かけ、目ま蓋ぶたを閉じてそう答えた。

「これならって……」

　その時になって広大はようやくその異変に気付いた。

「ドリルから、光が……」




　メガラニカ諸島共和国首都ボニン市。ＵＮｂＡＲ本部は首都の外れ、海岸近くにある。会議や表敬訪問の為に訪れる人々は、窓の外に広がる紺こん碧ぺきの南太平洋を眺ながめながら、人類とｂｉｏクラフトの将来について思いを巡めぐらせるのだ。

　ＵＮｂＡＲ本部を出たイモータルヌーンは、その海岸間近までやってきていた。

　そして左手をかざして言う。

「エクスパンション『イモータルヌーン』」

　次の瞬しゆん間かん、左手の甲にあるハート形の紋章が光となって宙へと閃ひらめいた。




「うわ……」

　その光景を目にした恵子は思わず絶句してしまっていた。司令室にある窓のようなものは、実はすべて外部モニター。その外部モニターすべてを、目も覚めるような鮮あざやかな色しき彩さいの乱らん舞ぶが支配していたのだ。

「これはこれは……。さすがは我が女王。僕の予想を遥はるかに超こえたパワーだ」

　その光景を見たヒュージンはさも楽しそうに言った。

『グロリアスドーン』を覆おおっているＥＳフレーム。その先せん端たんに取り付けられたドリルから、光の粒りゆう子しが吹ふき出し始めている。外部モニターに映るのはその光の乱舞だ。

「切断式次元衝角を回転式に偏へん向こうする際に、オーバーロードしたパワーによって、周囲の空間がホーキング放射を行ってるみたいね」

　各種モニターをチェックしていたアーネチカがそう解説する。

「さらに言うならチェレンコフ光に空間の全反射現象も発生しているようだ。いやいや、これは光学系空間変調のバーゲンセールだな」

「せんせ～、分かりません」

　ヒュージンも補足するが、普ふ通つうの高校生である恵子にはちんぷんかんぷんだ。手を挙げてそう言った。

「例えて言えば飛行機雲みたいな物さね。飛行機が高速で飛ぶと、前方の空気が圧縮されて水分が凝ぎよう結けつして雲になる。それと同じように大きなパワーを持った切断式次元衝角を回転式に偏向したものだから、過か剰じようになった真空のエネルギーが光になって現れたんよ」

「もう一つの理由は怪け我がの功名だね。広大が広所恐きよう怖ふ症しようだから、その探知を前方に制限した。そうしたら次元衝角のパワーも前方に集中したというわけさ」

　アーネチカとヒュージンがさらに解説してくれるが、恵子には結局よく分からないという事が分かっただけだ。

　確かなのはＥＳフレームを装備した『グロリアスドーン』は、ドリル先端から放出される色とりどりの光を身にまとっているという事。それはまるでクリスマスイルミネーションで飾かざり付けられているかのようだ。

「『グロリアスドーン』の特とく殊しゆ装備は『ドーンコーラス』というそうだけど、それは実際にある言葉なのさね。日が昇のぼる直前、太陽からの電波が一足先に地球へ届く。それをラジオで聞くと、まるで鳥の囀りのようなのさね……」

　アーネチカはひとり言のようにそうつぶやく。

「『ドーンコーラス』限定バージョンといえるこの装備は……。名付けて『黎明の囀りドーンチエーピング』!!中の人も愛あい玩がん鳥類系だし、まさにそのもの！」

　そう盛り上がるアーネチカに、モニターの向こうのティセは抗こう議ぎするかのように、眉まゆをひそめて両手をぱたぱたさせる。

「っていうか、お前らもっと真面目にやれ!!」

　呆あきれたアンリが我が慢まんできなくなってそう言ってきた。




「アンリ一人じゃ、これ以上あいつらを押おさえきれない。もう一度、行くぞ。ティセ！」

「分かりました。少々不本意ですが『黎明の囀り』という名前で我慢します」

　いや、名前の事じゃないんだけどな。そう思う広大だが、今は訂てい正せいしている余よ裕ゆうはない。

「広大、前にポーン！」

　アンリが広大のフォローに回った為ため、『ステディレクブレイション』を押さえていたポーン級も、オネストホワールウィンドと共に『グロリアスドーン』に対している。

　二対三。数の上では不利だが相手がポーン級二隻せきなのだから、それほど厳しい局面ではないはずだ。ましてや向こうは人間を乗せている『グロリアスドーン』への攻こう撃げきは出来ない。

　それでも一方的に翻ほん弄ろうされているのは、すべて『オネストホワールウィンド』の為。この赤い三本衝角ナイトは、『グロリアスドーン』『ステディレクブレイション』二隻を向こうに回して、まさに蝶ちようのように舞まい、挑ちよう発はつを繰くり返しているのだ。

　ＥＳフレーム内のフロアにいる取しゆ材ざい陣じんは、周囲のｂｉｏクラフトはすべて撮さつ影えいの為と説明されているはず。しかし最初のオーグメントクラフトが現れてからの時間を考えると、そろそろ撮影にしては何かおかしいと気づき始めてもおかしくない。

「よし……」

　広大は短たん剣けん形サテライトを握にぎりしめ、そして前方のポーン級へと振ふり抜ぬいた。

「行けー!!」

「抜刀ドロウイング『黎明の囀りドーンチエーピング』」




　ＥＳフレームを装備した『グロリアスドーン』は、宇宙の闇やみを圧倒するような鮮やかな閃せん光こうの衣をまとい、ポーン級ｂｉｏクラフトへと突とつ進しんしていく。

　ポーン級ｂｉｏクラフトは一いつ瞬しゆん、そのドリルで『グロリアスドーン』の突進を受け止めた。しかしその抵てい抗こうも所しよ詮せんは『グロリアスドーン』の壮そう麗れいなる姿を演出する為のものだ。

　ポーンのドリルに『グロリアスドーン』を包んでいた光の粒子は、まるで水の飛沫しぶきのように飛び散る。しかしそれも一瞬。ＥＳフレームのドリルからあふれ出す光の粒子は、さらに色鮮やかに輝かがやきを増していく。それに呼応するかのようにドリルの回転も速く力強くなり、そのままポーン級を押し切っていく。

「なんだ、これは……！」

　その様子を見ていたオネストホワールウィンドも絶句した。女王が特別な装備を持つのは知っている。しかしこれはそれとは違ちがう。ダミーシェルを、それも地球人のアイディアで製作された物を装備した上で発現している機能なのだ。

　まさか……。オネストホワールウィンドはその考えに囚とらわれ、そして青い地球へと視線を巡めぐらせた。
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　この地は本当に『素晴らしい場所』なのか？

　その思いに囚われた一瞬が、もう一隻のポーンの運命を決定づけた。

「オネストホワールウィンド！　どうしたら、いいのですか!?」

　我に返った時には、すでに遅おそく『グロリアスドーン』は閃光の衣をまとい、二隻目のポーンへと突進していた。

「いかん、避よけろ。私が追いつくまで……」

　しかしオネストホワールウィンドがそう言う前に、ポーン級は閃光をまとった『グロリアスドーン』のドリルに貫つらぬかれていた。

　そして『グロリアスドーン』は艦かん首しゆのドリルを巡らせ、ナイト級ｂｉｏクラフト『オネストホワールウィンド』に相対する。

「面白い」

　オネストホワールウィンドは口元がほころぶのを感じていた。

「地球人と我々の有り様、どの程度のものなのか確かめさせてもらう！」

　ホロン体の昂たかぶりに呼応してｂｉｏクラフト『オネストホワールウィンド』の三本衝角もさらに激しく回転速度を増し、周囲の空間に電光を走らせた。

　まさに一いつ触しよく即そく発はつ。その時だ。

「……なに!?」

『グロリアスドーン』と『オネストホワールウィンド』の、ちょうど中間地点。そこを白銀の矢を思わせる光が貫いていったのだ。

　矢が放たれたのは……。

「地球!?」




「お待たせ、ティル。さぁ、お昼ご飯にしましょう」

「わ～～い、静花のお昼ご飯だ～～！」

　午前中の習い事が終わった静花の許もとにティルが遊びに来ていた。今日も上かみ温おん湯ゆ邸ていの花か壇だんで昼食を摂とる。今日の午後からはまた習い事があり、遅くなりそうだから、静花が次にティルと話が出来るのは、明日の昼の今くらいになりそうだ。

「今日はタマゴサンドとアップルパイ。飲み物はどうする……。ティル？　どうしたの、ティル？」

　花壇の脇わきにあるベンチに座り、バスケットからお昼のサンドイッチを取り出した静花だが、突とつ然ぜんのティルの異変に気付いた。ティルは一度は手にしたカップを取り落とし、それに気付かぬまま、南の空を見上げて立ちつくしているのだ。

「ティル？　どうしたの!?」

　静花も立ち上がり、ティルの肩かたを揺ゆさぶる。しかしティルは南の空を見上げて、その名をつぶやくだけだった。

「ティラお姉ちゃん……？」




「どうしたのよ、ティオ？」

　そろそろ夏休みも残り数週間。桜子は今日、朝から夏休みの宿題を片付けているところだった。如い何かに大人びているとはいえ中学生なのである。

　ちょうど昼食の頃ころ合いだろうかと時計へ目をやろうとした時だ。ダイニングキッチンでテレビを見ていたはずのティオが、血相を変えて桜子の部屋に駆かけ込んできたのだ。

　怪け訝げんな顔をする桜子だが、ティオの目的は彼女ではないようだ。そのまま桜子の座る椅い子すの後ろを小走りに駆け抜ぬけ、そしてベランダに出る。ティオのその格好は、目立つ事この上ないものだ。

「ティオ、そのまま外に出ると……」

　ＵＮｂＡＲから謎なぞのｂｉｏクラフトは撮さつ影えいに協力してくれたものという発表はなされ、一時の取材攻こう勢せいは収まったのだが、まだ注意するに越こした事はない。アーネチカからもそう注意は受けている。

　しかしティオは桜子の言葉も気に留めずにベランダに出ると南の空を見上げる。桜子もティオの視線を追ってみるが、青い夏の空には白く雲が漂ただようだけで何か見えるわけではない。だがティオがそこに何かを感じているのは、桜子にも痛いほどに分かる。

　手すりを握にぎりしめるティオの指は白くなり、そして小刻みに震ふるえているのだ。南の空を見上げ、怒いかりを隠かくせぬ口調でティオはつぶやいた。

「あいつ……！」




「今のは一体……」

　まるで両者を制止するかのように、間を飛び抜けていった光の矢に広大はつぶやく。

「姉です」

　ティセは静かに言った。

「私の姉、イモータルヌーンです」




　突然、拍はく手しゆの音が響ひびく。

「まぁ、これで今回は充じゆう分ぶんだよ。オネストホワールウィンド」

「サウザンドメイズィスか」

　立体映像でキャビンに姿を映し出したサウザンドメイズィスに向かってオネストホワールウィンドは言った。

「しかしまだクィーンに真の姿を取らせていない」

「いや、そうだけどね。イモータルヌーンが介かい入にゆうしたのは、君にも分かるだろう？　今回はこれで充分じゃないかな」

「イモータルヌーンの介入で充分と言うのか？」

　鸚おう鵡む返しに尋たずねるオネストホワールウィンドにサウザンドメイズィスは答える。

「そうだね。それにこれはイモータルヌーンの警告だ。僕らもこれ以上はうかつに動けないよ」

「まぁ痛み分けというわけですな」

　声だけでそう言ってくるのは、サイレントカレントだ。現在、サウザンドメイズィスはｂｉｏクラフト『サイレントカレント』に乗っている。

「分かった。撤てつ収しゆうする」

　オネストホワールウィンドは答えた。

「倒たおされた二体が復旧するには三〇〇年ほどでしょうか。気長に待ちましょう。収容します、オネストホワールウィンド」




「赤いのが逃にげていくけど、どうするあーちゃん司令？」

「これ以上、取しゆ材ざい陣じんを撮影だと言ってごまかすわけにもいかないわね。スルーしましょ」

　アーネチカはモニターの向こうから尋ねる広大にそう答えた。

「いやぁ、面白かったわねえ！」

　現在は撮影用の宇宙戦せん艦かん旭天のブリッジとなってるＥＳフレームの司令室から、今回は高みの見物だった恵子が、満足げに伸のびをしながらそう言った。

「まぁ、初お目見えにしてはなかなか派手で良かったんじゃないかな。ちゃんと撮影もされていたようだし」

「撮影していたの？」

　恵子が驚おどろくが、ヒュージンは当たり前のような顔でうなずく。

「そうだよ。だって撮影って建前でやっていたんだからね。あの赤いナイトも当然、エキストラさ」

　そういうとヒュージンは頭を巡めぐらせて、いつのまにか司令室に戻もどっていたアイシャへ声をかけた。

「おや、もういいのかい？　ノーブルウィンド」

　通路で紋もん章しようを使いオネストホワールウィンドに話しかけていた所を見られていたとは知らない。疲つかれた顔をしていたアイシャは、少々訝いぶかしげな顔をしたもののすぐに答えた。

「え、ええ。……あ、あのイモータルヌーンから連れん絡らくがありました。これ以上、深追いはするなとのことです。以降の処理はＵＮｂＡＲの方で行うと……」

「じゃあ、さっきの光はやっぱり？」

　アーネチカの言葉にアイシャは肯うなずいた。

「はい、イモータルヌーンの介入です」

「ところであんた、今まで何していたのよ？」

　怪け訝げんな顔の恵子にアイシャは力なく笑った。

「大したことではありません。大したことでは……」




　そして二週間近くが過ぎた。もうすぐ夏休みも終わり。照りつける陽射しも徐じよ々じよに柔やわらかくなって来ているような気がする。

「あ～～!!」

　北綾グラウンド地下にある秘密司令室こと、ＵＮｂＡＲ日本支局特別分室兼けん科学部で、アーネチカ・シギイワートはアガット色の髪かみを掻かきむしっていた。

「分かってない、分かってない。分かってなぁ～～い!!　どいつもこいつも！」

　デスクの上にあるＰＣのモニター、そして散乱していた新聞、雑誌を指さし叫さけぶ。

「どうしたんですか、あーちゃん司令は？」

「あははは、まぁ見てくれよ」

　二学期からの活動について確認の為ため、特別分室を訪れた広大と恵子、そしてティセとアイシャは、内山田から差し出された新聞とコピー用紙に目を落とした。

　そこにあるのはアーネチカ入にゆう魂こんの特とく撮さつ映画『恒こう星せい大戦争』特別試写会のレビュー記事や、ネットにアップされていたブログやＳＮＳの感想をプリントアウトした物だ。あの戦せん闘とうの後、セットを使った撮さつ影えいを一週間ほどでこなし、つい先日、特別試写会を行ったのである。夏休み中に、今回の問題をすべて解決しておきたいというＵＮｂＡＲの意向もあり、突とつ貫かん作業が行われたのだ。

『確かに宇宙戦闘は凄すごいが、それ以外は凡ぼん作さくとも言えぬ、まさに素人作品』

『特撮はすごいよねえ。あ、実際に宇宙ロケしたんだから、特撮じゃないのか。それだけは見る価値あり。でもそれだけ』

『レトロ特撮のファンを狙ねらったんだろうけど、いくらそういうのが好きな俺でもついていけんわ』

『ＵＮｂＡＲはこんなのに協力してないで、もっと不良ｂｉｏパートナーの取とり締しまりに頑がん張ばってください。っていうか、頑張れ。おい（怒）』

『まさに時間の無む駄だ』

『すいません、寝ねられないんでもうちょっと台詞せりふとＢＧＭの音量は下げてください。金払はらって劇場に行く人は、耳みみ栓せんがないとよく寝られないかも知れません』

『赤はねえだろう、赤は』

『なに、超轟級の轟って轟天号の事？　いいのか、それ？』

『でもｂｉｏクラフトのおねーちゃんはエロ可愛かわいかったよな』

『ドリルが付いてればいいってもんじゃないぞ！』

　まさにさんざんの評判である。

　無理もない。特別試写会に招待された広大も基本的には同じ感想だ。

　ストーリーは陳ちん腐ぷ、演出は平板。役者の演技は大根と三さん拍びよう子し揃そろった駄だ目め映画と言っても良い。しかしアーネチカの奮ふん闘とうも無駄ではなかった。

　マスコミを招待しての軌き道どう上での撮影以後、足立区近辺での取材は鳴りを潜ひそめている。もちろんあの取材で、ＵＮｂＡＲの発表通り、東京周辺で発見された謎なぞのｂｉｏクラフトは撮影用のものだと信じたマスコミもあるのだろう。それに加えて内山田は、マスコミを煽せん動どうしたＨＥＬＬＯがこの件については沈ちん黙もくしてしまった事、そしていくつかの組織、集団から取材を続けるマスコミに圧力が掛かけられたとも言っていた。

　色々と裏では動いていそうだが、少なくとも今の広大には手の届く話題ではない。

「でもここまで評判悪いと、かえって伝説になりそうね」

　記事を見ていた恵子は笑いながらそう言った。

「ええい、正義の鉄てつ槌ついを下してやる！　あーちゃん司令は、超スゴイハッカーでもあるのだよ！　荒あらしてやる、荒らしてやるわさ!!　新聞社のサイトも、掲けい示じ板ばんも！」

　ＰＣのキーボードを叩たたき始めるアーネチカに、ヒュージンが呆あきれたように言う。

「おいおい、アーネチカ。それは犯罪だよ！」

「……でも、その後なにもなくて良かったですわね」

　何か含ふくみがあるように、そうつぶやくアイシャを、広大はいささか訝いぶかしげに思ったものの、特には深く考えなかった。

「でもアーネチカの言う事も分かるような気がします」

　記事を読んでいたティセがそう言った。

「そうだ、そうだろう！　愛あい玩がん鳥類!!」

　我が意を得たりとばかりにティセを指さすアーネチカだが、すぐにＰＣのキーボードに戻もどる。本当にハッキングする気なのか、他の仕事をやってるのか、それはよく分からないが、ヒュージンが呆れているのは確かだ。

「皆みなさんドリルの素晴らしさに対する理解が足りないと思います」

「まぁそうですわね」

　アイシャも記事を眺ながめながらうなずいた。

「そうなのか……」

「そうです」

　例によって始まるドリル談義にうんざりとする広大の方へ、片手を差さし伸のべるようにしてティセは言った。

「もっとドリルの素晴らしさを理解するべきです」
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テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

天才で遊ぼう








アーネチカ　「そんなわけで、私がこの巻かんから登場する天才科学者のアーネチカ・シギイワートだ！　これからはあーちゃんと呼んでくれ！」

広大　　　　「…………」

恵子　　　　「…………」

アイシャ　　「…………」

ティセ　　　「（ぱたぱた）」

ティル　　　「（特に何も考えてない）」

アーネチカ　「あ、なんだその冷たい視線は！」

広大　　　　「いや、ええと。何と言いますか……。なぁ？」

アイシャ　　「え、ええ。そうですわよねえ」

恵子　　　　「そうそう。あ、また馬ば鹿かが増えたとか思ってないから」

アーネチカ　「思ってるじゃないか！」

恵子　　　　「思ってても口に出したりはしてないから！」

アーネチカ　「なるほど、それならば、まっいいか！」

広大　　　　「（馬鹿だ、本当の馬鹿だ）」

アイシャ　　「（どこが天才なんでしょうか）」

アーネチカ　「あ～～、また人を馬鹿だと思ってる目で見てる！」

恵子　　　　「ひょっとして、あんた普段からそういう目で見られてるんじゃないの？」

アーネチカ　「なにい、見られてない。見られてないぞ！」

広大　　　　「見られてるな、これは」

ティル　　　「お姉ちゃん、この人は馬鹿なの？」

ティセ　　　「馬鹿かどうかは分かりませんが、ドリルの素す晴ばらしさだけは理り解かいしていると思います」

アーネチカ　「そうなのだ。ドリルの素晴らしさは理解しているつもりだ！　しかしこの私が来たからには、これから嘘うそくさい科学設定、ＳＦ設定もちゃんと説明してやるからな。有り難がたく思うがいい」

恵子　　　　「あ～～、なるほど。ようするに説明キャラという事ね」

広大　　　　「本編じゃ全然、説明になってなかったけどな」

アーネチカ　「なにおう！　ちゃんと説明していたじゃないか、轟ごう天てん号のワイヤーの事とか!!」

ティセ　　　「（ぱっと手を広げて何かに気がついたポーズ）広大、私には一つ疑問があります」

広大　　　　「ほう」

ティセ　　　「今回のこのコーナーのタイトルは『天才で遊ぼう』なのに、天才が居いません」

アーネチカ　「何を言う、愛あい玩がん鳥類！　天才ならここに居るだろうが！」

ティセ　　　「天才？」

アーネチカ　「そうだ！」

ティセ　　　「アーネチカは天才なのですか？」

アーネチカ　「だから本編でも散々そう言ってるだろう！」

ティセ　　　「ティル、大変です。アーネチカは天才だそうです」

ティル　　　「えぇ！　それは凄すごいや、すぐに静花にも教えてあげないと!!」

アーネチカ　「おい、ひょっとして私を馬鹿にしてるのか。愛玩鳥類？」

ティセ　　　「そんな事はありません。天才と知って素す直なおに感心しているのです」

ティル　　　「ほら、見てよ。静花。この人が天才なんだって！」

静花　　　　「そ、そう。凄いね、ティル」

恵子　　　　「天才だからねえ」

広大　　　　「天才だもんな」

アイシャ　　「天才ですからね」

ティセ　　　「素晴らしいですね」

アーネチカ　「お前らなぁ……」
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あとがき







　五巻です。




　そんなわけでまずは超長波アンテナです。

　今を去る事二〇年ほど前ですが、雑誌ホビージャパンにて特撮作品に登場するメカに対して科学的、技術的なうんちくを傾けつつ考察してみようという連載企画がありました。

　こんなメカはあり得ないと突っ込みを入れるのではなく、画面に出てくる以上はきちんと存在しているのだ！　という視点から、一体どのようなシステムで動いているのか、あるいは一見すると無意味に見える形状だが、きっとそこには何か深い意味が隠されているのではないかとか、さらにはその開発経緯はどうだったのかと、あれこれ頭をひねって理屈をつけていくわけです。

　ちょうど今で言うと『すごい科学で守ります！』シリーズのような感じでしょうか。

　当時、雑誌ホビージャパンを購読していた私はそれが大好きだったのですよ。

「轟天号が海面から上昇する時に見えるワイヤーは（プロップを吊ってるものではなく）超長波アンテナなのである」という解釈もそこに出てきたのです。

　いやぁ、目から鱗が落ちる思いでした（笑）。

　この連載企画、ウルトラシリーズの『ウルトラマン』『ウルトラセブン』『帰ってきたウルトラマン』については、その後『Ｕ．Ｗ．Ｗ　ウルトラシリーズ・超兵器の世界』という一冊のムックにまとまって株式会社ホビージャパンから刊行されております。

　私ももちろん所有していますが、今見たら発行が昭和六三年一月一日でした。

　ちょうどｂｉｏクラフトが地球に来た頃ですね（笑）。

　この企画、雑誌ホビージャパン連載時には、ウルトラシリーズ以外にも、東宝特撮映画についても扱っておりました。しかし版権などの問題があったのか、残念ながら東宝特撮映画についての記事はムックとしてまとまって発売される事はありませんでした。

　そんな理由もあって、私は当時の雑誌ホビージャパンを捨てずに取っておいたのですよ。

　実家の方に……。

　え～～、まぁ同じような経験のある方は少なくないと思いますが……。

　ある日、私が実家に帰っていると、母親が「これどうしようか」と何やら湿気とカビでごわごわになった紙の塊を持ってきまして……。

　それこそが当時の雑誌ホビージャパンの変わり果てたお姿（涙）。

　どうやら部屋に積んだままになっていた雑誌や本を、邪魔に思った実家の家族が、ベランダのスチール製物置に突っ込んでしまったようなのです（汗）。

　家族によると「ビニール袋に入れたし、スチール製の物置なら、雨水も入らないから大丈夫」と思っていたそうですが、それでも湿気は防げないし、ビニールに包めば逆に湿気はこもる一方。さらにベランダに置いたままですから、夏は高温多湿。そんなわけで黒くてつやつやした昆虫にとっては格好の住みかにもなっていたようです。まぁ、本でなくても楽器やＡＶ機器、昔のアナログレコードやテープなどを、知らない間に湿気の多い倉庫や物置に入れておかれ、駄目にされてしまったという話はよく聞きます。

　最初は無事なページだけでも切り取って置こうかと思ったのですが、かなり状態が悪くて断念してしまいました。

　なにしろその企画記事を読んだのが、かなり昔の事なので、記憶は今ひとつ曖昧なのですが、前述の「轟天号のワイヤーは超長波アンテナ」という、キャプションにあった一文だけは鮮烈に記憶に残っております。さらには後日、ある出版社の方がこの企画を担当なさっていたという事実も判明するというおまけもありました。

　そんなわけで、あのワイヤー状のものは超長波アンテナなのです。決して撮影用の模型を吊ってるのではありません。

　本編の前にあとがきを読む習慣の皆さま。なぜいきなり超長波アンテナの話になっているかは、本編を読んでのお楽しみです。本編であーちゃんが熱く語ってくれていますので（笑）。




『グロリアスドーン』本編の頃は春から初夏辺りに六巻を予定しております。また「キャラの！」への掲載も続けていきますので、こちらもよろしくお願いいたします。




　それでは六巻でお会いしましょう。




庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８




（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部




庄司 卓先生／四季童子先生／小松崎龍海先生
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